
御
触
書
寛
保
集
成
編
年
索
引

(上
)

は
じ

め

に

本
索
引
は

『御
触
書
寛
保
集
成
』

(岩
波
書
店
刊
)
所
収
の
各
触
書
を
年
代

順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
成

に
あ
た
っ
て
は
以
下

の
方
針
に
よ

っ
た
。

一

各
触
書
を

一
つ
の
単
位
と
し

て
配
列
す
る
。

二

各
触
書

の
配
列
は
次
の
よ
う

に
し
て
決
定
し
た
。

ア
触
書

の
出
さ
れ
た
年
月
を

西
暦
に
換
算
す
る
。

イ
換
算
に
あ
た
っ
て
は
各
触
書
を
そ
の
月

の

一
日
に
出
さ
れ
た
も

の
と

み
な
す
。

ウ
同
じ
月
に
出
さ
れ
た
触
書

は
通
し
番
号

の
順
に
配
列
す
る
。

三

字
体
は
で
き
る
だ
け
活
字
本

の
字
体
に
よ
る
。

四

や
む
を
得
な

い
場
合
は
現
行

の
字
体
に
よ
る
。

五

作
成
に
あ
た

っ
て
、
次
の
図
書
を
用
い
る
。

『御
触
書
寛
保
集
成
』
(高
柳

眞
三
、
石
井
良
助
編

一
九
七
六
年

岩

波
書
店
刊
)

『
日
本
暦
月
原
曲
ハ』
初
版

(
内
田
正
男
編
著

一
九
七
五
年

雄
山
閣

出
版
刊
)

六

各
触
書

に
は
各

々
の
書
き
出
し
二
十
字
を
記
し
た
。

こ
れ
は
内
容
を
判

断
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ

る
。
但
し
、
触
書

に
よ

っ
て
は
最
初

の
二

十
字
で
は
内
容
が
判
断
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
内
容

小

林

年

春

が
判
断
で
き
る
最
初
の
二
十
字
を
記
し
た
。

七

各
項
目
の
配
列
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

通
し
番
号

見
出
し
年
月

内
容

(二
十
字
)

所
収
部

な
お
所
収
部
に
つ
い
て
は
最
初
の
二
字
で
す

べ
て
判
別
が

つ
く
の
で
、

最
初

の
二
字

の
み
を
採
り
以
下
は
省
略
し
た
。

今
回
発
表
す
る
の
は

「御
触
書
寛
保
集
成
編
年
索
引
」
の
前
半
部
分
で
あ
る
。

後
半
部
分
に
つ
い
て
は
次
回
に
発
表
し
た
い
。
ま
た
、
現
在

『御
触
書
集
成
』

の
す

べ
て
に
つ
い
て
の
索
引
を
作
成
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
順
次
発

表
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
索
引
は

『御
触
書
集
成
』
を
よ
り
使

い
や
す
く
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
。

触
書
を
必
要
に
し
た
が
っ
て
調

べ
る
こ
と
は
だ
れ
も
が
行
う

こ
と
で
あ
り
、

そ
の
結
果
を
年
代
順
に
な
ら
べ
て
お
く
こ
と
も
行

っ
て
い
る
。
し
か
し

『御
触

書
集
成
』
所
収
の
触
書
全
部
を
年
代
順
に
な
ら
べ
た
索
引
は
今
ま
で
知
ら
れ
て

い
な

い
。
お
そ
ら
く
本
索
引
が
最
初

で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

触
書

の
利
用
は
歴
史
学
に
留
ま
ら
ず
、
芸
能
史
、
文
学
史
、
民
俗
史
な
ど
の

多
く

の
分
野
に
亙

っ
て
い
る
。
こ
の
索
引
が
多
く
の
人
々
に
よ

っ
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

側



一

慶
長

二
〇
卯
年
七
月

武
家
諸
法
度

武
家

五

八

元
和

二
辰
年

八
月

定
船
場
之
外
、
わ
き
わ
き
に
て
、

み
た
り
に
往
還
之

闘
所

二

一兀
和
三
巳
年
六
月

武
家
藷
一法
度

武
家

三

寛
永
六
巳
年
九
月

武
家
諸
法
度

武
家

五
九

寛
永
八
未
年
九
月

手
負
井

女
其
外
不
審
成
も
の

ハ
、
手
形
な
く
し
て

一

關
所

一
三
七
四

寛
永
九
申
年
六
月

午
下
刻
於

白
書
院
御
席
、
諸
奉
公
人
領
知
物
成
之
儀

領
知

九

寛
永
九
申
年
九
月

條

々

御
條

七
〇

八

寛
永

一
〇
酉
年
三
月

次
飛
脚
之
儀
付

て
、
從
江
戸
大
坂
迄
、
宿

々
の
者
共

御

上

二
二

寛
永

一
〇
酉
年
七
月

人
壷
買

一
圓
停
止
た
り
、
.若
猥
輩
於
有
之
は
、
其
輕

高
札

七
〇
九

寛
永

一
】
戌
年
正
月

諸
物
頭
被
爲
召
、
今
度
御
上
路
供
奉
召
列
人
欺
之
儀

御
上

四

寛
永

一
二
亥
年
六
月

武
家
諸
法
度

武
家

一
二
二
五

寛
永

=

一亥
年
九
月

伴

天
連
井

き
り
し
た
ん
宗
旨
之
儀
、
從
此
以
前
、
雖

宗
旨

一
二

寛
永

=

一亥
年

一
一
月

一
〇
日

國
持
大
名
御
用
井

舐
訟
之
事

御
條

一
〇

一
三

寛
永

=

一亥
年

一
一
月

物
頭
、
番
頭
其
組
井

同
心
御
用
之
儀
、
前
廉
如
被
仰

諸
役

一
〇

寛
永

=

一亥
年

一
二
月

條
々

御
條

一
三

寛
永

一
二
亥
年

一
二
月

寄
合
之
式
日
、
毎

月
二
日
十
二
日
廿
二
日
、
若

公
儀

御
條

七

一
〇

寛
永

=
二
子
年
正
月

日
光
被
成
御
社
參
付

て
、

一
季
居
奉
公
人
當
年
は
其

御
上

六
〇

寛
永

=
二
子
年
九
月

此
關
所
を
通
罷
下
輩

ハ
、
番
所
の
前

に
て
笠
頭
巾
を

關
所

七

一
一

寛
永

=
二
子
年

一
二
月

昨
十
七
日
紅
葉
山
御
社
參
之
刻
、
諸
大
名
不
罷
出
付

御
上

一
八
五
三

寛
永

一
五
寅
年
五
月

兼
日
被
仰
出
御
法
度
之
趣
井

今
度
改
錢
禁
札
之
御
法

銅
錢

二
四
〇
〇

寛
永

一
五
寅
年
五
月

五
百
石
以
上
之
船
停
止

と
此
以
前
被
仰
出
候
、
今
以

廻

船

一
二
二
六

寛
永

一
五
寅
年
九
月
二
〇

日

伴
天
連
門
徒
累
年
雖
爲
御
制
禁
、
無
斷
絶
、
今
度
於

宗
旨

一
三
七
五

寛
永

一
五
寅
年
九
月

今
度
關
東
中
野
山
境
論
爲
見
聞
、
御
嶮
使
被
遣

之
候

領
知

一
二
二
七

寛
永

一
五
寅
年

=

一月

出
仕

之
諸
大
名
被
留
置
、
き
り
し
た
ん
宗
門
御

法
度

宗
旨

二
二
八
二

寛
永

一
六
卯
年

二
月

中
間
、
小
者
、
草
履
取
給
分
之
儀
、
當
年
有
度
儘
之

奉
公

一
四
二
二

寛
永

一
六
卯
年

三
月

去
憤
無
異
事
て
騒
動
之
儀
、
不
届
思
召
也
、
自
今
以

火
事

=

一
二
八

寛
永

一
六
卯
年
七
月

日
本

國
被
成
御
制
禁
之
き
り
し
た
ん
宗
門
之
儀
、
乍

宗
旨

二
七
五
〇

寛
永

=

ハ卯
年

一
〇
月

惣
物
頭
井

與
力
、

同
心
預
之
面
々
、
不
殘
西
丸
え
依

盜
賊

二
七
五

一

寛
永

一
六
卯
年
閏

一
一
月

在
々
所

々
悪
黨
有
之
付

て
、
從
此
以
前
仰
出
之
趣
、

盜
賊

一
〇
五
〇

寛
永

一
七
辰
年
正
月

御
譜
代
大
名
井
御

弓
鍛
炮
之
頭
、
御
使
番
、
御
留
守

儉
約

二
四
九

二

寛
永

一
七
辰
年

正
月

惣
御
弓
御
鐵
炮
頭
依

召
登
城
、
是
松
平
新
五
左
衞
門

御
仕

六

一

寛
永

一
七
辰
年
九
月

此
開
所
を

と
を
り
罷

下
之
輩

ハ
、
番
所

の
前
に
て
笠

開
所

一
四
二
三

寛
永

一
七
辰
年

一
二
月

火
事
出
來
候
時
、
親

子
兄
弟
姉
妹
同
葡
し
う
と
聟

こ

火
事

二
四
九

三

寛
永

一
八
巳
年

四
月

惣
番
頭
、
組
頭
え
松
平
伊
豆
守
、
阿
部
豊
後
守
、
阿

御
仕

二
四
九

四

寛
永

一
八
巳
年

四
月

一
九
日

渡
部
彌
之
助
歩
行
同
心
屋
敷
之
前

二
竹
材
木
等
立
置

御
仕

一
二
二
九

寛
永

一
八
巳
年
五
月

き
り
し
た

ん
改
之
儀
、
彌
念

入
可
申
付
候
、
然

共
所

宗
旨

一
二
三
〇

寛
永

一
八
巳
年
五
月

き
り
し
た

ん
宗
門
之
儀
、
面

々
領
内
入
念
彌
無
油
斷

宗
旨

一
二
三

一

寛
永

一
九
午

年
五
月

於
領
分
き

り
し
た
ん
の
宗
門
彌
入
念
可
相
改
事

宗
旨

一
三
〇

八

寛
永

一
九
午
年
五
月

此
以
前
被
仰
付
諸
法
度

之
儀
、
彌
不
相
背
樣
に
堅
可

御
代

一
三
七
六

寛
永

一
九
午
年

五
月

大
御
番
頭
、
御
小
性
組

頭
、
御
書
院
番
頭
、
小
十
入

領
知

=
二
七
七

寛
永

一
九
午
年
五
月

一
四
日

今
日
執
役
之
面
々
召
殿
中
、
芸
年
耕
作
損
亡
付
て
、

領
知

一
三
七
八

寛

永

一
九
午
年

一
一
月

當
年
作
毛

不
損
亡
所
百
姓
申
掠
、
年
貢
等
於
令
難
澁

領
知

九
七
二

寛

永

一
九
午
年

一
二
月

養
子
跡
目
之
儀
、
當
年

迄
無
相
違
被
仰
付
之
、
自
今

養
子

二
〇
九

寛

永
二
〇
未
年
正
月

爲
御
髪
置
御
祝
儀
、
從

三
千

石
以
上
進
上
之
員
数
御

臨
時

=

一五
六

寛
永
二
〇
未
年
二
月

右
、
近
年
鳥
目
下
直

二
付

て
、
如
此
今
度
駄
賃
鐡
ま

道
中

=
二
七
九

寛
永
二
〇
未
年
二
月

御
旗
本
給

人
井

駟
東
御
代
官
衆
、
在
江
戸
之
分
不
殘

領
知

一
三
八
〇

寛
永
二
〇
未
年
二
月

去
年
諸
國
作
毛
依
令
損
亡
、
土
民
等
及
飢
餓
之
由
達

領
知

一
六
七
九

寛
永
二
〇
未
年
二
月

諸
物
頭
依

召
登
城
、
近
年
御
旗
本
之
面

々
、
進
退
不

御
切

=
ハ
八
〇

寛
永
二
〇
未
年
二
月

御
小
性
組
、
御
書
院
番
、

大
御
番
右
之
面

々
此
以
前

御
切

一
三
〇
九

寛
永
二
〇
未
年
三
月

毎
年
春
夏
面

々
御
代
官
所
え
相
越
、
堤
川
除
等
之
御

御
代

一
三

一
〇

寛
永
二
〇
未
年
三
月

庄
屋
、
惣

百
姓
共
、
自
今
以
後
、
不
應
其
身
家
作
不

御
代

一
六
二
八

寛
永
二
〇
未
年
三
月

所

々
水
道
水
溜
拂
之
事
、

近
所
之
屋
敷
え
申
断
、
雨

普
請

二
六
〇

一

寛
永
二
〇
未
年
三
月

田
畑
永
代
賣
御
仕
置

質

田

一
一
〇

寛
永
二
〇
未
年
八
月

諸
大
名
御
禮
之
次
第

定
式

八
五
四

寛
永
二
〇
未
年

一
〇

月
四
日

一
昨
夜
亥
之
御
祝

之
刻
、
諸

大
名
井

御
家
人
登
城
之

御
城

九
七
三

寛
永
二
〇
未
年

一
二
月

大
御
番
、
御
書
院
番
、
御
小
姓
之
面

々
跡
職
事
、
只

養

子

三
六
五

寛
永
一
二

申
年
正
月

台
徳
院
殿
御
遺
忌

二
付
て
、
國
々
在

々
所

々
に
て
も

御

法

一
一
一

寛
永
二

一
申
年

一
〇

月
八
日

今
晩
御
玄
猪

二
衆
人
登
城
之
刻
限
之
事
、

定
式

一=

○

正
保
二
酉
年

四
月

大
納
言
樣
御
任
官

二
付
て
、
爲
御
目
見
、
如
年
始

八

臨
時

二
五

二
〇

正
保

二
酉
年
六
月

於
江
戸
廻
猥
鐵
炮
放

之
、
人
馬
疵
付
之
由
依
有
其

聞

識
炮

二
六
八

三

正
保

二
酉
年
七
月

大
御
番
頭
、
御
書
院
番
頭
、
御
小
性
組
頭
、
御
歩
行

歌
舞

一
四
二
四

正
保

三
戌
年
二
月

火
事
有
之
節
、
其
場
え
見
廻

二
罷
越
之
者
、
親
子
兄

火
事

二
五

四
六

正
保

三
戌
年
三
月

御

小
性
組
番
頭
、
御
書
院
番
之
番
頭
召
醤
中
、
此
以

公
事

一
〇

一
四

正
保

三
戌
年
五
月

御
奏
者
番
井
御
勘
定
方
四
人
之
役
人
、

大
目
付
、
町

諸
役

一
一
〇
七

正
保

三
戌
年
六
月

於
高
田
馬
場
馬
乘
候
事
井
水
稽
古
事
、

近
頃
令
懈
怠

蔓
術

一
二
五
七

正
保

三
戌
年

一
一
月

本
傳
馬
百
疋
井

助
馬
出
拂
、
馬
無
之
時

は
、
其
所
之

道
中

二
七
五

二

正
保

四
亥
年
三
月

王
子
近
所
與
樂
寺
え
疇
昔
夜
盜

入
、
彼
寺
有
合
浪
人

盜
賊

二

一
一

慶
安
元
子
年
正
月

鶴
松
君
御
七
夜
付
て
、

諸
大
名
よ
り
御
祝
儀
差
上
之

臨
時

三
六
六

慶
安
元
子
年
正
月

今
度
台
徳
院
殿
御
遠
忌
御
法
事
付
て
、
軽
罪
之
族
御

御
法

七

一
二

正
保
五
子
年
閏
正
月

日
光
就
御
社
參
、
奉
公
人

一
季
居
出
替
之
事
、
當
年

御
上

七

一
三

正
保
五
子
年
二
月

町
申
海
道
惡
敷
所
え
、

淺
草
砂

に
海
砂
ま
せ
、

一
町

御
上

九
二
〇

正
保
五
子
年
二
月

町
人

召
仕
絹
布
着
し
申
事
、
此
以
前
よ
り
被
仰
付
候

衣
類

二
八
八
二

正
保

五
子
年
二
月

町
人
長

刀
井

大
わ
き
さ
し
を
指
、
奉
公
人
之
眞
以
を

雜
之

二
八
八
三

慶
安

兀
子
年
二
月

相
撲
取
之
下
帶

絹
布

二
て
仕
間
敷
候
、
屋
敷
方
え
被

雑
之

二
八
八
四

慶
安

尢
子
年
二
月

町
人
伊
勢
參

大
山
參
之
者
共
、
ふ
と
ん
を
か
さ
ね
敷

雑
之

二
八
八
五

慶
安

兀
子
年
二
月

は

い
た
女
改

二
遣
候
聞
、
抱
置
候
も
の
有
之
は
、
急

雜
之

一
二

二

慶
安

兀
子
年
三
月
六
日

昨

日
大
納
言
樣
御
申
剃
始

二
付

て
、
諸
大
名
井

三
千

臨
時

七

一
四

慶
安

兀
子
年
三
月

今
度
兩
上
様

日
光
就
御
參
詣
、

爲
御
餞
別
、
進
物
有

御
上

二
八
五
〇

慶
安

元
子
年
三
月

於

去
比
平
川
口
喜
濟

と
申
者
、
直

々
目
安
差
上
之
、

御
尋

二
八
五

一

慶
安
元
子
年
三
月

町
御
奉
行
同
心
萬
ね
た
り
を
申
、
禮
儀
薩
錢
を
取
申

御
尋

七

一
五

慶
安
元
子
年
四
月

今
度

日
光
道
中
、
御
駕
籠
近
所
井

御
先
御
跡
騎
馬

二

御
上

七

一
六

慶
安

元
子
年
凶
月

今
度
御
留
守
申
、

入
川
入
堀
船

二
て
不
審
成
者
通
り

御
上

七

一
七

慶
安

元
子
年
四
月

今
度
就
御
鰺
嘗

二
、
御
上
下
之
聞
、
直
目
安
差
上
ケ

御
上

二
〇

三
二

慶
安

元
子
年
四
月

五

月
節

句
之
甲
結
媾
蒔
繪
梨
子
地
金
物
糸
類
仕
間
敷

諸
商

一
〇

一
五

慶
安

兀
子
年
六
月

牧

野
佐
渡
守
、
久
世
大
和
守
、
内

田
信
濃
守
、
齋
藤

諸
役

二
〇

三
三

慶
安

尢
子
年
六
月

町
中
盆
之
燈
籠
、
此
以
前
よ
り
如
被
仰
付
候
、
結
捕

諸
商

二
五
四
七

慶
安

π
子
年
六
月

此

以
前
も
如
相
觸
候
、
公
事
仕
傑
も
の

ハ
、
證
披
人

公
事

一
一
二

慶
安

兀
子
年
八
月

雖

爲
無
官
、
國
持
之
惣
領
分
は
向
後
以
太
刀
目
録
、

定
式

一
六
八

一

慶
安

兀
子
年

一
一
月

御
旗
本
切
米
之
面

々
井

徒
、

同
心
之
切
米
、

入
念
悪

御
切

一
四
二
五

慶
安

元
子
年

一
二
月

町
中
夜
番
之
儀
、

一
時
替

二
可
仕
候
、
月
行
事
は
時

火
事

二
五
四
八

慶
安

元
子
年

=

一月

町
中
跡
式
之
儀
、
先

年
如
申
付
候
、
存
生
之
内
遺
言

公
事

二
八
八
六

慶
安

元
子
年

一
二
月

如
例
年
正
月
之
破
魔
弓
は
ま
矢
井
羽
子
板
、
金
箔
蒔

雜
之

七

一
八

慶
安

二
丑
年
正
月

日
光
え
就
大
納
言
様
御
參
宮
、
奉

公
人

一
季

居
之
出

御
上

二
五
四
九

慶
安

二
丑
年
正
月

町
人
公
事
仕

二
付

て
は
、
證
披
仁

入
候
出
入
於
有
之

公
事

二
〇
三
四

慶
安
二
丑
年
二
月

如
前

々
、
ひ
ゐ
な
之
道
具

二
蒔
繪
井
金
銀
之
箔
付
ケ

諸
商

一
〇
五

一

慶
安
二
丑
年

三
月

在

江
戸
壹
萬
石
以
上
之
諸
大
名
、
依
召
登
營
、
所
謂

儉
約

一
〇
五
二

慶
安
二
丑
年

三
月

先

年
諸

國
井

御
旗
本
中
、
漕
之
儀
御
停
止
之
條

々
被

儉
約

七

一
九

慶
安
二
丑
年

四
月

宿

賃
可
爲
如
御
定
事

御
上

七
二
〇

慶
安
二
丑
年

四
月

今

度
日
光
え
大
納
言
様
就
御
参
宮
被
爲
成
候
、
道
通

御
上

七
二

一

慶
安
二
丑
年

四
月

ま
こ
ひ
さ
し
若
取
殘
し
も
候

ハ
、
、
跡

々
被
仰
付
候

御
上

七
二
二

慶
安
二
丑
年

四
月

大
納
言
様
明
日
從
日
光
還
御
被
遊
候
付
て
、
道
通

二

御
上

七
二
三

慶
安
二
丑
年

四
月

大
納
言
樣
明
日
還
御
被
遊
候
、
拜

二
出
申
者
之
事
、

御
上

一
二
四
二

慶
安
二
丑
年
六
月

當

六
月
十
五
日
就
山
王
御
祭
禮
、
御
輿
御
供
之
者
共

祭
禮

一
二
四
三

慶
安
二
丑
年
六
月

山
王
御
輿

山
王
え
御
着
被
成
候
迄
、
其
町
々
之
ね

り

祭
禮

一
一
三

慶
安

二
丑
年
七
月

御

城
様
え
跡
々
よ
り
八
朔
之
御
縫

二
上
り
候
職
人
有

定
式

二
六
五
七

慶
安
二
丑
年
七
月

町
々
之
内

二
て
躍
な
と
致
候
と
て
必
留
間
敷
候
、
盆

相
撲

二
八
二
〇

慶
安

二
丑
年
七
月

町
人
井

下
々
召
使
之
者
辻
立
門
立
仕
、
奉
公
人
其
外

狼
藉

二
六
八
四

慶
安

二
丑
年
九
月

今

度
下
谷
新
町
は
い
た
御
改

二
付
て
、
は

い
た
隠
置

歌
舞

一
四
二
六

慶
安

二
丑
年

一
〇
月

町
中
夜
番
之
儀
、

九
ツ
迄

ハ
唯
今
之
こ
と
く
相
勤
、

火
事

七
九
〇

慶
安

二
丑
年

ご

哺月

向
後
御
成
之
刻
、
道
筋
計
人
留
仕
、
脇
道
は
往
還
輩

御
成

七
九

一

慶
安

三
寅
年

一
二
月

常
々
御
成
以
前
道
筋
等
往
還
之
者
留
候
事
被
聞
召
、

御
成

二
〇
三
五

慶
安

四
卯
年
正
月

鴈
鴨
之
類
躬

を
取
、
手
く

ろ
う
致
シ
商
賣
仕
候
聞
、

諸
商

二
二

一
五

慶
安

四
卯
年

二
月

家
賀
買
之
儀
、
其
町
々
名
主
、
五
人
組
加
判

二
て
責

町
屋

二
二
四
〇

慶
安

四
卯
年

三
月

棚
衆
置
候

ハ
、
念
を
入
、
た
な
の
者
移

り
不
申
前
廉

店
借

二
八
一
二

慶
安

四
卯
年
六
月

御
城
之
内
え
町
人
参
候
二
付
、
御
改
御
捕
、
籠
舎
被

狼
藉

二
六
五

八

慶
安

四
卯
年
七
月

し

こ
名
之
異
名
を
付
候
も

の
有
之
候

ハ
Σ
、
早
々
可

相
撲

一
二
五

八

慶
安

四
卯
年

入
月

御
傅
馬
御
朱
印
如
前
々
、
於
宿

々
致
拝
見
、
人
馬
無

道
中

二
四
三
六

慶
安

四
卯
年

一
一
月

御
堀
石
垣
之
き
わ

二
菜
園
植
木
置
申
聞
敷
候
、
勿
輪

御
堀
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一
四
二
七

慶
安
五
辰
年

三
月

當
町

二
て
此
頃
度

々
火
事
出
來
候
、
附
火

二
て
も
可

火
事

二
〇

三
六

慶
安
五
辰
年

四
月

此
度
繞
候
侍
町
之
辻
々
え
罷
出
、
古
か
ね
古
釘
之
類

諸
商

二
五
五
〇

慶
安
五
辰
年
五
月

此
以
前
も
公
事

二
罷
出
、
さ
は
き
申
付
候
處
、
重
て

公
事

二
六

八
五

慶
安
五
辰
年
六
月

此
度
若
衆
哥
舞
妓
御
法
度

二
被
仰
付
候

二
付
、
町
中

歌
舞

二
六

八
六

慶
安
五
辰
年
六
月

跡

々
御
定
之
通
、
風
呂
屋
遊
女

三
人
よ
り
外
か

〉
へ

歌
舞

一
二
五
九

慶
安
五
辰
年
九
月

寛
永

二
十
未
年
鳥
目
下
直
成

に
よ
り
て
、
駄
賃
錢
責

道
中

二
二
八
三

承
應

二
巳
年
正
月

若
黨
、
申

聞
、
草
履
取
、
六
尺
以
下
其
外

下
女
、
惣

奉
公

二
六

八
七

承
應

二
巳
年
五
月

頃
日
町
申

に
て
衆
道
之
出
入
有
之
候
、
跡

々
よ
り
堅

歌
鐔

一
九

三
四

承
應

二
巳
年
閏
六
月

守
隨
、
善

四
郎

二
人
之
秤
目
無
相
違
被
仰
付
候
上

ハ

升
秤

二
八
八
七

承
慮

二
巳
年
七
月

如
御
制
札

之
面
、
永
年
季

二
差
置
候
儀
、
跡

々
よ
り

雜
之

二
三
四
三

承
癒

二
巳
年
九
月

跡

々
よ
り
如
申
付
候
、

日
雇
取
候
者
、
び
よ
う
頭
よ

日
雇

一
四
二
八

承
應

三
午
年
二
月

此
頃
火
之
元
猥
之
樣

二
被
聞
召
候
、
面

々
部
屋
仕
廻

火
事

六
二

承
應

三
午
年

一
二
月

此
關
所
番
所
之
前

こ
て
往
還
之
輩
笠
頭
巾
を
ぬ
く

へ

關
所

輔
四
二
九

承
應

四
未
年
三
月

町
中
火
之
用
心
井
戸
之
儀
、
此
中
申
鯛
候
通

ハ
無
用

火
事

二
六
〇
八

承
應

四
未
年
三
月

馬
士
馬

二
乘
倏
事
、

此
以
前
よ
り
御
法
度

二
被
仰
付

町
駕

二
七
七
九

承
應

四
未
年
三
月

か
る
た
博
奕
諸
勝
負
堅
御
法
度
之
由
、
度

々
御
鯛
被

博
奕

二
九
六
五

承
應

四
未
年
三
月

當
夏
朝
鮮

人
御
當
地
迄
參
着
仕
候
、
就
夫
、
表
長
屋

朝
鮮

二
六

八
八

明
暦
元
未
年
五
月

跡
々
よ
り
御
法
度
之
通
、
狂
言
蠱
、
御
大
名
御
屋
敷

歌
舞

二
七
五
三

明
暦
元
未
年

六
月

き
ん
ち
ゃ
く
切
又
は
小
盜
入
有
之
刻
、
捕
候
得
共
、

盜
賊

一
九
三
五

明
暦
元
未
年

八
月

以
前
も
度

々
相
鯛
候
得
共
、
町
中

二
古
秤
隱
置
申
由

升
秤

一
九
五
二

明
暦
元
未
年

八
月

前
々
よ
り
其
町
々
髪
結
札
申
請
候

ハ
、
か

ミ
ゆ
ひ
の

諸
職

二
七
五
四

明
暦
元
未
年

九
月

町
中

火
事
出
來
之
砌
、
町
人
召
仕

之
者

二
申
付
、
諸

盜
賊

二
四

三
七

明
暦
元
未
年

一
一
月

町
中

之
者
、
川
筋
え
は
き
た
め
之
こ
み
捨
申
間
敷
候

御
堀

二
三

明
暦
元
未
年

一
二
月

此
御
堀
に
お
ゐ
て
、
船
よ
り
荷
物
揚
之
時
、
舟
を
石

高
札

一
八
五
四

明
暦
元
未
年

一
二
月

町
申

二
て
錢
取
引
之
儀
、
時
々
之
相
場
次
第
相
對

二

銅
錢

一
一
=

一

明
暦
二
申
年

二
月

跡
々
如
申
觸
候
、

ほ
う
か
ふ
り
頬
覆
面
彌
法
度

二
候

風
俗

二
一
=

六

明
暦

二
申
年

三
月

町
中

に
て
家
屋
敷
買
候
者
、

名
主
、
五
人
組
所
え
銘

町
屋

二
〇
三
七

明
暦
二
申
年

五
月

甲
之
事
結
搆

二
仕
、
商
壷

二
仕
間
鋪
旨
、
例
年
先

日

諸
商

二
二
四

一

明
暦
二
申
年

一
二
月

町
中
家
主
店
借
出

居
衆
等

二
至
迄
、
欠
落
之
も
の
過

店
借

入
五
五

明
暦
三
酉
年

正
月

櫻
田
口
御
門

二
下
馬
札
立
之
、

因
茲
右
御
門
之
内
え

御
城

一
四
三
〇

明
暦
三
酉
年

正
月

今
度
焼
失
之
侍
屋
敷
井

町
申

わ
り
か

ハ
り
候
所

々
可

火
事

一
四
三

一

明
暦
三
酉
年

正
月

今
度

火
事

二
付
て
、
諸
事
御

法
度
之
條
々
被
仰

出
之

火
事

一
四
三
二

明
暦
三
酉
年
正
月
晦
日

今
度
逢
類
火
候
面

々
、
自
分
屋
鋪
井

父
兄
弟
之
屋
鋪

火
事

二
七
五
五

明
暦
三
酉
年
正
月

盜
賊
人
穿
鑿
條

々

盜
賊

二
四

明
暦
三
酉
年

二
月

火
事

の
砌
、

此
以
前
之
こ
と
く
、
御
弓
鐵
炮
御
預
之

高
札

一
一
四

明
暦
三
酉
年

二
月

拾
萬
石
以
上
國
持
大
名
迄
、
先
當
年
よ
り
三
ヶ
年
之

定
式

一
〇

五
三

明
暦
三
酉
年

二
月

大
猷
院
樣
御
代
ヨ
リ
度
々
儉
約
之
儀
雖
被
仰
出
、
子

儉
約

一
六
二
九

明
暦
三
酉
年

二
月

御
本
丸
炎
上
付
て
、
畢
速
御
營
作
雖
可
被
仰
付
、
下

普
請

一
六
三
〇

明
暦
三
酉
年

二
月

瓦
葺
家
屋
向
後
雖
爲
國
持
大
名
、
可
爲
停
止
之
、
但

普
請

一
六
八
二

明
暦
三
酉
年

二
月

遇
類
火
之
面
々
え
、
應
其
分

限
、
御
金
或
被
下
之
、

御

切

一
六
八
三

明
暦
三
酉
年

二
月

頚
火
之
面

々
え
先
頃
御
金
被

下
之
旨
被
仰

出
之
、
金

御

切

一
六
三

一

明
暦
三
酉
年

三
月

町
中
作
事
仕
候
砌
、
地
形
築
候
と
も
、
兩
頬
高
下
無

普
請

二
〇

三
八

明
暦
三
酉
年

三
月

大
き
成
釘
か
く
し
大
き
な
る
引
手
び

い
ど

う
金
め

つ

諸
商

三
六
七

明
暦
三
酉
年

四
月

上
野
御
法
事
之
内
、
參
詣
之
面

々
、
乘
物

こ
て
被
參

御

法

三
六
八

明
暦
三
酉
年

四
月

來
廿
日
大
猷
院
樣
御
遠

忌

二
付
て
、
諸

大
名
獻
上
之

御
法

一
六
三
二

明
暦
三
酉
年

四
月

跡

々
改
道
は

Σ
相
蜘
.候
所
は
、
道
は

Σ
或
京
聞
五
間

普
請

一
四
三
三

明
暦
三
酉
年
六
月
四
日

今
度
江
戸
申
火
事
拶
後
、
諸
職
人
手
間
料
高
直
之
由

火
事

一
六
三
三

明
暦
三
酉
年
六
月

先
日
も
如
申
鯛
候
、
此
以
前
臉

地
仕
候
所

は
不
及
相

普
請

一
六
三
四

明
暦
三
酉
年
六
月

先
日
も
如
相
鯛
候
、
跡

々
相
改
、
道
は
Σ
究
、
本
柱

普
請

二
六
八
九

明
暦
三
酉
年
六
月

跡

々
よ
り
度

々
町
中
風
呂
屋
共

二
申
渡
候
通
り
、

吉

歌
舞

二
二
四
二

明
暦
三
酉
年
七
月

町
中
棚
か
り
之
諸
商
人
申
合
候
て
、
棚
罷
立
候
以
後

店
借

一
六

三
五

明
暦
三
酉
年

八
月

内

々
如
相
鵤
候
、
町
申
作
事
仕
候

ハ
、
、
御
定
之
外

普
請

一
九

五
三

明
暦
三
酉
年

八
月

上
大
工
壹

人
二
付
銀
三
匁
飯
米
共

二
、

諸
職

二
〇

三
九

明
暦
三
酉
年
九
月

此
外
諸
商

人
申
ケ
間

一
同
之
申
合

を
仕
置
候

二
付
、

諸
商

一
四
三
四

明
暦
三
酉
年

一
〇
月

自
然
火
事
有
之
候
節
、
御
旗
本
之
輩
寄
場
え
相
越
候

火
事

二
二
四
三

明
暦
三
酉
年

一
二
月

從
跡
々
浪
人

二
宿
借
申
候
て
、

子
今
其
浪
人

二
宿
借

店
借

二
二
八
四

明
暦
三
酉
年

一
二
月

一
季
居
之
奉
公
人
當
年
之
請
人
を
立
、
給
分
同
前

二

奉
公

一
四
三
五

明
暦
四
戌
年
二
月

火
事
之
砌
道
具
の
け
候
共
、
鑓
長

刀
ぬ
き
身
に
て
持

火
事

二
三
四
四

明
暦
四
戌
年
二
月

金
壷
兩

二
四
拾
五
人

と
ひ

口
之
者
、

日
雇

一
六
八
四

萬
治
元
戌
年

三
月

正
月
十

日
以
後
類
火

二
あ

い
候
面
々
に
も
、
御
金
去

御
切

二
四
三
八

明
暦

四
戌
年

五
月

壼

石
橋
よ
り
虎
御
門
迄
河
岸
通
町
中
、
河
岸
端

二
小

御
堀

二
四
三
九

明
暦

四
戌
年
五
月

川
岸
通
之
町
中
、
當
春
如
申
付
候
、
川
岸
端
に
小
屋

御
堀

二
四
四
〇

明
暦
四
戌
年
七
月

河
岸
通
之
町
中
、
前

々
よ
り
如
申
付
候
、
河
岸
端

二

御
堀

二
七
五
六

明
暦
四
戌
年
七
月

頃

日
町
申

二
盜

人
有

之
由
相
聞
揆
、
隨
分
心
懸
、
と

盜
賊

一
四
三
六

萬
治
元
戌
年

一
〇
月

風
烈
之
時
公
儀

御
用
無
之
て
、
他
所
え
相
越

へ
か
ら

火
事

一
四
三
七

萬
治
元
戌
年

一
〇
月

火
事
出
來
候

ハ
Σ
、

早
々
火
元
え
か
け
集
り
可
申
候

火
事

一
六
三
六

萬
治
元
戌
年

一
〇
月

河
岸
端
穴
藏
ぬ
り
た

れ
只
今
迄
作
り
來
り
候
分
は
、

普
請

二
四
四

一

萬
治
元
戌
年

一
〇
月

河
岸
通
之
町
中
、
前

々
よ
り
如

串
付
候
、

河
岸
端

二

御
堀

二
五

萬
治
元
戌
年

一
一
月

人
壷
買

一
圓
停

止
た

り
、
若
猥

之
輩
在
之
に
お
ゐ

い

高
札

二
六

萬
治
元
戌
年

一
一
月

人
責
買

一
圓
停

止
た

り
、
若
猥

之
輩
於
在
之
ハ
、
其

高
札

一
二
六
〇

萬
治
元
戌
年

一
二
月

道
申
宿

々
萬
事
作
法
能
樣

二
今

度
被
仰
付
候
聞
、
難

道
中

一=

一
九

萬
治
元
戌
年

一
二
月

去
年
當
年
在
々
所

々
耕
作
損
亡
之
所
有
之
也
、
其
上

酒
造

七
二
四

萬
治
二
亥
年

御
殿
建
直
し
候
儀
可
爲
無
用
、

但
か
ろ
く
修
復

ハ
可

御
上

七
二
五

萬

治
二
亥
年

鐵
炮
袋
、
猩
々
緋
羅
紗
無
用
之
事

御
上

七
二
六

萬
治
二
亥
年

貳
千
石
以
下
は
其
分
限
に
し
た
か
ひ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

御
上

二

一
二
〇

萬
治
元
戌
年
閏

一
二
月

町
中
手
前

二
て
作
り
候
酒
屋
、

毎
年
之
半
分
當
年
よ

酒
造

二
七
五
七

萬
治

元
戌
年
閏

一
二
月

頃
日
町
中

二
盜

人
有
之
様
相
聞
候
間
、
町
々
申
番
置

盜
賊

二
〇

四
〇

萬
治

二
亥
年
正
月

振
壷
之
者
五
拾
以
上
拾
五
以
下
井

か
た
わ
者

二
、
今

諸
商

二
二
八
五

萬
治

二
亥
年
正
月

一
季
居
之
奉
行
人
之
宿
、
二
月
廿
日
切
に
可
仕
候
、

奉
公

二
三
四
五

萬
治

二
亥
年
正
月

金
壹
兩

二
七
拾

五
人

竝
日
用
、

日
雇

一
二
六

一

萬
治

二
亥
年

三
月

道
中
駄
賃
錢
壹
里
付
五
文
増
之
書
付
、
先
年
兩
通
差

道
中

六

三

萬
治

二
亥
年
六
月

町
中
よ
り
所

々
御
關
所
女
手
形
申
請
度
者
有
之
候

ハ

關
所

一
二
三
二

萬
治

二
亥
年
六
月

き
り
し
た
ん
宗
門
之
儀
、
密

々
今
以
可
有
之
間
、
家

宗
旨

一
九

三
六

萬
治

二
亥
年
六
月

町
申

二
て
萬
之
秤
手
前

二
て
さ

を
拜

お
も
り
を
取
替

升
秤

二
二
四
四

萬
治

二
亥
年
七
月

浪
人

二
宿
借
し
候

ハ
Σ
、
慥
成
請
人
を
取
、
宿
借

シ

店
借

一
九

萬
治

二
亥
年
九
月

新
御
殿
付
て
、
諸
士
着
座

之
席

以
壁
書
被
仰
出
之
、

殿
中

八
五
六

萬
治

二
亥
年
九
月

出
仕
之
面
々
御
城
中
え
召
列
人
數
被
仰
出
之
、
所
謂

御
城

二
七

八
〇

萬
治

二
亥
年
九
月

諸
事
博
奕
諸
勝
負
井

は

い
た
遊
女
之
類
、
此
以
前
よ

博
奕

一
一
七

一

萬
治

二
亥
年

一
一
月

於
評
定

所
式
日
之
寄
合
、
伊
豆
守
、
美
濃
守
出
座
、

寺
社

七

二
七

萬
治

三
子
年
正
月

來
四
月
日
光
山
御
參
宮
付

て
、
徒
、
若
黨

及
草
履
取

御
上

一
四
三
八

萬
治

三
子
年
正
月

火
事
出
來
候
時
方
々

二
て
自
火
を
出
候
由
、
重
て
は

火
事

一
六

三
七

萬
治

三
子
年
二
月

今
度
御
赦
免
被
成
候
薪
榑
木
責
候
河
岸

ぬ
り
た
れ

の

普
請

一
六
三
入

萬
治

三
子
年
二
月

今
度
燒
申
候
跡

二
、
わ
ら
ふ
き
か
や
葺
有
之
候
、
た

普
請

一
六
三
九

萬
治

三
子
年
二
月

町
中
か
や
ふ
き
か
わ
ら
葺
家
、
早

々
土
に
て
屋
ね
を

普
請

一
六
四
〇

萬
治

三
子
年
三
月

先
日
も
兩
度
迄
相
鯛
候
所

二
、
町
中
か
や
ふ
き
わ
ら

普
請

二
〇
四

一

萬
治

三
子
年
五
月

方
々
之
橋
之
上

こ
て
振
壷
之
商
壷
物
を
置
、
商
致
候

諸
商

一
四
三
九

萬
治

三
子
年
六
月

二
階
二
て
紙
燭
勿
論
、
油
火
蝋
燭
、
自
今
以
來
、
立

火
事

二

=

二

萬
治

三
子
年
八
月

去
々
年
よ
り
去
年
迄
於
諸
國
酒
造
之
儀
、
累
年
之
半

酒
造

二

一
二
二

萬
治

三
子
年
八
月

町
中
跡

々
よ
り
手
前

二
て
酒
造
來
候
酒
屋
、
去
ル
申

酒
造

二

一
二
三

萬
治

三
子
年
九
月

諸
親
類
方
え
酒
屋
譲
り
申
候
儀
、
堅
停
止
事
、

酒
造

八
三

一

萬
治

三
子
年

一
二
月

御
城
近
邊
御
門
番
人
數
之
覚
書
被
遣
之
所
々

御
門

一
四
四
〇

萬
治

四
丑
年
正
月

町
中
わ
ら
屋
か
や
家

ぬ
り
屋
之
屋
根
土
落
申
候
屋
ね

火
事

一
四
四

一

萬
治

四
丑
年

二
月

火
事
出
來
之
刻
、
長
持
諸
道
具
爾
國
橋
之
上
井
橋
詰

火
事

二
五
五

一

萬
治

四
丑
年

三
月

町
申
公
事
訴
訟
之
者

二
差
紙
、
名
主
、
五
人
組
方
え

公
事

三
〇

寛
文
元
丑
年

御
傳
馬
井

駄
賃
之
荷
物
、
壹
駄

四
拾
貫
目
た
る
へ
し

高
札

二
七
五

八

寛
文
元
丑
年

三
月

頃

日
於
在
々
所
々
夜
盜
入
候
間
、

郷
境

つ
ま
り
つ
ま

盜
賊

二
四
四
二

寛
文
元
丑
年
五
月

牛
込
土
橋
よ
り
筋
違
橋
迄
、
水
蔽
以
下
不
損
や
う
に

御
堀

二
四
四
三

寛
文
元
丑
年
五
月

牛
込
土
橋
よ
り
筋
違
橋
迄
、
土
手
井
御
堀
之
近
邊
之

御
堀

二
七

寛
文
元
丑
年
六
月

寛
永
之
新
錢
金

子
壷
兩

二
四
貫
文
、
勿
論
豊
部
に
は

高
札

二
入

寛
文
元
丑
年
六
月

火
事
之
砌
、
此
以
前

の
こ
と
く
、
御
弓
鐵
炮
御
預
ケ

高
札

二
二
八
六

寛
文
元
丑
年
六
月

男
女
召
仕
之
者
抱
置
候
砌
、
或

丑
二
月
二
日
よ
り
寅

奉
公

二
九

寛
文
元
丑
年
七
月

吉
利
支
丹
宗
門
之
事
、
累
年
雖

爲
御
制
禁
、
今
以
無

高
札

一
二
三
三

寛
文
元
丑
年
七
月

き

り
し
た
ん
宗

門
御
制
禁
之
高

札
、
今
度
年
號
改
元

宗
旨

二
二
四
五

寛
文
元
丑
年
閏
八
月

町
申
店
借
り
候
者
店
か

へ
候
時
、
其
店
か

へ
候
先
を

店
借

二
五
五

二

寛
文
元
丑
年
閏
八
月

町
中
諸
商
人
賣
買
物
賣
懸
仕
、

出
入
有
之
、
訴
訟

二

公
事

一
四
四
二

寛
文
元
丑
年
九
月

町
申
火
事
出
來
之
節

、
向
三
町
左
右
貮
町
裏
町
三
町

火
事

一
四
四
三

寛
文
元
丑
年
九
月

町
中
爲
火
之
用
心
、
來
ル
十
月
よ
り
來
年
二
月
中
迄

火
事

二

一
八
〇

寛
文
元
丑
年
九
月

右

ロ
々
を
限
、
在
郷
荷
付
馬
井
駄
賃
馬
小
荷
駄
馬

二

辻
番

(55)



一
四
四
四

寛
文
元
丑
年

一
〇
月

町
中
茶
屋
井

煮
壷

之
者
査
之
内
計
商
壷
致
、
暮
六
ツ

火
事

一
四
四
五

寛
文
元
丑
年

一
〇
月

町
中

二
半
切

二
水

を
溜
、
ふ
た
を
致
、
片
頬
に
貳
ツ

火
事

二
六
九
〇

寛
文
元
丑
年

=

一月

諸
見
物
之
芝
居
物
仕
候
者

ハ
、
堺
町
、
葺
屋
町
、
木

歌
芻

二
〇

寛
文
二
寅
年

二
月

先
頃
所
被
仰
出
之
老
中
井

御
旗
本
方
支
配
之
差
別
、

殿
中

二
四
四
四

寛
文
二
寅
年
五
月

方
々
御
堀
井

町
屋
之
入
堀
、
裏
々
之
大
下
水
、
又

ハ

御
堀

一
二
三
四

寛
文
二
寅
年
六
月

き
り
し
た

ん
宗
門
之
事
、
累
年
雖
爲
御
制
禁
、
今
以

宗
旨

二
四
四
五

寛
文
二
寅
年

六
月

町
申
御
堀
井

方
々
入
堀
さ
ら

へ
申
儀
、
今
度
被
仰
付

御
堀

二
五
五
三

寛
文
二
寅
年

八
月

此
以
前
も
相
鯛
候
通
、

町
中
家
持
遺
言
仕
候
者
、
存

公
事

二
七
五
九

寛
文
二
寅
年

八
月

今
度
於
在

々
盜
賊
有
之
付

て
、
以
此
書
付
關
東
中
領

盜
賊

二
二
四
六

寛
文
二
寅
年

九
月

出
家
、

山
伏
、
行
人
、
願
人
町
屋

二
宿
借

シ
候

ハ
〉

店
借

ニ
ニ
四
七

寛
文
二
寅
年

九
月

町
申
え
他
所
よ
り
妻
子
召
連
、
不
審
成
も
の
宿
か
り

店
借

二
五
二

一

寛
文

二
寅
年

九
月

關
東
山
中
筋
、
此
以
前
よ
り
鐵
炮
御
免
之
所
た
り
と

鐵
炮

二
七
六
〇

寛
文

二
寅
年

九
月

今
度
於
在

々
所

々
盜
賊
有
之

て
、
遂
穿
鑿

之
處
、
同

盜
賊

一
一
七
二

寛
文

二
寅
年

一
〇
月

諸
出
家
井

山
伏
町
中

二
家
屋
敷
を
持
、
其

屋
敷
之
内

寺
社

二
四
四
六

寛
文

二
寅
年

一
〇
月

惣
町
申
之
塵
芥
、
彌
請
負
之
者
共

二
相
對

二
て
捨
さ

御

堀

二
四
四
七

寛
文

二
寅
年

一
〇
月

御
堀
廻

り
之
高
石
垣
際
え
筏
を
組
寄
、
石
垣
え
材
木

御

堀

八
三
二

寛
文

二
寅
年

一
一
月

右
所
々
御

門
口
々
二
て
、
乘
馬
乘
懸
馬
之
外
、
小
者

御

門

一
四
四
六

寛
文

二
寅
年

一
一
月

町
申
火
事

出
來
之
時
分
、

火
本
之
町
は
不
及
申

二
、

火
事

一
四
四
七

寛
文

二
寅
年

一
二
月

諸
同
心
當
番
之
時
、
二
三
人
充
宿
に
殘
し
置
、
夜
廻

火
事

七

二
八

寛
文

三
卯
年
正
月

今
年

四
月
日
光
山
御
參
宮
付

て
、
供
奉
之
面

々
徒
、

御

上

七

二
九

寛
文

三
卯
年
二
月

於
詰
衆
間
、
豊
後
守
、
美
濃
守
、
大
和
守
、
但
馬
守

御

上

五

寛
文

三
卯
年
五
月

武
家
諸
法
度

武
家

七

三
〇

寛
文

三
卯
年
四
月

道
中
は
勿

論
、
日
光
御
逗
留
申
以
使
者
飛
脚
被
相
伺

御

上

七

三

一

寛
文

三
卯
年
四
月

今
度
日
光
え
神

田
橋
よ
り
本
郷
通

り
被
爲
成
候
、
御

御

上

七

三
二

寛
文

三
卯
年
五
月

明

日
明
後

日
御
旗
本
中
え
御
能
被
仰
付
之
付
て
、
老

御

上

二
四
九
五

寛

文
三
卯
年
五
月

殉
死
は
、

古
よ
り
不
義
無
益

之
事
な
り
と
い
ま
し
め

御

仕

二
〇

四
二

寛

文
三
卯
年
六
月

町
中
諸
商

人
在

々
所

々
諸
色
壷
懸
出
入
有
之
候

ハ
Σ

諸
商

一
一

寛

文
三
卯
年

八
月

條

々

御

條

一
〇
五
四

寛

文
三
卯
年
九
月

振
麭
膳
部
之
覺

儉
約

二
〇

四
三

寛

文
三
卯
年
九
月

右
之
通
、
壷
屋
木
具
屋
共

二
た
と

へ
何
方
よ
り
誂
有

諸
商

九

一=

寛

文
三
卯
年

一
〇
月

女
中
衣
類
之
直
段
被
仰
付
之
、
此
趣
禁
申
其
外
御
女

衣
類

二
〇

四
四

寛

文
三
卯
年

一
〇
月

町
中
諸
色
問
屋
亶
掛
仕
候
は
、
其
時
之
帳
面

二
買
主

諸
商

一
一
七

三

寛

文
三
卯
年

一
一
月

御
當
家
被
下
淨
土
宗
御
條
目
之
内
、
自
讃
毀
他
最
是

寺
社

二
二

一
七

寛
文
三
卯
年

一
一
月

新
道
角
屋
敷
横
手
貳
拾
聞
口
之
方

二
て
、
三
分

一
之

町
屋

二

一
三

寛

文
四
辰
年

二
月

明
廿
六
日
於
御
本

丸
御
能
有
之

二
付
、
御
し
ら
す
え

臨
時

一
〇

一
六

寛
文
四
辰
年
五
月

小
普
請
役
、
御
留
守
居
衆
組
え
入
候
面

々
ハ
、
其
頭

諸
役

二
六
九

一

寛
文
四
辰
年
五
月

町
申
表
店

二
茶
屋
構
致
、
女
を
差
置
商
賣
仕
候

も
の

歌
舞

二
七
六

一

寛
文
四
辰
年
五
月

當
月
十

四
日
之
夜
松
風
重
左
衛
門
宅
え
、
五
六
人
つ

盜
賊

一
九
五
四

寛
文
四
辰
年
六
月

町
中
屋
ね
や
共
大
風
吹
候
砌
、

又

ハ
俄
成
儀
有
之
、

諸
職

九
二
二

寛
文
四
辰
年
七
月

゜

絹
紬
之
儀
、
壷
端

二
付

て
大
工
の
か
ね
に
て
た
け
三

衣
類

一
二
九

三

寛
文
四
辰
年

八
月

今
度
關
東
中
國
廻
被
仰
付
之
間
、
往
還
不
自
由
無
之

諸
國

二
一
二

八

寛
文
四
辰
年
九
月

此
以
前
も
相
改
候

通
、
町
中

二
大
名
衆
井

侍
衆
之
屋

町
屋

二
七
八

一

寛
文
四
辰
年

一
〇
月

博
奕

之
儀
、
兼
て
よ
り
御
法
度
候
間
、
自
今
以
後
仕

博
奕

一
二
三
五

寛
文
四
辰
年

一
一
月

耶
鯑
宗
門
御
制
禁

た
る
と
い
へ
と
も
、
密

々
弘
之
族

宗
旨

一
四
四
八

寛
文
四
辰
年

=

一月

右
、
御
城
近
所
火
事
芽
大
な
る
火
事
之
節

、
此
書
付

火
事

二
六
〇
九

寛
文
五
巳
年

二
月

町
中

に
て
籠
あ
ん
だ

に
乘
候
者
有
之
由

二
候
、
從
前

町
駕

六
九
五

寛
文
五
巳
年

三
月

御
當
家
御

三
代
之
御
朱
印
所
持
之
寺
社
之
輩
勿
論
、

御
朱

一
七
五
四

寛
文
五
巳
年

三
月

金
銀
掛
之
分
銅
之
儀
、
從
此
以
前
後
藤

四
郎
兵
衛
仕

金
銀

一
七
五
五

寛
文
五
巳
年

三
月

町
中

二
て
下
金
賣
、
金
銀
之
は

つ
し
を
商
蜜
候
儀
御

金
銀

二
三
四
六

寛
文
五
巳
年

三
月

町
中
之
諸

日
用
座
、
箔

屋
町
安
井
長
兵
衞
、
辻
勘
四

日
雇

二
八

八
八

寛
文
五
巳
年

六
月

跡
々
も
如
被
仰
付
候
、

町
中

こ
て
花
火
拵
商
亶
堅
仕

雜

之

一
一
七
四

寛
文
五
巳
年

七
月

諸
社
之
禰
宜
、
神
主
等
專
學
神
祇
道
、
所
其
敬
之
神

寺
社

一
一
七
五

寛
文
五
巳
年

一
〇
月

借
在
家
、
搆
佛
檀
、

不
可
求
利
用
之
事
、

寺
社

二
二
八
七

寛
文
五
巳
年

一
〇
月

一
人
請

二
立
候
者
慥
成

人
主
井

下
請
人
を
撰
、
手
形

奉

公

二
八
八
九

寛
文
五
巳
年

一
〇
月

何
事

二
よ
ら
す
、
公
儀

御
用

入
札
被
仰
付
候
砌
、
落

雜

之

一
一
七
六

寛
文
五
巳
年

一
一
月

町
中
山
伏
、
行
人
之
は
ん
は

ん
井

ほ
ん
て
ん
、
自
今

寺
社

輔
二
六
二

寛
文
五
巳
年

一
一
月

中
仙
道
傳
馬
宿
申
渡

道
中

二
六
九
二

寛
文
五
巳
年

一
一
月

從
前
々
は
い
た
女
御
法
度
之
旨
、
数
度
相
觸
候
得
共

歌
舞

二
四
〇

一

寛

文
六
午
年
正
月

江
戸
中
土
取
舟
砂
取
舟

二
、
自
今
以
後
、

小
屋
掛
仕

廻
船

二
六
九
三

寛
文
六
午
年

三
月

今
度
於
湯
嶋
、
家
持
之
町
人
、
遊
女
持
候
も
の
を
乍

歌
舞

一
〇

五
五

寛
文
六
午
年

四
月

嫁
娶
之
時
、
集
添
之
者

の
ひ
か
せ
候
馬
、
國
持
大
名

儉
約

=
一二

一

寛
文
六
午
年

四
月

御

代
官
所
中
切
々
見
廻

り
、
堤
川
除
等
無
油
斷
可
被

御
代

二
六
九
四

寛
文
六
午
年
六
月

町
申

二
に
せ
や
ろ
う
を

こ
し
ら

へ
、
付
ヶ
髪

装
束
な

歌
舞

八
五
七

寛
文
六
午
年
七
月

一
三
日

右
之
通
、
出
仕
井
江
戸
中
往
還
之
節
、
可
被

召
具
之

御
城

三

一

寛
文
六
午
年

八
月

近
年

八
木
大
豆
高
直
成
故
、
宿
々
令
困
窮
之
間
、
鳩

高
札

一
九
入

一

寛
文
六
午
年
九
月

江
戸
町
中
藥
屋
共
私
と
し

て
座
を
定
、
藥
種
之
内
何

藥
種

六
四

寛
文
六
午
年

一
〇
月

此
關
所
番
所
之
前

二
て
、
往
還
之
輩
笠
頭
ゆ
を
ぬ
く

關
所

二
二
八
八

寛
文
六
午
年

一
〇
月

町
中
に
人
請

二
罷
在
候
者
之
手
前

二
、
今
程
で
い
衆

奉
公

二
五
五
四

寛
文
六
午
年

一
〇
月

町
奉
行
與
力
、
同
心
井
家
來
之
者
、
町
中
え
難
題
申

公
事

二
五
五
五

寛
文
六
午
年

一
〇
月

車
借
金
向
後
無
用

二
可
仕
候
、
重
て
證
文
持
參
訴
訟

公
事

二

一
二
四

寛
文
六
午
年

一
一
月

今
年
耕
作
損
毛
之
地
有
之
間
、
猥

二
八
木
を
費
す

へ

酒
造

二
一=

九

寛
文
六
午
年

一
一
月

月
行
事
や

と
い
定
置
候
由
風
聞
候
、
町
廻

り
之
與

力

町
屋

二
二
八
九

寛
文
六
午
年

一
一
月

一
人
請

二
立
候
て
、
方

々
よ
り

の
届
有

之
者
、
又
手

奉
公

一
四
四
九

寛
文
七
未
年
二
月

火
事
有

之
節

、
彼
場

二
猥
人
多
有
之
段
相
聞
之
條
、

火
事

二
〇
四
五

寛
文
七
未
年
二
月

町
中
質

屋
共
質
請
取
手
形
壷

ヶ
年
切
取
置
、
其
受
手

諸
商

三
二

寛
文
七
未
年
閏
二
月

公
儀
之
船
は
不
及
申
、
諸
廻

船
共
に
、
遭
難
風
時

は

高
札

一
二
九
四

寛
文
七
未
年
閏
二
月

今
度
諸

國
巡
見
雖
被
仰
付
、
國
之
繪
圖
城
繪
圖
無
用

諸
國

一=

二
五

寛
文
七
未
年
閏
二
月

於
諸
國
在

々
所

々
、
本

田
畑

二
た
は
こ
作
り
候
事
、

酒
造

二

一
二
六

寛
文
七
未
年
三
月

諸
國
在
々
所

々
に
お
ゐ
て
酒
造
之
儀
、
去
年
十

一
月
.
酒
造

二
六
五
九

寛
文
七
未
年
七
月

今
度
在
々
所

々
二
て
松
か
さ
り
を
仕
、
正
月
を
規
申

相
撲

二
〇
四
六

寛
文
七
未
年
九
月

江
戸
中
辻

々
橋

々
之
邊
、
何

に
て
も
古
か
ね

の
類

一

諸
商

一
=

九
四

寛
文
七
未
年

一
〇
月

從
此
以
前
如
被
仰
出
之
、
所

々
明
地

二
家
を
作
出
儀

武
士

二
〇
四
七

寛
文
七
未
年

一
一
月

は
ま
弓
結
搆

に
い
た
さ
す
、
射
ら
れ
候
樣

二
可
仕
候

諸
商

二
二
九
〇

寛
文

八
申
年
正
月

如
例
年
之
、

一
季
居
之
奉

公
人
、
當
二
月
晦

日
切

二

奉
公

一
〇
五
六

寛
文

八
申
年
二
月

今
度
火
事
付

て
、
彌
堅
儉
約
を
相
守
候
樣
二
と
被
仰

儉
約

一
一
七
七

寛
文

八
申
年
二
月

梁
行
京
聞
三
間
を
限

へ
し
、

寺
社

一
六

四

一

寛
文

八
申
年
二
月

町
申
海
道
を
ほ
り
、
諸
道

具
を
埋
置
申

二
付
、
道
せ

普
請

=

ハ
四
二

寛
文
八
申
年
二
月

長
屋
塀
下
石
垣
之
儀
、

雖
爲
大
身
、
向
後
は
野

つ
ら

普
請

二
〇

四
八

寛
文
八
申
年
二
月

右
品
々
、

町
中
諸
問
屋
井

諸
商
人
壷
物

二
買
置
、
今

諸
商

二

一
二
七

寛
文
八
申
年
二
月

諸
國
在

々
所

々
に
お
ゐ
て
酒
造
之
儀
、
可
爲
累
年
之

酒
造

一
〇
五
七

寛
文
八
申
年
三
月

町
人
屋
作
致
轣

少
、
な
け
し
杉

戸
附
書
院
、
く
し
か

儉
約

一
三
三
三

寛
文
八
申
年
三
月

浦

々
札
立
候
儀
、
此
以
前
は
結
搆
候
聞
、
此
度
は
雑

村
方

二
二
一二
四

寛
文
八
申
年
三
月

從
此
已
前
如
仰

出
、
在
々
所
々
之
輩
奢
た
る
儀
不
仕

村
方

一
六

四
三

寛
文
八
申
年
三
月

な
け
し
作
之
事
、

普
請

一
六
八
五

寛
文
八
申
年

三
月
二
九

日

今
度
類
火

二
逢
候
面

々
え
、
拜
借
金
員
數
今

日
被
仰

御
切

一
九
六
五

寛
文
八
申
年

三
月

右

之
分
、
當
年

よ
り
異
國
え
不
被
遣
候
樣

二
急
度
可

唐
物

二
六
九
五

寛
文
八
申
年

三
月

堺

町
、
木
挽
町
見
世
者
不
可
結
構

之
、
惣
役
者
衣
類

歌
舞

二
六
九
六

寛
文
入
申
年

三
月

新
吉
原
屋
作
嫁

娶
振
舞

惣
し
て
之
儀
、
江
戸
町
中
之

歌
舞

二
八
九
〇

寛
文
八
申
年

三
月

町

人
從
雖
爲
御
扶
持
之
者
、
刀
帶

之
、
江
戸
中
徘
徊

雜
之

二
八
九

一

寛
文
八
申
年

三
月

御
扶
持
人
之
町
人
刀
さ
し
候
儀
御
免
之
事
、
但
法
體

雜
之

二
八
九

二

寛
文
八
申
年

三
月

町

人
旅
立
之
時
又
は
火
事
出
來
之
砌
、
格
別
之
事

二

雜
之

一
三
八

一

寛
文
八
申
年

四
月

其

所
々
に
て

い
に
し

へ
よ
り
仕
來
出
し
候
諸
色

又
ハ

領
知

一
九
六
六

寛
文
八
申
年
五
月

異
國
商
壷
代
之
儀
、
唯
今
迄
は
銀
子
二
て
被
遣
候
得

唐
物

二
八
九
三

寛
文
八
申
年
五
月

山
王
御
祭
禮

二
刀
差

可
申
由
被
仰
付
候
事
、

雜
之

一
〇
五
八

寛
文
八
申
年

八
月

當

春
町
中
え
被
仰
付
候
御
儉
約

之
通
、
彌
相
守
可
申

儉
約

二
四
九
六

寛
文

八
申
年

八
月
五
日

在

府
壹
萬
石
以
上
之
面

々
井

御
譜
代
衆
、
詰
衆
、
諸

御
仕

一
一
七
八

寛
文

八
申
年

一
〇
月

新

地
建
立
之
寺
御
停

止
之
旨
、
三
十
八
年
以
前
被
仰

寺
社

二
〇
四
九

寛
文

八
申
年

一
〇
月

武

藏
、
相
模
、
伊
豆
、
上
野
、
下
野
、
安
房
、
上
締

諸
商

一
四
五
〇

寛
文

八
申
年

一
二
月

自

然
火
事
之
節

、
御
城

又
ハ
寄
場
え
罷
出
儀
、
如
跡

火
事

二
二
九

一

寛
文

八
申
年

一
二
月

一
季
居
之
若
黨
、

小
者
、
中
間
、
例
年

二
月
二
日
出

奉
公

二

一
二
八

寛
文
九
酉
年
正
月

帳

は

つ
れ
之
酒
屋
、
來
月
朔
日
よ
り
與
力
、
同
心
指

酒
造

二
二
九
二

寛
文
九
酉
年
正
月

鶴
冬
御
鯛
之
通
、

一
季
居
之
奉
公
人
之
事
、
町
人
召

奉
公

二
八
九
四

寛
文
九
酉
年
正
月

如
跡
々
、
其
町

々
之
松
か
さ
り
明
七
日

二
取
可
申
候

雜
之

一
四
五

一

寛
文
九
酉
年

二
月

町
中

二
晝
夜
指
置
候
中
番
、
明
朔
日
よ
り
御
赦
免
被

火
事

一
九
三
七

寛
文
九
酉
年

二
月

江
戸
升
今
度
京
升
之
こ
と
く
、
御
改
升

一
同
被
仰
付

升
秤

二

一
八

一

寛
文
九
酉
年
二
月

江
戸
中
辻
番
有
之
面
々
え
以
書
付
相
達

之
、
江
戸
中

辻
番

一
二
三
六

寛
文
九
酉
年
四
月

公
儀
え
書
物
不
致
之
、

不
受
不
施
之
日
蓮
宗
寺
請

に

宗
旨

一
九
三
八

寛
文
九
酉
年
八
月

當
春
相
觸
候
通
、
江
戸
升
と
京
升
寸
法
相
違
有
之
故

升
秤
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懸
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纛
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覊
灘覊
∴
畑灘
　畑
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纛
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畑
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難

畑

韃
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畑
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一
二
六
六

天
和
元
酉
年

一
〇
月

道
申
駄
賃
人
足
賃

之
儀
、
去

ル
延
賓

三
年
卯
正
月
御

道
中

二
四
五
三

天
和
元
酉
年

一
〇
月

諸
廻

船
之
掃
除
仕
候
箘
、
其
外
之
節

も
、
船
之
塵
芥

御
堀

二
七
六

四

天
和

二
戌
年
正
月

町
中

二
て
、
盜
人
井
巾
着
鼻
紙
袋

小
柄
其
外
何

二
て

盜
賊

二
八
五

三

天
和

二
戌
年

二
月

歳
見
懸
ケ
三
拾
壷
貳
計

二
相

見
候
、

御
尋

三
七

八

天
和
二
戌
年

四
月

四
月
廿
六
日
壹
萬
石
以
上
之
諸
大
名
、
同
嫡
子
、
長

御

法

三
〇
〇
九

天
和
二
戌
年

四
月

近
日
琉
球

人
御
當
地
え
参
着

仕
候
間
、
町
中
不
作
法

琉
球

三
五

天
和
二
戌
年
五
月

き
り
し
た
ん
宗
門
は
累
年
御
制
禁

た
り
、
自
然

不
審

高
札

三
六

天
和
二
戌
年
五
月

御
朱
印
傳
馬
人
足
之
員
数
、
御
書
付
之
外
、
お
ほ
く

高
札

六
五

天
和
二
戌
年
五
月

此
闢
所
番
所
の
前

に
て
、
往
還
の
輩
笠
頭
巾
を
脱

へ

開
所

二
九
六
六

天
和
二
戌
年
六
月

當
秋
朝
鮮
人
御
當
地
え
翕
着
申
候
間
、
表
長
屋
致
破

朝
鮮

二
〇
五

一

天
和
二
子
年
七
月

町
中

に
て
諸
事

に
、
天
下

一
之
字

書
付
彫
付
鑄
付
候

諸
商

二
四
〇
三

天
和
二
戌
年

七
月

町
中

に
在
之
借
屋
形
船
、
近
年
大
キ
成
船
共
相
見
候

廻

船

二
八
九
九

天
和
二
戌
年

七
月

面
々
御
代
官
所
中
井
支
配
之
内
、
寺
社
領
に
居
住
之

雜
之

二
九
六
七

天
和
二
戌
年

七
月

朝
鮮

人
來
朝

二
付
、
先

日
相
鯛
候
通
、
彌
屋
根
見
苦

朝
鮮

八
五
九

天
和

二
戌
年

八
月

六
尺
下
馬

に
て
ぬ
の
こ
着
候
儀
井

六
尺
其
外
申
聞
共

御
城

一
一
=
二

天
和

二
戌
年

八
月

支
配
之
者
之
内

二
も
作

法
風
俗
不
宜
者

も
有
之
、
其

風
俗

二
七
〇

一

天
和

二
戌
年
八
月

江
戸
中
端

々
に
至
て
、
茶
屋
給
仕
女

ハ
勿
論
、
縱
妻

歌
舞

一
四
六
〇

天
和

二
戌
年

一
〇
月

町
中
に
て
火
事
出
來
候

ハ
、
、
同
町
隣
町
之
者
共
見

火
事

一
四
六

一

天
和

二
戌
年

一
〇
月

風
烈
之
時

公
儀
御
用
無

之
て
他
所
え
相
越

へ
か
ら
す

火
事

六
六

天
和

二
戌
年

一
一
月

此
關
所
番
所
之
前
に
て
、
往
還
之
輩
笠
頭
巾
を
ぬ
く

關
所

一
四
六

二

天
和

三
亥
年
正
月

頃
日
所
々
に
お
ゐ
て
付
火
い
た
す
由

二
候
間
、
面
々

火
事

一
六
八
六

天
和

三
亥
年
正
月

去
年
霜
月
廿
八
日
井

舊
臘
廿
八
日
類
火

二
逢
候
面

々

御
切

二
〇

五
二

天
和
三
亥
年
正
月

金
紗
経
惣
鹿
子
右
之
品
、
向
後
女
之
衣
類
に
製
禁
之

諸
商

一
二

一

天
和
三
亥
年

二
月

獻
上
之
呉
服
、
た
て
染
紋
嶋
純

子
繻
珍
可
爲
無
用
、

定
式

三
七
九

天
和
三
亥
年

二
月

大
猷
院
樣
三
十
三
囘
忌
也
、
御
香
奠
獻
上
之
覚

御

法

三
八
〇

天
和
三
亥
年

二
月

今
年

四
月
日
光
山
御
法
事
付
て
、
被
指
遣
候
面

々
、

御
法

九
二
三

天
和
.
一亥
年

二
月

先
達

て
被
仰
出
候
御
條
目
の
通
、
中
聞
、
下
女
、
は

衣
類

九
二
四

天
和
三
亥
年

二
月

先
日
相
鯛
候
通
、
町
人
衣
類
之
儀
、
御
定
之
外

一
切

衣
類

九
七
四

天
和

三
亥
年

二
月

實
子
無
之
面
々
、
急
病
之
節

養
子
願
之
儀
、
判
元
、

養
子

一
〇
五
九

天
和

三
亥
年

二
月

祭
禮

法
事
彌
軽
可
執
行
之
、
惣
て
寺
社

山
伏
、
法
衣

儉
約

二

九
六
八

天
和

三
亥
年
二
月

羅
紗
猩

々
緋
其
外

毛
織
類
、

唐
物

二

一
八
三

天
和

三
亥
年
二
月

公
儀
辻
番
之
儀
、
相
定
人
数
晝
夜
無
惰
怠

可
勤
之
、

辻
番

二
二
二

一

天
和

三
亥
年
二
月

落
冬
類
火

二
逢
候

町
々
會
所
、
先
規
之
通
御
明
ヶ
被

町
屋

二
七
〇

二

天
和

三
亥
年
二
月

新
吉
原
之
者
共
并

遊
女

之
衣
類
、
絹
紬
木
綿
麻
布
可

歌
舞

二
九
〇
〇

天
和

三
亥
年
二
月

町
人
火
事
之
節

、
又
は
旅
立
之
時
分
も
、

刀
指
候
儀

雜
之

一
一
〇

入

天
和

三
亥
年

三
月

小
的
、
土

の
前
に
横
木

を
ふ
せ
、
其
よ
り
立
場
迄
十

藝
術

二
二
九
九

天
和

三
亥
年

三
月

町
中

二
て
人
請
店
請

二
立
候
者
、
他
人
は
不
及
申
、

奉
公

三
八

一

天
和
三
亥
年

四
月

大
猷
院
殿
三
十

三
囘
忌
御
法
事
東
叡
山
御
佛
殿
え
參

御

法

二
〇

五
三

天
和
三
亥
年
五
月

肴
之
直
段
依
時
分
殊
外
高
直

二
責
候
由
相

聞
候
、
向

諸
商

二
五
五
六

天
和
三
亥
年
五
月

評
定
所
え
公
事
訴
訟

二
罷
出
候
者
共
之
内
、

見
鐸
と

公
事

九
二
五

天
和
三
亥
年
閏
五
月

女
衣
装
縫
金
紗
之
衣
服
持
合
候

共
、
着
候
之
儀
無
用

衣
類

九
二
六

天
和
三
亥
年
閏
五
月

町
屋

二
住
宅
致
し
候
奉
公
人
、
扶
持
人
、
合
力
取
、

衣
類

一
二
四
四

天
和
三
亥
年
六
月

明
十
五
日
山
王
御
祭
禮
有
之
付
、

ね
り
物
之
品
々
な

祭
禮

六

天
和
三
亥
年
七
月

武
家
諸
法
度

武
家

二

一
四
三

天
和
三
亥
年

八
月

諸
國
在

々
所
々
酒
造
米
之
儀
、

可
爲
減
少
之
由
最
前

酒
造

二
七
六
五

天
和
三
亥
年

八
月

首
代
共
向
後
取
放
候
間
、
首
代
之
由
申
ね
た
り
候
は

盜
賊

二
二
四
九

天
和

三
亥
年

九
月

町
中
店
借

シ
候
者
、
彌
店
請
人
に
念
を
入
取
置
可
申

店
借

二
九
〇

一

天
和

三
亥
年
九
月

御
用
達
候
諸
町
人
、
挑
燈
或

ハ
通
之
箱
長
持
等

二
御

雜
之

一
四
六
三

天
和

三
亥
年

一
〇
月

近
所
火
事
出
來
候

ハ
Σ
家
來
之
者
差
遣
シ
、
け
さ
せ

火
事

一
八
八
九

天
和

三
亥
年

一
〇
月

去
年
當
年
豊
年
た
る
の
間
、
此
篇

可
致
凶
年
之
心
當

米
穀

六
七

天
和

三
亥
年

一
一
月

此
閉
所
往
還
之
輩
番
所

之
前

二
て
、
笠
頭
巾
を
ぬ
く

闘
所

六
九
六

天
和

四
子
年
正
月

御
感
状
或
御
書
或
御
襃
美
先
祖
え
被
下
候
趣
井
家
來

御
朱

二
〇
五

四

天
和
四
子
年

二
月

町
中
諸
間
屋
諸
商
人
諸
職
人
、
何
事

二
て
も

一
同
之

諸
商

二
〇

五
五

天
和
四
子
年

二
月

道
橋
に
て
ふ
る
か
ね

一
切
壷
買
仕
間
敷
候
、
若
壷
買

諸
商

=
壬
二
五

貞
享
元
子
年

三
月

山
城
、
大
和
、
撮
津
、
河
内
、
近
江
、
御
料
私
領
之

村
方

二
〇

一
三

天
和
四
子
年

四
月

町
申
板
木

屋
共
御
公
儀
之
儀
は
不
及
申
、
珍
敷
事
致

書
籍

六
九
七

貞
享
元
子
年
六
月

御
當
家
御
代
々
之
御
朱
印
所
持
之
寺
社
之
輩
は
勿
論

御
朱

二
四
〇

四

天
和
四
子
年

六
月

町
中

に
て
屋
形
船
む
さ
と
作
り
申

間
敷
候
、
向
後
新

廻
船

二
三
九
二

天
和
四
子
年

七
月

頃
日
町
中
に
て
出
家
、
山
伏
、
行

人
、
願
人
、
或
は

物
も

八
六
〇

貞
享
元
子
年

入
月

御
城
内
え
小
者
、
中
間
雨
合
羽
如
前

々
着
候
儀
不
苦

御
城

一
三
三
六

貞
享
元
子
年
八
月

淀

川
、
大
和
川
え
落
合
候
川
上
之
山
々
、
開
畑

山
畑

村
方

一
四
六
四

貞
享
元
子
年

一
〇
月

當
月
よ

り
來
三
月
迄
烈
風
吹
候
日
に
、
家
持
は
不

及

火
事

二
〇

一
四

貞
享
元
子
年

一
一
月

町
中
二
て
む
さ
と
仕
た

る
小
哥
は
や
り
事
勿
論
、
當

書
簸

二
五
二
四

貞
享

二
丑
年
二
月

頃
日
み
た
り
に
鐵
炮
打
候
も
の
有
之
付
て
高
札
立
之

識
炮

一
二
六
七

貞
享

二
丑
年
三
月

道
申
宿

々
往
還
之
荷
物
貫
目
、
御
定
よ

り
頃
日
少
々

道
申

二
七

八
二

貞
享

二
丑
年
四
月

從
前
々
御
法
度
之
博
奕
諸
勝
負
堅
仕
聞
敷
候
、
若
相

博
奕

一
九

八
二

貞
享

二
丑
年
七
月

比
日
悪
敷
人
參
相
渡
之
由
相
聞
候
之
間
、
向
後
致
吟

藥
種

二
六
六

三

貞
享

二
丑
年
七
月

頃
日
町
方
に
て
寄
合
、

お
と
り
候
由
相

聞
え
候
、

子

相
撲

九
四
九

貞
享

二
丑
年
九
月

向
後
忌
服
之
輩
其
日
数
度

々
書
付
、
支
配
方
迄
可
差

忌
服

二

一
八
四

貞
享

二
丑
年
九
月

所

々
辻
番
、
頃

日
ハ
さ
し
た
る
儀

に
て
も
無
之
事
を

辻
番

二
九
〇

二

貞
享
二
丑
年
九
月

馬
之
筋
の

へ
候
儀
第

一
用
方

二
不
宜
、
其

上
不
仁
成

雜
之

一
二
四
五

貞
掌
二
丑
年

一
一
月

今
度
於
遠
州
、
秋
葉
祭
と
申
な

ら
ハ
し
、
在

々
村
次

祭
租

=

一六
八

貞
享
二
丑
年

一
一
月

從
先
規
御
法
度

之
趣
、
無
断
絶

可
相
守
事
、

道
中

一
四
六
五

貞
享
年
寅
年

二
月

町
中
家
持
店
借
地
借
迄
之
火
燒
所
、
其
町
々
名
主
、

火
事

一
三

一
三

貞
享

三
寅
年

三
月

公
儀
就
御
仕
置
、
惡
名
之
者
之
頸
、
從
江
戸
在

々
所

御
代

六
八

貞
享

三
寅
年

四
月

此
關
所
を
通
る
輩
番
所

の
前
に
て
、
笠
頭
巾
を
ぬ
く

關
所

三
八
二

貞
享

三
寅
年

四
月

嚴
有
院
様
七
囘
御
忌
也
、
東
叡
山
御
法
事
定
式
之
覚

御
法

九
五
〇

貞
享

三
寅
年

四
月

今
般
服
忌
令
少
々
被
相
改
之
條
、
自
今
以
後
、
可
相

忌
服

三
八
三

貞
享

三
寅
年
五
月

四
品
以
上
其
外
諸
大
名
出
仕
付
て
、
其
席
々
え
老
中

御
法

二
〇
五
六

貞
享

三
寅
年
五
月

右
之
品

々
致
商
賣
候
儀
、
先
年
月
切
二
御
定
被
成
候

諸
商

二
〇
五
七

貞
享

三
寅
年
六
月

女
衣
類
縫
御
禁
製
被
仰
出
候
得
共
、
有
來
儀
候
聞
、

諸
商

七
九
二

貞
享

三
丑
年
七
月

先
日
申
渡
候
通
、
御

成
被
爲
遊
候
道
筋
え
、
犬
猫

出

御
成

二
七

八
三

貞
享

三
寅
年
八
月

大
黒
其
外

か
ら
く
り
人
形

を
拵
、
町
中
往
還
に
て
大

博
奕

一
四
六
六

貞
享

三
寅
年
九
月

町
中
之
中
番
從
前
々
如
御
定
、
來
月
朔
日
よ
り
夜
計

火
事

六
九

貞
享

三
寅
年

一
〇
月

江
戸
よ
り
出
船
は
夜
中

一
切
不
可
通
之
、

入
船

ハ
不

關
所

二
〇
五

八

貞
享

三
寅
年

一
一
月

温
飩
蕎
麥
切
其
外
何

二
不
寄
、
火
を
持
あ
る
き
商
亶

諸
商

八
〇

貞
享

四
卯
年

御
即
位
付
て
獻
上
物
之
覚

禁
裏

二
二
五
六

貞
享

四
卯
年
正
月

惣

て
人
宿
又
は
牛
馬
宿
其
外
二
も
生
類
煩
重

り
候
得

飢
人

九
五

一

貞
享

四
卯
年

二
月

服
忌
之
儀
御
尋
付
て
、
申
上
候
彊

忌
服

一
一
二
二

貞
享

四
卯
年

二
月

所

々
御
鷹
場
に
お
ゐ
て
、
脇
々
の
も
の
夏
冬

不
限
、

御
鷹

七
九

貞
享
四
卯
年

三
月

御
即
位
御
祝
儀
獻
上
之
覚

禁
裏

二
三
〇
〇

貞
享

四
卯
年

三
月

出
替
之
奉
公
人
偏

々
と
浪
人

二
て
指
置
申
聞
敷
候
、

奉
公

二
六
〇

二

貞
享

四
卯
年

四
月

質
地
取
候
者
、
年
貢
不
出
之
、
質
地
に
遣
置
無

田
地

質
田

二
〇
五
九

貞
享

四
卯
年
五
月

大
手
、
櫻
田
、
兩
下
馬

二
て
煮
費
仕
聞
敷
候
、
若
於

諸
商

=

一四
六

貞
享

四
卯
年
六
月

來
十
五

日
山
王
御
禁
禮
有
之

二
付
、
ね
り
物
之
品

々

祭
頑

一
二
三
九

貞
享

四
卯
年

七
月

前
々
切
支
丹
宗
門
之
由
に
て
本
人
有
之
に
お
ゐ
て
ハ

宗
旨

二
六
六
四

貞
享

四
卯
年

七
月

頃
日
町
方

に
て
寄
合
、
お

と
り
井

辻
す
ま
ふ
取
候
之

相
撲

繭
燬
鸚
糶
=
翩

鰍籥
撫囃嬲
纛
謙
鑼
纖
鶴
繼

二
五

二
五

貞
享

四
卯
年

一
二
月

何
國
何
郡
何
村
用
心
鐡
炮

右
、
拙
者
領
分
何
村
は

鍛
炮

二
六

一
三

貞
享

五
辰
年
二
月

町
中
借
駕
籠
之
儀
、
前
々
御
法
度
被
仰
出
候
處
、
頃

町
駕

一
一
八
〇

元
祿

元
辰
年
四
月

寺
院
古
跡
新
地
之
定
書

寺
社

九
五

二

貞
享

五
辰
年
五
月

服
忌
令
追
加

忌
服

一
四
六
九

貞
享
五
辰
年
五
月

火
之
用
心
之
儀
、
彌
無
油
斷
可
仕
候
、
跡
々
相
觸
候

火
事

二
三
四
八

貞
享
五
辰
年
七
月

前

々
も
相
鯛
候

通
、
諸
日
用
之
者
札
な
く
し
て

一
切

日
雇

二
八
五
四

貞
享
五
辰
年

八
月

當
正
月

四
日
之
曉
本
多
中
務
太
輔
家
來
錦
織

十
郎
右

御
尋

一=

四
四

貞
享
五
辰
年
九
月

當

辰
年
酒
造
米
之
儀
、
去

々
寅
年
造
高
之
員
欺
半
分

酒
造

一
九
四

一

元
祿
元
辰
年

一
〇
月

町
中

二
悪
敷
秤
有
之
由
相
聞
、

不
届
二
候
、
縫
守
隨

升
秤

一コ

八
五

元
祿
元
辰
年

一
〇
月

所

々
辻
番
、
頃
日
爲
差
儀
に
て
も
無
之
事
を
、
辻
番

辻
番

二
五
二
六

兀
祿
元
辰
年

一
〇
月

浪

人
致
所
持
候
繊
炮

鐡
炮

九
二
七

兀
祿
元
辰
年

一
二
月

頃

日
町
中

こ
て
女
之
衣
類
、
結
構
成
物
着
し
候
由
相

衣
類

九
五
三

尢
祿
元
辰
年

一
二
月

上
野
、
紅
葉
山
、
増

上
寺
御
參
詣
之
時

忌
服

一
四
七
〇

冗
祿

二
巳
年
正
月

跡

々
如
相
觸
候
、

町
中

二
て
左
儀
長
焼
候
儀
堅
無
用

火
事

二
〇
六
〇

尢
祿

二
巳
年
正
月

頃
日
煮
壷
之
者
、
火
を
持
あ
る
き
商
壷
仕
候
由
相
聞

諸
商

九

二
八

尢
祿

二
巳
年
閏
正
月

衣
類
之
儀
、
御
法
度
被
仰

出
候
處
、
頃
日
御
法
度
之

衣
類

二
〇
六

一

尢
祿

二
巳
年
閏
正
月

呉
服
物
之
直
段
、
表
壷
端

二
付
銀
貳
百
五
拾
目
御
定

諸
商

二
四
〇
六

兀
祿

二
巳
年
三
月

今
度
川
船
極
印
打
替

二
付
、
江
戸
井

閲
東
筋

川
船
不

廻
船
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=

ハ
八
七

兀
祿

一
〇
丑
年

一
一
月

御
用
付
て
宅
地
被
召
上
面
々
、
引
料
被
下
之
、
所
謂

御

切

二
七

八
五

兀
祿

一
〇
丑
年

一
二
月

俳
諧
之
黠
者
連
衆
之
内
え
襃
美
と
名
付
、

器
財
等
を

博
奕

一
七
六
四

元
祿

一
一
寅
年
正
月

古
金
銀
を
新
金
銀

と
引
替
候
儀
、
當
三
月
を
限
候
樣

金
銀

七
九

三

兀
祿

一
一
寅
年
二
月

營
中
有
合
面
々
、
於
中
之
間
、
内
曲
輪
外

曲
輪
御
成

御
成

一
七
六
五

兀
祿

一
一
寅
年
二
月

御
料
私
領
之
内
、
金
銀
銅
山
見
立
候
て
、
堀
見
可
申

金
銀

二
〇

一
五

兀
祿

一
一
寅
年

二
月

町
申

二
て
む
さ
と
仕
た
る
小
哥
は
や
り
事
勿
論
、
當

書
籍

一
七
六
六

尢
祿

一
一
寅
年

三
月

當
座
遣
捨
之
諸
色
、
金
銀
之
箔
用
之
義
停
止
之
事
、

金
銀

一
二
五

兀
祿

一
一
寅
年
六
月

右
は
向

々
二
て
、

四
品
以
上

ハ
先
官
次
第
、
諸
太
夫

定
式

九
六
〇

元
祿

一
一
寅
年
六
月

服
忌
令
追
加
之
書
付
被
仰
出
之
、

因
茲
大
目
付
井

御

忌
服

二
七
四
三

兀
祿

一
一
寅
年
六
月

前
々
も
相
觸
候
通
、
於
町
申
、
花

火

一
切
立
申
間
敷

花
火

一
一
六
四

兀
壕

一
一
寅
年
九
月

頃
日
川
筋

に
お
ひ
て
、
獵
師
之
外
、
ま
き
ら

ハ
し
き

殺
生

一
一
八
五

兀
祿

一
一
寅
年
九
月

今
度
御
造
營
被
遊
候
上
野
根
本
中
堂
え
、
參
詣
仕
度

寺
社

一
四
八
八

兀
祿

一
一
寅
年
九
月

前
々
如
被
仰
出
、

火
之
本
彌
大
切

二
仕
、
互

二
入
念

火
事

二
二
五
七

尢
祿

一
一
寅

年
九
月

一
〇
日

今
度
火
事
付
、
自
然
及
餓
死
體
之
も
の
有
之
候
は
、

飢
人

一
一
一
四

兀
祿

一
一
寅

年

一
〇
月

營
中

二
相
詰
有
之
面
々
え
被
仰
渡
之
、

風
俗

一
四
八
九

兀
祿

一
一
寅
年

一
〇
月

火
之
本
彌

堅
可
申
付
之
、
自
然
出
火
之
箚

は
、
火
消

火
事

一
四
九
〇

兀
祿

一
一
寅
年

一
〇
月

火
事
場
に
お
ゐ
て
下
々
不
作
法

二
有
之
、
道
具
な
と

火
事

一
四
九

一

尢
豫

一
一
寅
年

一
一
月

町
中
自
身
番
之
儀
不
作

法
無
之
、
夜

二
入
、
番
所
戸

火
事

二
八
五
六

兀
祿

一
一
寅
年

一
一
月

年

こ
ろ
四
十
よ
り
少
内

二
相
見
え
候
、

御
尋

一
四
九

二

兀
祿

一
一
寅
年

一
二
月

車
長
持

ハ
御
法
度

二
候
處
、
火
事
之
節

大
八
車

二
て

火
事

二
三
〇

二

尢
祿

一
一
寅
年

一
二
月

奉
公
人
之
年
季
前

々
よ
り
拾
年
を
限
候
處
、
向
後

ハ

奉
公

二
六
〇

三

兀
祿

一
一
寅
年

一
二
月

小
作
田
地
出
入
大
概
及
貳
拾
年

二
は
、
可
爲
永

小
作

質
田

一
九
五
五

兀
祿

コ

一卯
年
正
月

右
之
者
共
、
向
後
其
職
々
之

肝
煎
相
究
候
間
、

町
中

諸
職

二
四
五
八

尢
祿

一
二
卯
年
三
月

町
中
よ
り
芥
捨
候
儀
、
永
代
嶋
築
地

二
成
候
所
え
捨

御
堀

一
四
九
三

尢
祿

一
二
卯
年
四
月

向
後
出
火
之
節
、
與
力
、

同
心
差
出
、
火
事
場

風
下

火
事

二
七

一
〇

兀
祿

=

一卯
年
四
月

前

々
よ
り
御
法
度
之
通
、
茶

屋
に
あ
そ
ひ
女
彌
差
置

歌
舞

二
七

一
一

兀
祿

一
二
卯
年
四
月

前

々
も
相
觸
候
得
共
、
女
お
と
り
子
彌
抱
置
あ
る
か

歌
鏡

二
二
二
二

兀
祿

一
二
卯
年
五
月

河
岸
附
之
町
々
河
岸
之
藏

二
て
所
帶
仕
、
火
を
燒
候

町
屋

二
六
二
〇

兀
祿

一
二
卯
年
五
月

町
中
借

シ
駕
籠
之
儀
、
前

々
も
法
度

二
申
付
候
通
、

町
駕

一
四
九
四

兀
祿

一
二
卯
年

八
月

所
々
裏
屋

二
園
等

も
麁
末
に
て
、

火
之
本

の
あ
や
う

火
事

一
四
九
五

尢
祿

一
二
卯
年

八
月

頃
日
も
相
觸
候
通
、
火
之
元
入
念
可
申
候
、
惣
て
宿

火
事

二
三
五
三

兀
祿

一
二
卯
年

八
月

所
々
御
普
請
相
濟
候
付
、
日
用

二
罷
出
候
も
の
大
勢

日
雇

三
八
九

兀
祿

一
二
卯
年
九
月

一
一
日

戸
田
山
城
守
卒
去
付
て
也
、

御
法

一
四
九
六

尢
祿

一
二
卯
年
九
月

火
之
番
、
御
門
番

之
面

々
、
方
角
違
候
火
事
に

ハ
、

火
事

一
八
五
六

兀
祿

一
二
卯
年
九
月

御
當
地

之
錢
高
直

二
付
、
他
國
え
之
錢
兩
替
先
無
用

銅
錢

二

一
四
七

兀
祿

一
二
卯
年
九
月

今
度
所
々
風
雨
損

毛
付

て
、
江
戸
米
其
外
穀
類
等
可

酒
造

二
九
〇
五

元
祿

一
二
卯
年
九
月

今
度
諸
國
よ
り
米
穀
多

江
戸
え
廻

し
候
樣

こ
と
相
鯛

雜
之

八
六

一

元
祿

一
二
卯
年
閏
九
月

下
馬
ヨ
リ
下
乘
橋
迄
召
列
人
數
之
寛

御
城

一
四
九
七

元
祿

一
二
卯
年
閏
九
月

町
申
屋
根
番
明
日
よ
り
晝
夜
差
置
可
申
候
、
少
煙
立

火
事

一
六

八
八

尢
祿

一
二
卯
年
閏
九
月

御
旗
本
之
面
々
不
勝
手
之
由
被
及
聞
召
候
、
依
之
萬

御

切

二
九
〇
六

兀
祿

一
二
卯
年
閏
九
月

右
之
輩
、
下
馬
よ
り
内
、
け
た
あ
し
た
は
き
候
儀
、

雜

之

一
〇
六

二

兀
祿

一
二
卯
年

一
〇
月

女
申
衆

つ
ね
つ
ね
け
ん
や
く

を
用
、
お
こ
り
か
ま
し

儉
約

一
六
八
九

尢
祿

一
二
卯
年

一
〇

月

長
病
之
面
々
御
金
彼
下
わ
け
、
組
中
病
人
有
之
諸
番

御
切

二
四
五
九

尢
祿

一
二
卯
年

一
〇

月

町
中
芥
捨
候
儀
、
道
筋
之
川
え

こ
み
捨
間
敷
候
、
先

御
堀

一
二
六

元
祿

一
二
卯
年

一
一
月

四
品

及
拾
萬
石
以
上
之
面
々
、
國
持
之
嫡
子

ハ
出
仕

定
式

一
六
九
〇

尢
祿

=

一卯
年

一
一
月

今
度
御
吟
味
之
上
、
御
譜
代
小
給
之
輩
御
救
之
御
金

御
切

二
〇
六
七

兀
祿

=

一卯
年

一
一
月

右
之
通
、
壷
之
寸
法
相
極
候
間
、
何
方
よ
り
誂
有
之

諸
商

一
〇
六
三

尢
祿

一
二
卯
年

一
二
月

新
規

二
屋
作
仕
面

々
、

三
千
石
よ
り
千
石
迄

ハ
貳
間

儉
約

一=

四
八

兀
祿

ご

一卯
年

一
二
月

當
年

風
損
付
、
酒
造
米
去
年
之
五
分
之

一
造
候

樣
に

酒
造

二
七
六
六

兀
祿

一
二
卯
年

一
二
月

只
今
迄
盜
賊
改
、

火
付
改
方
え
訴
出
候
類
之
儀
、
向

盜
賊

三
九
〇

元
祿

一
三
辰
年
二
月

當
四
月
於

日
光
山
御
法
事
付
て
、
被
差
遣
面

々
、
徒

御
法

三
九

一

冗
豫

一
三
辰
年
三
月

四
月
五
日
式
日
立
合
、
内
寄
合
例

之
通
可
被
仕
候
、

御
法

三
九

二

冗
祿

=

一辰
年
四
月

今
度
於
東
叡
山
嚴

有
院
樣
御
法
事
之
節
、
參
詣
之
日

御
法

三
九

三

尢
祿

一
三
辰
年
四
月

大
猷
院
様
東
叡
山
之
御
佛
殿
え
參
詣
之
覚

御
法

三
九

四

兀
祿

一
三
辰
年
五
月
五
日

出
仕
之
面

々
諸
大
名
え
、
來

ル
八
日
東
叡

山
御
堂
御

御

法

二
七

一
二

兀
祿

一
三
辰
年
六
月

前

々
御
法
度
之
通
、

町
方
端

々
迄
、
遊
女

か
ま
し
き

歌
舞

二

一
四
九

兀
祿

=

一辰
年
七
月

當
年
酒
造

之
義
委
細
追

て
可
申
渡
候
間
、

夫
迄

ハ
新

酒
造

二
六
二

一

兀
祿

一
三
辰
年
七
月

.倍
し
駕
籠
之
儀
、
向
後

目
印
を
附
、
旅
人
は
格
別
、

町
駕

二
八

一
六

兀
祿

一
三
辰
年
七
月

捨
子
之
儀
、
御
制
禁

二
候
、
依
之
最
前
も
養
育
難
成

捨
子

二
八
五
七

兀
祿

=

一辰
年
七
月

せ

い
中
の
男
、
や
せ
か
た
ち
色
白
、

御
尋

二
五

二
七

兀
豫

一
三
辰
年
八
月

浪
人
致
所
持
候
鐵
炮

鐵
炮

二
六

二
二

兀
祿

一
三
辰
年
八
月

今
度
町
申
大
八
車
井

借
駕
籠
之
分
、
三
傳
馬
町
名
主

町
駕

二
六

二
三

尢
祿

=

一辰
年
八
月

町
申
大

八
車
之
儀
、
向
後

三
傳
馬
町
名
主
共
致
極
印

町
駕

二

一
五
〇

兀
祿

一
三
辰
年
九
月

當

辰
年
酒
造
米
之
儀
、
去

々
寅
年
造
高
之
員
飲
半
分

酒
造

三
九
五

兀
緑

一
三
辰
年

一
〇

月

尾
張
大
納
言
殿
就
逝

去
、
明
日
出
仕
井

普
請
鳴
物
停

御
法

二
三
五

四

兀
祿

一
三
辰
年

一
〇
月

町
中
諸
日
用
座
、

只
今
迄
申
付
候
通
、
通
油

町
茂
兵

日
雇

二
四
六
〇

兀
祿

一
三
辰
年

一
〇
月

町
申
よ

り
こ
み
取
捨
候
儀
、
前

々
よ
り
永
代
浦
え
捨

御
堀

九
七
六

・
尢
祿

一
三
辰
年

一
一
月

嫡
子
之
外
、
せ
か
れ
御
目
見
願
之
儀
、
以
後
分
知
を

養

子

一
四
九
八

兀
祿

=

一辰
年

一
一
月

火
事
場
え
無
用
之
も
の
相
集
聞
敷
之
旨
、
從
前
々
相

火
事

一
七
六
七

兀
祿

一
三
辰
年

一
一
月

銀
子
之
儀
、
御
藏
元
拂
金

子
壹
兩

二
六
拾
目
替
之
積

金
銀

二
六
二
四

兀
祿

一
三
辰
年

一
一
月

借
駕
籠
之
儀
、
傾
城
町
え
參
候
も

の
え
は

一
切
借

シ

町
駕

三
九
六

兀
祿

一
三
辰
年

一
二
月

水
戸
中
納
言
殿
逝
去
付
て
、
明

日
出
仕
井
普
請
鳴
物

御
法

一
四
九
九

兀
祿

一
三
辰
年

一
二
月

夜
中
出
火
之
節

、
老
中
下
乘
橋
之
張
番
所

二
有
之
時

火
事

一
七
六
八

冗
祿

一
三
辰
年

一
二
月

銀
子
錢
度

々
相
觸
候
得
共
、
今

以
拂
底

之
由
、
前

々

金
銀

二
六
二
五

兀
祿

一
三
辰
年

一
二
月

借
駕
籠
乘
せ
申
間
敷
場
所
之
覚

町
駕

二
二
五
八

兀
祿

一
四
午
年
二
月

近
年
末
々
之
者

及
困
窮
、
非
人

も
出
候
、
若
此
以
後

飢
人

二
五

二
八

元
祿

一
四
巳
年
三
月

町
中
鐡
炮
改
之
儀
、
向
後
は
亶

ヶ
年
切
に
増
減
之
請

鐵
炮

二
六

二
六

兀
祿

一
四
巳
年
三
月

借
駕
籠
傳
馬
町

に
お

ゐ
て
極
印
請
候
儀
、

只
今
迄

ハ

町
駕

二
七

一
三

兀
祿

一
四
巳
年
三
月

は

い
た
女
遊
女
之
類
町
中
停
止
之
旨
、
前

々
よ
り
相

歌
鈍

八
八
二

兀
碌

一
四
巳
年
四
月

參
勤
交
替
之
節

、
從
者
之
員
數

及
繁
多
間
敷
旨
兼
て

參
勤

一
二

八
七

兀
祿

一
四
巳
年
五
月

先
年
申
渡
候
通
、
酒
醉
之
儀
書

付
之
趣
彌
相
守
可
申

辻
番

二
三
五
五

兀
碌

一
四
巳
年
五
月

町
中
諸
日
用
座
、

只
今
迄
申
付

候
横
山
町
蠹

町
目
佐

日
雇

一
〇

一
八

兀
祿

一
四
巳
年
六
月

條
目
之
趣
彌
相
守
之
、
忠
孝
を
勵
し
、
禮
義

を
正
し

諸
役

二
六
二
七

兀
緑

一
四
巳
年
六
月

町
方
に
て
令
所
持
候

大
八
車
、

當
分
遣
ひ
不
申
由

二

町
駕

二
六
二
八

兀
祿

一
四
巳
年
六
月

借
駕
籠
に
乘
候

も
の
、
駕
籠
之
内

二
て
笠
を
か
ふ
り

町
駕

二
四

一
〇

元
祿

一
四
巳
年
七
月

先
年
屋
形
船
之
寸
尺
相
極
候
處
、
定
之
外
大
キ
成
屋

廻
船

一
〇

一
九

元
祿

一
四
巳
年
八
月

御
番
所
に
お
ゐ
て
作

法
好
相
勤
、

他
之
御
番
所
え
罷

諸
役

一
七
六
九

元
祿

一
四
巳
年
八
月

近
年
銀
子
壷
買

段
々
高
直

に
成
候
、
銀
子
貯
置
候
者

金
銀

二
九
〇
七

元
祿

一
四
巳
年
八
月

御
禝

日
其
外
出
仕
之
節
、
作
法
好
惧
、
定
り
候
席

々

雜
之

二
五
五
八

元
祿

一
四
巳
年
九
月

家

屋
鋪
書
入
之
儀
、

名
主
、
五
人
組
加
判
無
之
、
相

公
事

二
一
五

一

元
祿

一
四
巳
年

一
〇
月

當
年
よ

り
來
秋
迄
諸

國
之
酒
造
高
之
儀
、
去
ル
卯
年

酒
造

一=

五
二

尢
祿

一
四
巳
年

一
〇
月

前
々
も
酒
猥

二
給
申
間
敷
候
旨
相
觸
候
得
共
、

近
年

酒
造

二
五
五
九

兀
祿

一
四
巳
年

一
〇
月

近
年
諸
色
高
直
に
付
、

町
方

及
困
窮
候
間
、
武
家
方

公
事

一
五
〇
〇

兀
祿

一
四
巳
年

一
一
月

火
之
用
心
之
た
め
、
町
申
裏
屋
指
置
候
水
桶
、
夜
中

火
事

一
五
〇

一

苅
祿

一
四
巳
年

一
一
月

町
方
出
火
之
節

、
町
内
之
者
其
場
え
懸
合
遲
キ
由

二

火
事

二
六
六
七

兀
祿

一
四
巳
年

一
一
月

頃
日
は
や

り
候

こ
ま
、
堺
町
、
木
挽
町
見
物
所
に
て

相
撲

一
七
七
〇

兀
祿

一
四
巳
年

=

一月

西
國
、
中
國
其
外
上
方
筋

ハ
、
商
壷
物
銀
遣

二
て
金

金
銀

一
七
七

一

尢
祿

一
四
巳
年

一
二
月

銀
子
井
餞
相
場
之
儀
、
去
年
相
鯛
候
通
、
向
後
彌
金

金
銀

一
九
八
六

尢
祿

一
四
巳
年

一
二
月

和
人
參
商
壷
之
儀
、
長
谷
川
安
清
、
香
具
屋
信
濃
差

藥
種

二
〇
六
八

兀
祿

一
四
巳
年

一
二
月

今
度
富
澤
町
名
主
彦
左
衞
門
古
着
惣
代
申
付
候
、
古

諸
商

二
〇
六
九

兀
祿

一
五
午
年
正
月

商
賣
鳥
之
内
鐵
炮
烏
持
來
壷
候
者
有
之
候

ハ
、
、
番

諸
商

二
四

一
一

元
祿

一
五
午
年
正
月

川
船
役
銀
之
儀
、
去
年
度

々
相
觸
候
得
共
、
於
于
今

廻

船

一
五
〇

二

兀
祿

一
五
午
年
二
月

火
事
之
節

、
火
消
定
火
消
之
面
々
、
人
敵
せ
り
あ
ひ

火
事

一
七
七

二

兀
祿

一
五
午
年

二
月

古
金
銀
吹
直
シ
有

之
候
處
、
今
以
所

々
二
有

之
由

二

金
銀

二
七

八
六

尢
祿

一
五
午
年

二
月

頃

日
俳
諧
點
者

之
内
、
冠
付
と
申
看
板
を
出
シ
、
人

博
奕

二
二
〇

兀
祿

一
五
午
年

三
月

三
丸
樣
今
度
御
位
階
付

て
、
御
家
門
方
初
壷
萬
石
以

臨
時

一
五
〇

三

兀
祿

一
五
午
年

三
月

火
之
元
之
儀
、
度
々
相
觸
候
通
、

彌
以
査
夜
無
油
斷

火
事

二

一
五

三

尢
祿

一
五
午
年

三
月

前
々
酒
造
米
之
員
數
、
御
料
は
御
代
官
、
町
方
ハ
其

酒
造

二
七

一
四

尢
祿

一
五
午
年
六
月

前
々
よ

り
令
制
禁
候
處
、
町
中
端
々
に
奉
公
人
と
な

歌
鐸

一=

五
四

兀
祿

一
五
午
年
七
月

當
午
年
酒
造
候
儀
、
寒
造
之
外
、
新
酒

一
切
可
爲
停

酒
造

一
一
一
五

尢
祿

一
五
午
年

八
月

前
々
よ
り
被
仰
出
候
通
、

人
々
風
俗
を
惧
、
志
正
敷

風
俗

二
五
六
三

尢
祿

一
五
午
年
閏

八
月

在
々
之
も
の
公
事
訴
訟
其
外
江
戸
え
罷
出
候
節
、
宿

公
事

一=

五
五

兀
祿

一
五
午
年
閏

八
月

先
頃
相
鯛
候
通
、
当
年
酒
造
之
儀
、
寒
造
之
外
、
新

酒
造

二
五
六
〇

尢
祿

一
五
午
年
閏
八
月

近
年
金
銀
之
出
入
多
、
外

之
御
用
之
支

二
も
罷
成
候

公
事

二
五
六

一

尢
祿

一
五
午
年
閏
八
月

公
儀
引
負
金
銀
之
事
、

公
事

二
五
六
二

兀
祿

一
五
午
年
閏
八
月

奉
公
人
給
金
、
巳
年
以
前
之
出

入
の
、
請
人

只
今
迄

公
事

二
六
二
九

兀
祿

一
五
午
年
閏
八
月

借
駕
籠
に
乘
候
者
、
極
老
井
病
人

又
ハ
女

小
兒
、
此

町
駕

二
八

一
七

兀
祿

一
五
午
年

一
〇
月

捨
子
致
し
候
事
、
彌
御
制
禁
候
、
養
育
難
成
譯
在
之

捨
子

(so)



一
五
〇

四

元
祿

一
五
午
年

一
一
月

御
小
性
組
、
御
書
院
番
、

小
十
人
組
之
御
番
衆
辨
當

火
事

一
五
〇
五

元
碌

一
五
午
年

一
一
月

御
本
丸
樂

屋
之
内
え
、

小
普
請
方
之
者
其
外
職
人
人

火
事

二
七
八
七

元
祿

一
五
午
年

一
一
月

博
奕
打
候
儀
、
從
前
々
御
法
度
之
處
、
今
度
御
扶
持

博
奕

一
六
九

一

元
祿

一
五
午
年

一
二
月

去
ル
廿
六
日
類
火

二
逢
候
御
切
米
取
之
分
、
來
夏
御

御
切

二

一
五
六

元
祿

一
五
午
年

一
二
月

前
々
よ
り
多
葉
粉
本
田
畑

に
作
間
敷
旨
、
度
々
相
觸

酒
造

一
=

五
七

元
祿

一
五
午
年

一
二
月

寒
造
之
新
酒
寒
明
候
間
賣
買
差
免
候
、
勝
手
次
第
賣

酒
造

二
三
五
六

元
祿

一
五
午
年

一
二
月

只
今
迄
申
付
置
候
日
用
座
小
柳
町
三
町
目
治
兵
衞
店

日
雇

一
五
〇
六

元
祿

一
六
未
年
正
月

度
々
相
鯛
候
通
、
彌
以
火
之
元
入
念
可
申
候
、
若
町

火
事

二
七
八
八

元
祿

一
六
未
年
正
月

嗄
日
町
方
辻

々
に
お
ゐ
て
冠
付
と
名
付
、
俳
諧
之
句

博
奕

一
五
〇
七

元
祿

一
六
未
年

二
月

出
火
之
時
定
火
消
之
面

々
罷
出
候
節
、
先
え
ま
と
ひ

火
事

二
四
九
九

元
祿

一
六
未
年

二
月

新
庄
土
佐
守
、
石
川
監
物
御
役
被
召
放
、
閉
門
被
仰

御
仕

二
六
六
八

元
祿

一
六
未
年

二
月

前
々
も
相
觸
候
通
、
世
上
當
座
之
替
た
る
事
を
謠
小

相
撲

一
五
〇

八

元
祿

一
六
未
年

三
月

出
火
之
節

は
近
邊
之
者
彌
早
速
か
け
付
、
火
消
可
申

火
事

二
七

一
五

元
祿

一
六
未
年

三
月

町
中
端
々
女
奉
公
人
と
申
な
し
、
遊
女
か
ま
し
き
も

歌
舞

二
七

一
六

元
祿

一
六
未
年

四
月

前

々
よ
り
相
鯛
候

二
付
、
堺

町
、
木
挽
町
野
郎
共
は

歌
舞

二
六
六
九

元
祿

一
六
未
年
七
月

前
々
よ
り
辻
相
撲
辻
お
と
り
令
停
止
候
處
、
頃
日
猥

相
撲

一
二

五
八

元
祿

一
六
未
年

八
月

當
未
年
酒
造
候
儀
、
寒
造
之
外
、
新
酒

一
切
可
爲
停

酒
造

二
七

一
七

元
祿

一
六
未
年

八
月

遊
女
は
い
た
差
置
聞
敷
由
度

々
相
鯛
候
得
共
、
近
來

歌
舞

一
二
七

元
祿

一
六
未
年

一
〇
月

若
年
寄
支

配
之
諸
役
人
寄
合
、
毎
月
御
攪

日
忌
煩

二

定
式

一
二

八
八

元
祿

一
六
未
年

一
〇
月

御
番
方
廻
番
之
面

々
向
後
廻
候
笛

、
武
士
屋
敷
前

二

辻
番

二
七
六
七

元
碌

一
六
未
年

一
〇
月

御
番
衆
廻

之
節

被
捕
候
者
、
其
町
え
被
預
候

ハ
Σ
、

盜
賊

二
八
五
八

元
祿

一
六
未
年

一
〇
月

せ

い
ひ
く

し
、

御
尋

一
五
〇
九

元
祿

一
六
未
年

一
一
月

今
度
火
事

二
付
、
諸
商
責
物
諸
職
人
井

日
雇
牛
車
大

火
事

一
六
二
二

元
祿

工

ハ未
年

一
一
月

今
度
地
震

二
て
自
分
罷
在
候
家
潰
候
面
々
は
、
類
火

地
震

=
ハ
ニ
三

元
祿

=

ハ
未
年

一
一
月

強
地
震
之
節
は
、
御
番
所
井
相
詰
席
々
明
て
も
不
苦

地
震

一
六
九
二

元
祿

一
六
未

年

一
一
月

返
納
米
之
面

々
、
近
年
延
々

二
成
候
間
、
向
後
無
遲

御

切

八
六
二

元
祿

=

ハ
未
年

一
二
月

最
前
も
申
渡
候
通
、
下
馬
其
外
供
之
者
共
集

り
候
所

御
城

一
〇
六
四

元
祿

一
六
未
年

一
二
月

家
作
之
儀
、
前

々
も
相
達
候

通
彌
輕
、
向
後
居
屋
敷

儉
約

一
五

一
〇

元
祿

=

ハ
未
年

一
二
月

今
度
地
震
火
事

二
付
て
、
作
事
申
付
候
之
儀
、
前

々

火
事

一
五

一
一

元
豫

=

ハ
未
年

一
二
月

火
事
之
節
、

戸
障
子
疊
其
外
家
作
之
道
具
ま
て
持
出

火
事

一
六

二
四

元
祿

一
六
未
年

=

一月

今
度
地
震
火
事
付
て
、
屋
敷
或
破
損
或
燒
失
之
面

々

地
震

二
〇
七
〇

元
祿

工

ハ
未
年

一
二
月

近
年
質
屋
惣
代
、
古
着
屋
惣

代
と
申
者
相
定
、
盜
物

諸
商

二
〇
七

一

元
祿

一
六
未
年

一
二
月

今
度
質
屋
井
古
着
屋
惣
代
相

止
候
付
、
向
後
紛
失
物

諸
商

一二

五
九

元
祿

一
六
未
年

=

一月

來
申
年
多
葉
粉
作
候
儀
、
當
未
年
之
通
、
去
午
年
ま

酒
造

二
六
三
〇

元
祿

一
六
未
年

=

一月

大

八
車
井
借
駕
籠
出
銀
、

三
傳
馬
町
え
出
之
候
儀
、

町
駕

一
六
二
五

元
祿

一
七
申
年
正
月

地
震
之
節

之
覺

地
震

一=

六
〇

元
祿

一
七
申
年
正
月

去
未
年
寒
造
之
新
酒
賣
買
差
免
候
間
、
勝
手
次
第
可

酒
造

二
三
〇
三

元
祿

一
七
申
年
正
月

當
年

ハ
所
々
普
請
等

有
之
付
て
、
奉
公
人
差
支
候
儀

奉
公

二
七
八
九

賓
永
元
申
年
正
月

頃
日
於
町
方
と
み
つ
き
と
名
付
、
博
奕
か
ま
し
き
儀

博
奕

一
〇
六
五

元
祿

一
七
申
年
二
月

自
分
之
取
か

ハ
し

に
、
蕨
樽

わ
ら
卷
樽
可
爲
無

用
、

儉
約

一
〇
六
六

元
祿

一
七
申
年
二
月

祭
禮
法
事
か
ろ
く
可
仕
候
、
惣
て
寺
社
方
山
伏
之
法

儉
約

一
五

一
二

竇
永
元
申
年

二
月

去
冬
火
事

二
付
、
諸
商
壷
物
諸
職
人
井

日
雇
牛
車
大

火
事

二
〇
七

二

元
祿

一
七
申
年
二
月

前

々
よ
り
令
制
禁
候
通
、
古

か
ね
商
壷
停
止
之
處
、

諸
商

二
〇
七
三

元
祿

一
七
申
年
二
月

獻
上
物
た
り
と
い
ふ
共
、
結
擣
成
菓
子
入
盃
之
壷
糸

諸
商

八
八
三

元
碌

一
七
申
年
三
月

諸
大
名
參
勤
御
暇
之
節

、
道
申
込
合
不
申
様
に
被
仕

參
勤

一
二
七
〇

寶
永
元
申
年

三
月

東
海
道
御
傳
馬
宿
御
料
え
、

鳥
目
八
百
貫
文
宛
拜
借

道
中

一
六

二
六

竇
永
元
申
年

三
月

舊
冬
地
震

二
付
、
虚
説
申
あ
る
き
候
も

の
之
儀

二
付

地
震

三
九
七

寶
永
元
申
年

四
月

嚴
有
院
樣
二
十
五
囘
御
忌
御
法
事

二
付
て
左
之
書
付

御
法

三
九
八

賓
永
元
申
年

四
月

於
東
叡
山
御
法
事
中
、
下
馬
下
乘
之
覺

御
法

三
九
九

竇
永
元
申
年

四
月

前

々
之
通
御
法
事
中
、
式
日
立
合
、
内
寄
合
可
被
仕

御
法

四
〇
〇

寶
永
元
申
年
五
月

國
持
大
名
、

四
品
以
上
之
面

々
、
衣
冠
着
之
、
下
襲

御
法

=

一八

蜜
永
元
申
年
六
月

御
番
不
相
應
又
ハ
病
氣
に
て
小
普
請
え
入
候
面

々
、

定
式

二
三
九
三

寶
永
元
申
年
七
月

女
順
禮
人
多

二
て
、
所

々
町
中
致
徘
徊
、
且
又
念
佛

物
も

二
四
六

一

蜜
永
元
申
年
七
月

濱
町
新
橋
之
名
、
永
久
橋
と
唱
可
申
旨
被
仰
渡
候
聞

御
堀

二
五
〇
〇

竇
永
元
申
年
七
月

閉
門

門
を
閉
、
通
路
有
間
敷
事
、

御
仕

二
七

四
四

竇
永
元
申
年
七
月

前

々
も
相
觸
候
通
、
大
川
筋
に
て
花
火
立
候
儀
、
大

花
火

一
三
五
五

賓
永
元
申
年

八
月

今
度
洪
水

二
付
、
所

々
堤
破
損
之
所
、
私
領
方

之
分

用
水

一
九

八
七

竇
永

元
申
年

八
月

辰
砂
商
責
之
儀
、
唯
今
迄
朱
と
辰
砂
粉
候
て
致
商
賣

藥
種

二

一
六

一

竇
永
元
申
年

八
月

當
申
年
寒
造
酒
分
量
之
儀
、
元
祿
十
丑
年
酒
造

米
之

酒
造

二
六
三

一

蜜
永
元
申
年

八
月

町
中
駕
籠
舁
候
も
の
常
々
日
用

と
粉
候

間
、
向
後
駕

町
駕

四
〇

一

寶
永
元
申
年
九
月

一
八
日

阿
部
豊
後
守
卒
去

二
付
、
左
之
書
付

御
法

二

一
六

二

寶
永
元
申
年
九
月

當
年

國
々
水
損
其
外
旱
損

風
損
之
所
々
有
之
、

米
穀

酒
造

一=

六

三

寶
永
元
申
年
九
月

新
酒
造
候
儀
、
先
頃
觸
候
通
彌
堅
相
守

可
申
候
、
若

酒
造

二

一
六

四

蜜
永
元
申
年
九
月

地
造
酒

屋
有
之
町
々
、
酒
改
役
人
相
廻
候
節
、
名
主

酒
造

二
八

一
八

竇
永
元
申
年
九
月

捨

子
仕

聞
敷
旨
、

度
々
相
觸
候
得
共
、
今
以
所
々
捨

捨
子

一
〇
六
七

蜜
永
元
申
年

一
〇
月

去
年
よ

り
何
角
と
御
物

入
共
多
、
御
手

つ
か

へ
罷
成

儉
約

一
五

一
三

竇
永
元
申
年

一
〇
月

時

分
柄
候
間
、
火
之
元
隨
分

入
念
可
被
申
付
候
、
若

火
事

一
五

一
四

蜜
永
元
申
年

一
〇
月

前

々
相
鯛
候
通
、

火
之
元
之
儀
別
て
入
念
可
申
候
、

火
事

二
三
五
七

寶
永
元
申
年

一
〇
月

所
々
御
普
請
相
濟
候
付
、

日
用

二
罷
出
候
者
大
勢
在

日
雇

一二

六
五

竇
永
元
申
年

一
一
月

新
酒
賣
買
之
儀
、

不
差
免
以
前
商
壷
仕
間
敷
旨
、
先

酒
造

一
二
九

竇
永
元
申
年

一
二
月

申
納
言
樣
え
獻
上
物

定
式

一
三
〇

竇
永
二
酉
年
正
月

中
納
言
樣
え
參
勤
之
節
、
獻
上
物
之
覺

定
式

一
三

一

寶
永

二
酉
年
正
月

西
丸
え

五
節

句
月
次
之
御
禮

二
、
向
後
布
衣
以
上
之

定
式

二

一
六
六

寶
永

二
酉
年
正
月

去
申
年
寒
造
之
新
酒
嚢
買
差
免
候
聞
、
勝
手
次
第

可

酒
造

二
七
九
〇

竇
永

二
酉
年
正
月

頃
日
於

町
方
辻

々
人
集
、
博
奕
か
ま
し
き
儀

い
た
す

博
奕

二
八
五
九

寶
永

二
酉
年
正
月

頃
日
浪

人
體
之
者
町
々
徘
徊

い
た
し
、
押
も
ら
ひ
い

御
尋

一
〇
二
〇

竇
永

二
酉
年

二
月

惣
て
か

〉
へ
の
組
付
之
者

共
、
か
さ

つ
か
ま
し
き
儀

諸
役

一
五

一
五

賓
永

二
酉
年

二
月

千
人
組

之
同
心
向
後
常
々
相
廻

、
火
之
元
麁
末
に
仕

火
事

一
五

一
六

竇
永

二
酉
年

二
月

頃
日
風
立
乾
候
間
、
火
之
元
彌

可
入
念
候
、
所

二
よ

火
事

二
〇
七
四

寶
永

二
酉
年

三
月

今
度
公
儀
御
規

儀
事
有
之
付
、
其
町
々
に
上
り
太
刀

諸
商

二
〇
七
五

寶
永

二
酉
年
三
月

紺
屋
藍
瓶
之
事
、
壹
ツ

ニ
付
鳥
目
貳
百
文
ツ
〉
毎
年

諸
商

二
三
五
八

賓
永

二
酉
年
三
月

只
今
迄
申
付
置
候
日
用
座
、
東
湊
町
市
兵
衞
、
伊
勢

日
雇

二
三
〇

四

竇
永

二
酉
年
四
月

年
季
又
は

一
季
居
奉
公
人
之
請

二
立
、
不
爲
引
越
、

奉
公

二
三
五
九

賓
永

二
酉
年
四
月

昨
日
相

鯛
候
通
、
今
度
申

付
候

日
雇
座
四
人
之
者
共

日
雇

一
三
二

寶
永

二
酉
年
閏
四
月

御
禮
日
西
丸
え
出
仕
之
覺

、

定
式

=
二
三

寶
永

二
酉
年
閏
四
月

西
丸
え

登
城
之
覺

定
式

一
七
七
三

寶
永

二
酉
年
閏
四
月

金
銀
箔
上
澄
粉
梨
地
金
具
等
諸

色
之
下
か
ね
、
只
今

金
銀

二
六
三
二

寶
永

二
酉
年
閏
四
月

か
し
駕
籠
に
乘
候
も

の
、
極
老
或
病
入
女
小
児
、
此

町
駕

二
七
九

一

賓
永

二
酉
年
閏
四
月

町
方
辻
々
に
お

ゐ
て
人
集
り
、
博
奕
か
ま
し
き
儀
い

博
奕

四
〇
二

竇
永

二
酉
年
五
月

紀
伊
申
納
言
殿
逝
去

二
付
左
之
書
付
渡
之
、

御
法

九
七
七

賓
永

二
酉
年
五
月

急
養
子
願
書
之
判
元
、
只
今
迄

大
目
付
見
届
候
分
、

養
子

一
〇
六
八

竇
永

二
酉
年
五
月

壁
之
上
塗
之
儀
、
土
落
候
か
、
殊

之
外
見
苦
敷
、
難

儉
約

一
〇
六
九

竇
永

二
酉
年
五
月

從
町
方
、

三
番
所
え
書
上
候
儀
、
當
分
之
書
物
は
文

儉
約

四
〇
三

竇
永

二
酉
年
六
月

一
位
樣
就
御
逝
去
、
左
之
書
付
渡
之
、

御
法

四
〇
四

蜜
永

二
酉
年
六
月
二
三
日

廿

四
日
廿
五
日
二
も
、
御
三
家
始
今
日
之
通
出
仕
之

御
法

一
七
七
四

竇
永

二
酉
年
六
月

金
銀
箔
之
類
、
遣
捨
之
道
具
其
外
童
子
之
持
遊
ひ
も

金
銀

二
七
四
五

寶
永

二
酉
年
六
月

前

々
も
相
觸
候
花
火
之
儀
、
大
川
筋
海
手
之
儀
は
各

花
火

四
〇
五

賓
永

二
酉
年
七
月

桂
昌
院
樣
御
中
陰
、
表
向
之
面
々
不
及
參
詣
候
事
、

御
法

四
〇
六

賓
永

二
酉
年
七
月

禁
裏
よ
り
被
仰

出
は
、
公
方
樣
御
忌
中
井
御
精
進
長

御
法

八
六

三

寶
永

二
酉
年
七
月

御
城
内
外
召
連
候
供
之
者
人
數
、
前

々
定
之
通
相
守

御
城

四
〇
七

竇
永

二
酉
年

八
月

對

山
殿
逝
去
付
、
明
十
五
日
爲
伺
御
機
嫌
、
惣
出
仕

御
法

八
六

四

竇
永

二
酉
年

入
月

近
年
挾
箱
之
棒

長
ク
、
無
益
之
事

二
候
間
、
先
年
之

御
城

八
六
五

賓
永

二
酉
年

八
月

御
城
え
留
守
居
之
者
被
連
候
儀
無
用
之
旨
、
最
前
申

御
城

八
六
六

蜜
永

二
酉
年

八
月

出
仕
有
之
非
番

之
面

々
登
城
之
節
、
御
奏
者
番
衆
は

御
城

一
三
八
四

寳
永

二
酉
年

八
月

領
内

二
て
金
銀

札
遣
仕
候
分

ハ
、

い
つ
頃
よ
り
札
遣

領
知

二

一
六
七

竇
永

二
酉
年

八
月

當
酉
年
寒
造
酒

分
量
之
儀
、
元
祿
十
丑
年
酒
造
米
五

酒
造

二
七
六

八

竇
永

二
酉
年

八
月

頃

日
は
町
方

二
て
盜

二
逢
候
者
訴
多
候
、
盜
人
捕
候

盜
賊

四
〇

八

蜜
永

二
酉
年
九
月

徳

川
内
藏
頭
殿
逝
去
付
て
、
明
日
出
仕
井

普
請
鳴
物

御
法

二
七

一
八

竇
永

二
酉
年
九
月

從
前

々
相
觸
候

處
、
頃
日
猥
に
町
申
端

々
に
奉
公
人

歌
舞

二
九
〇

八

寶
永

二
酉
年
九
月

火
元
之
儀
、
時

分
柄

二
候
間
、
彌
入
念
可
申
付
事
、

雜
之

一
七
七
五

蜜
永

二
酉
年

一
〇
月

御
藏
金
井

世
聞
通
用
之
金
共

二
、

切
レ
有
之
候
小
判

金
銀

一
五

一
七

蜜
永

二
酉
年

一
一
月

所

々
火
之
番
被

勤
候
衆
、
居
宅
近
所
出
火
之
節
、
請

火
事

一
七
七
六

寶
永

二
酉
年

一
一
月

銀
相
場
之
儀
最
前
相
觸
候
處
、
猥
有
之
、
高
直
之
由

金
銀

一
七
七
七

蜜
永

二
酉
年

一
一
月

小
判
切
賃
贋
日
俄
二
高
直
仕
由
相
聞
、
不
届
候
、
向

金
銀

一
九

八
入

蜜
永

二
酉
年

一
二
月

膃
肭
臍
商
賣
之
事
、
藥

二
用
候
間
、
鹽

二
て
參
候
は

藥
種

二

一
六

八

竇
永

二
酉
年

一
二
月

當
寒
造
り
新
酒
壷
買
差
免
候
間
、
勝
手
次
第
可
致
商

酒
造

七
九

四

竇
永

三
戌
年
正
月

所

々
え
御
成
之
節
、

及
暮
還
御
候

ハ
Σ
、
伺
御
機
嫌

御
成

八
三
六

寶
永

三
戌
年
正
月

御
清
之
節

、
大
手
、
内
櫻
田
、
西
丸
大
手
其
外
御
通

御
門

(61)



一
二
七

一

賓
永
三
戌
年
正
月

小
田
原
宿
去
未
年
地
震
火
事

二
付
、
別
て
及
困
窮
候

道
中

一
五

一
八

賓
永
三
戌
年
正
月

火
事

出
來
之
節
、
馬
上

二
て
見
分

二
遣
候
儀
、
彌
堅

火
事

一
五

一
九

寶
永
三
戌
年
正
月

今
度
火
事

二
付
、
諸
商
亶
物
諸
職

人
井

日
雇
大
八
車

火
事

一
七
七

八

蜜
永

三
戌
年
正
月

金
銀
吹
直
以
來
、
今
以
世
聞

二
古
金
銀
相
残
候

間
、

金
銀

二
二
二
三

寶

永
三
戌
年
正
月

町
中
屋
敷
賣
買
之
節

、
名
主
差
圖

二
て
町
禮
之
金
銀

町
屋

二
三
〇
五

竇

永
三
戌
年
正
月

奉
公
人
出
替
之
節

、
近
年
人
す
く
な
に
て
、

不
自
由

奉
公

二
五
六
四

賓
永

三
戌
年
正
月

訴
訟
公
事
に
評
定
所
え
罷
出
候
者
共
、
腰
掛
え
酒
致

公
事

二
六

三
三

賓
永

三
戌
年
正
月

か
し
駕
籠
之
儀
、
度
々
相
鯛
候
得
共
、
今
以
猥

に
乘

町
駕

二
七
九

二

竇
永

三
戌
年
正
月

俳
諧
點
者
之
内
、
前
句
附
之
襃
美

と
名
付
、
博
奕
似

博

奕

四
三

竇
永

三
戌
年

二
月

近
年
小
田
原
宿
困
窮

二
付
て
、
當
戌
年
よ
り
來
寅
年

高
札

一
五

二
〇

賓
永

三
戌
年

二
月

最
前
も
相
鰯
候
通
、

方
角
違

又
は
遠
方
之
火
事

二
付

火
事

一
五

一二

竇
永

三
戌
年

二
月

火
之
元
之
儀
度

々
相
鯛
候
之
處
、
此
間
切
々
致
出
火

火
事

一
三
四

賓
永

三
戌
年
三
月

獻
上
物
之
数
、
百
或
五
十
三
十
廿
十
又

ハ
五
ツ
三
ツ

定
式

一
五

二
二

賓
永

三
戌
年
三
月

出
火
之
箚
、
場
所
え
無
益
之
者
大
勢
相
見
候
之
問
、

火
事

二
三
〇
六

賓
永

三
戌
年
三
月

頃
日
も
相
鯛
候
通
、

町
中
致

人
宿
候
者
、

寄
子
之
浪

奉

公

二
四
六
二

賓
永

三
戌
年
三
月

町
申
之
芥

永
代
浦
え
捨
候
之
儀
猥
無
之
檬
、
前

々
申

御

堀

二
七
九
三

賓
永

三
戌
年
三
月

博
奕
仕
間
敷
旨
、
前
々
よ
り
度

々
相
觸
、

不
用
族

ハ

博
奕

一
〇

二

一

竇
永

三
戌
年
四
月

右
之
面
々
、
向
後
在
江
戸
之
内
、
評
定
所
立
合

二
二

諸
役

四
〇
九

蜜
永

三
戌
年
五
月

桂
昌
院
樣
御
法
事
付
て
、
御
香
奠
歔
上
之
書
付

御

法

二
〇
七
六

寶
永

三
戌
年
五
月

近
年
穀
類
高
直

二
付
、
諸
色
直
段
穀
頚
に

つ
れ
高
直

諸
商

一
七
七
九

竇
永

三
戌
年
六
月

近
年
銀
拂
底
之
由
其
聞
有
之
、
通
用
不
自
由
由
相
見

金
銀

二
七

一
九

賓
永

三
戌
年
六
月

町
申
其
外

二
て
男
女

お
と
り
子
共
井

あ
そ
び
者
之
類

歌
舞

二
七

二
〇

賓
永

三
戌
年
六
月

女
お
と
り
子
爲
致
徘
徊

聞
敷
旨
、
前
々
相
鯛
候
虚
、

歌
舞

二
七

二

一

寶
永

三
戌
年

七
月

於
町
々
、
女
お
と
り
子
の
師
匠

い
た
し
候

も
の
、
今

歌
舞

一コ

六
九

竇
永

三
戌
年

八
月

當
戌
年
寒
造
酒
分
量
之
儀
、

元
祿
十
丑
年
酒
造
米
五

酒
造

二
四

=

一

蜜
永

三
戌
年

八
月

今
度
町
中

屋
形
船
之
員
歙

百
般

二
相
定
、
船
持
共
え

廻

船

一
五

二
三

賓
永

三
戌
年

一
〇
月

四
日

町
中

二
て
消
炭
を
四
斗
樽
俵
等
に
入
置
、
度

々
出
火

火
事

二
〇
七
七

賓
永

三
戌
年

一
〇
月

町
中
質
屋

共
質
物
取
候

之
節

、
置
主
證
人
雨
人
罷
越

諸
商

九
〇

一

竇
永

三
戌
年

一
一
月

右
之
輩
、
向
後
熨

斗
目
井

七
夕

八
朔
白
帷

子
着
用
仕

禮
服

一二

七
〇

寳
永

三
戌
年

一
一
月

當
寒
造
之
酒
商
賓

不
差
免
前
、
新
酒
費
買
停
止
之
處

酒
造

二
四
六
三

賓
永

三
戌
年

一
一
月

當
春
も
相
觸
候
通
、

町
中
塵
芥
永
代
浦
え
捨
候
檬
定

御
堀

二
六
七
〇

寶
永

三
戌
年

一
一
月

こ
ま
之
儀
、
御
停

止
之
旨
、
先
年
相
鯛
候
處
、
又
々

相
撲

二
七

二
二

竇
永

三
戌
年

一
一
月

町
々
は

い
た
差
置

聞
敷
旨
、
先
年
よ
り
度

々
相
觸
候

歌
鐸

二
八
二
二

賓
永

三
戌
年

一
一
月

鍛
冶
屋
共

ふ
い
ご
祭

り
之
節

、
子
と
も

二
ま
し
り
、

狼
藉

二
八
六
〇

寶
永
三
戌
年

一
一
月

頃
日
新
酒
吟
味

二
付
、
此
方
役
人
之
由
申
、
姿
を
か

御
尋

二
九
〇
九

賓
永

三
戌
年

一
一
月

門
松
例
年
大
ク
有

之
聞
、
來
正
月
よ
り
小
キ
松
を
立

雜
之

=
二
五

寶
永
三
戌
年

=

一月

來
年
始
も
當
年
始

之
通
、
御
本
丸
え
登
城

之
面

々
、

定
式

一
三
六

寶
永

三
戌
年

一
二
月

布
衣
以
下
か
ろ
き
輩

は
御
禮
事
有
之
節
、

西
丸
え
罷

定
式

一
五
二
四

寶
永

三
戌
年

=

一月

町
中

二
て
火
事
之
節
、
棚
板
敷
之
類
引
放
、
其
外
建

火
事

=
ハ
九
三

竇
永
三
戌
年

一
二
月

去
年
當
年
根
津
權
現
社
御
用
付
て
、
屋
鋪

上
り
候
内

御
切

一
五
二
五

賓
永
四
亥
年

正
月

火
事
場
え
無
用
之
者
集
間
敷
旨
、
前
々
も
相
鯛
候
得

火
事

一
五
二
六

寶
永
四
亥
年
正
月

此
間
打
績
天
氣
能
、
切

々
風
も
吹
候
間
、
火
之
元
入

火
事

二

一
七

一

竇
永
四
亥
年
正
月

去
戌
年
寒
造
之
新
酒
賓
買
差
免
候
間
、
勝
手
次
第
可

酒
造

二
七
二
三

賓
永
四
亥
年

二
月

頃
日

ハ
遊
者
有
之
樣

二
相
聞
候
、
御
城
近
邊

ハ
不
及

歌
舞

二
八
四

一

寶
永
四
亥
年

二
月

諸
大
名
之
留
守
居
と
も
、
不
慥
成
儀
書
付
相
廻

し
候

異
説

一
五
二
七

竇
永
四
亥
年

三
月

火
事

之
節

、
牢
屋
廻
え
諸
道
具
持
出
差
置

候
由
相
聞

火
事

二
〇
七
八

竇
永
四
亥
年

三
月

火
事
揚
燒
跡

二
て
猥

に
か
な
物
拾
取
候
儀
、
井

古
か

諸
商

二
三
六
〇

賓
永
四
亥
年

三
月

只
今
迄
之

日
雇
座
、

下
谷
長
者
町
貳
町
目
九
左
衞
門

日
雇

二
四

一
三

賓
永
四
亥
年

三
月

白
魚
漁
船
松
篝
火
を
境
し
、
川
筋
え
大
分
集
候
様

二

廻

船

二
四

一
四

賓
永
四
亥
年

三
月

今
度
海
手
潟
浚
被
仰
付
候

二
付
、
入
用
諸
廻

船
穀
高

廻

船

二
一
二

賓
永
四
亥
年

四
月

御
若

子
樣
え
獻
上
御
道
具
之
魔

臨
時

一
五
二
八

賓
永
四
亥
年

四
月

火
事
以
後
燒
失
場
所
木
戸
無
之
、
し
ま
り
悪
敷
候
間

火
事

二
六
三
四

賓
永
四
亥
年

四
月

最
前
も
度

々
相
鯛
候
之
所
、
頃
日
は
定
之
外
猥
辻
駕

町
駕

二
二
二

賓
永
四
亥
年
五
月

御
若

子
様
え

臨
時

二
二
三

寶
永
四
亥
年
六
月

朝
御
誕
生

二
候
は
、
御

三
家
を
始
惣
様
、
當
日
御
本

臨
時

四
四

賓
永
四
亥
年
七
月

近
年
道
中
宿
々
令
困
窮

二
付
て
、
此
度
駄
賃
錢
東
海

高
札

四
五

賓
永
四
亥
年
七
月

近
年
道
中
宿
々
令
困
窮

二
付
、

此
度
駄
賃
錢
三
割
増

商
札

=
二
七

壷
永
四
亥
年
七
月

家
千
代
様
え
年
始

八
朔
之
獻
上
物

定
式

二
二
四

賓
永
四
亥
年
七
月

一
一
日

今
曉
於
西
丸
若
君
樣
被
遊
御
誕
生
付
、
左
之
書
付
今

臨
時

二
二
五

賓
永

四
亥
年
七
月

若

君
檬
御
七
夜
御
祝
儀
之
節

、
献
上
物
書
付

左
之
通

臨
時

二
二
六

賓
永

四
亥
年
七
月

十

八
日
御
祝

儀
獻
上
之
使
者
、
最
前
六
時
よ
り
四
時

臨
時

一
二
七

二

賓
永

四
亥
年
七
月

小
田
原
宿
爲
救
、
去
戌
年
よ
り
來
寅
年
迄
五
ヶ
年
之

道
中

一
二
七

三

寶
永

四
亥
年
七
月

荒
井
、
今
切
渡
借

切
船
賃
之
儀
は
、
只
今
迄

百
四
拾

道
申

二
六
七

一

賓
永

四
亥
年
七
月

前

々
よ
り
辻
相
撲
辻
お
と
り
令
停
止
候
處
、
頃
日
猥

相
撲

一
三
八

賓
永

四
亥
年

八
月

家
千
代
檬
え
御
祝
儀
物
之
犯

定
式

二
五
六
五

竇
永

四
亥
年
八
月

出

入
在
之
者
を
其
所
え
断
、
預
ケ
候

ハ
、
、
家
主
よ

公
事

二
六
三
五

竇
永

四
亥
年
八
月

町
中
牛
車
大
八
車
荷
物
抔
積
候
は
不
及
申
、
縦
明
キ

町
駕

二
六

三
六

賓
永

四
亥
年
八
月

町
申
借
シ
駕
籠
舁
候
者
共
、
只
今
迄
日
用
札

不
取
候

町
駕

四

一
〇

賓
永

四
亥
年
九
月

家
千
代
様
御
逝

去
二
付

御
法

一
五
二
九

竇
永

四
亥
年
九
月

=

二
日

風
烈
時
分
柄

二
も
候
之
聞
、
火
之
元
之
儀
別
て
入
念

火
事

一二

七
二

賓
永

四
亥
年
九
月

當
亥
年
寒
造
酒
分
量
之
儀
、
元
祿
十
丑
年
酒
造
米
五

酒
造

=

ハ
ニ
七

賓
永

四
亥
年

一
〇

月

今
度
國

々
地
震

二
付
、
諸
色
高
直
仕
間
敷
候
、
末

々

地
震

一
七
八
〇

賓
永

四
亥
年

一
〇
月

御
軍
役

の
た
め
、
常

々
用
所
に
遣

不
申
、
差
置
候
古

金
銀

二
七
二
四

賓
永

四
亥
年

一
〇

月

町
中

二
は

い
た
差
置
申
間
敷
旨
、
度
々
相
鯛
候
處
、

歌
舞

四

一
一

賓
永

四
亥
年

一
一
月

御
臺
樣
御
兄
賓
池
院
殿
遷
化
付
、

御
法

一
一
〇
九

賓
永

四
亥
年

一
一
月

弓
馬
之
儀
怠

不
申
候
樣

二
と
被

思
召
、
毎
年
被
仰
出

婆
術

一
九
八
九

賓
永

四
亥
年

一
一
月

近
年
高
直
成
人
參
商
賀
有
之
由
相
聞
候
、
宗
對
馬
守

藁
種

二
四
六
四

賓
永

四
亥
年

一
一
月

近
頃
は
内
川
え

死
候
人
流
來
候

間
、
向
後

川
口
に
て

御
堀

一
五
三
〇

賓
永

四
亥
年

一
二
月

此
節

水
戸
殿
小
石
川
屋
敷
近
邊

出
火
候

ハ
Σ
、
向
寄

火
事

二
四
六
五

竇
永

四
亥
年

一
二
月

海
道
井

河
岸
端

二
有
候
雪
砂
、
御
堀
え
入
候
由
相
聞

御
堀

二
九

一
〇

竇
永

四
亥
年

一
二
月
朔
日

西
丸
え

爲
伺
御
機
嫌
、
高
家
衆
、

三
番
頭
、
芙
蓉
間

雜
之

=
二
九
七

寶
永
五
子
年
正
月

武
州
、
相
州
、
駿
州

三
ヶ
國
之
内
、
去
冬
砂
降
候
村

田
畑

一=

七
三

賓
永
五
子
年
正
月

寒
造
之
新
酒
責
買
差
免
候
間
、
勝
手
次
箪
可
致
商
賀

酒
造

=
二
九
八

賓
永
五
子
年
閏
正
月

武
州
、
相
州
、
駿
州

三
ヶ
國
之
内
、
去
冬
砂
積
候
村

田
畑

一
三
九
九

賓
永
五
子
年
閏
正
月

近
年
御
入
用
之
晶

々
有
之
處
、
去
冬
武
州
、
相
州
、

田
畑

=
ハ
九
四

賓
永
五
子
年
閏
正
月

上
納
金
後
藤
包

二
た
し
、
御
金
蔵
え
上
納
有
之
筈
候

御
切

一
八
五
七

賓
永
五
子
年
閏
正
月

今
度
京
都
錢
座

二
て
大
錢

出
來
候
、
世
聞
通
用
自
由

銅
錢

二
二
七

賓
永
五
子
年
二
月

八
重
姫

君
樣
御
産
気
付
て
、
御
七
夜
御
祝
儀
之
雷
付

臨
時

二
三
〇

七

寶
永
五
子
年
二
月

當
年

ハ
、

一
季
居
之
者
直

二
差
置
度
と
存
候
者
は
、

奉
公

一
四
〇
〇

賓
永
五
子
年
三
月

武
州
、
相
州
、
駿
州
去
冬
砂
積
候
村
々
、
私
領
方
所

田
畑

一
七
八

一

賓
永
五
子
年
三
月

前
々
よ
り
山
出
シ
金
、
其
外
は

つ
し
金

屑
金
下
か
ね

金
銀

二
二
八

賓
永
五
子
年
四
月

松
姫
君
様
松
平
若
狭
守
え
御
縁
組
被
仰

出
付
て
也
、

臨
時

=
ハ
九
五

賓
永
五
子
年
四
月

高
役
金
萬

石
以
下
之
上
納
、
は
か
取
不
申
候
、
末
え

御
切

二
三
九
四

賓
永
五
子
年
四
月

頃
日
籠

に
て
屋
體
の
こ
と
く
作
り
候
て
、
其
内

二
髪

物
も

二
七
二
五

寶
永
五
子
年
四
月

頃
日
町
中
に
て
、
遊
ひ
女

を
綿

つ
ミ
と
名
付
隠
置
、

歌
舞

四
六

賓
永
五
子
年
五
月

荒
井
町
此
度
就
所
替
、
從
舞
坂
、
荒
井
迄
船
路
、
拾

高
札

一
二
七
四

賓
永
五
子
年
五
月

荒

井
町
此
度
就
所
替
、
今

切
借
切
渡
船
之
儀
、
只
今

道
中

二
七
二
六

賓
永
五
子
年
五
月

宮

地
其
外
於
所

々
、
芝

居
致
座
元
候
者
井

役
者
又
は

歌
舞

二
九

一
一

賓
永
五
子
年
五
月

惣

て
婚
禮
有
之
節
辻

固
之
儀
、
其
通
り
筋
屋
敷
前

は

雜
之

二
二
二
四

賓
永
五
子
年
六
月

町
申

二
て
家
屋
敷
致
賓
買
候
節

、
町
禮
か
ろ
く
い
た

町
屋

二
三
〇

八

賓
永
五
子
年
六
月

近
年
下

々
奉
公
人
召
抱
、
請
状

い
た
し
、
不
引
越
、

奉
公

二
六
三
七

賓
永
五
子
年
七
月

町
中
牛
車
赦
多
牽
繽
申

間
敷
旨
、
前
々
も
度

々
相
鯛

町
駕

八
二
二

賓
永
五
子
年

八
月

八
重
姫
君
様
御
通
之
節
覚

御
女

一
五
三

一

蜜
永
五
子
年

八
月

風
立
候
聞
、
毎
度
相
鯛
候
通
、
火
之
元
之
儀
隨
分
大

火
事

八
二
三

寶
永
五
子
年
九
月

姫

君
様
御
通
り
之
節
、

早
ク
人
留
無
之
様
に
最
前
相

御
女

一
二
四
七

竇
永
五
子
年
九
月

祭
燈
其
外
之
儀
鯛
候
付

て
、
太
鼓
を
打
相
廻

候
、

火

祭
祕

一
五
三
二

賓
永
五
子
年
九
月

町
々
水
溜
桶
、
横
町
に
は

不
差
置
候
處
も
有
之
樣
相

火
事

一
八
五
入

賓
永
五
子
年
九
月

大
錢
之
儀
先
達
て
相
鯛
候
通
相
心
得
、
金
銀
小
錢

同

銅
錢

二
一
七
四

賓
永
五
子
年
九
月

當

子
年
寒
造
酒
分
量

之
儀
、
元
祿
十
丑
年
酒
造
米
五

酒
造

一=

七
五

寶
永
五
子
年
九
月

新
酒
賣
買
之
儀
、

不
差
免
以
前
商
亶
仕
間
敷
旨
、
先

酒
造

二
三
六

一

寶
永
五
子
年
九
月

町
中

日
用
取
者
、
無
札

又
は
前
之
月
之
札
を
翌
月
迄

日
雇

一
五
三
三

賓
永
五
子
年

一
〇
月

火

之
元
之
儀
、
度
々
被
仰
出
候
通
、
彌

入
念
候
様

二

火
事

二
七
二
七

賓
永
五
子
年

一
〇
月

町
申

に
、
は

い
た
差
置
聞
敷
旨
、

度
々
相
觴
候
處
、

歌
舞

二
二
九

寶
永
五
子
年

一
一
月

松
姫
君
樣
御
入
真
相
濟
付

て
、
御
規
儀
物
雷
付
相
渡

臨
時

二
三
〇

竇
永
五
子
年

一
一
月

御

入
輿
御
當
日
、
溜
詰
、
御
譜
代
衆
、
詰
衆
、
奏
者

臨
時

一
七
八
二

賓
永
五
子
年

一
一
月

去

々
年
も
相
解

候
通
、
御
藏
金
井

世
間
通
用
之
金
共

金
銀

二
七
六
九

賓
永
五
子
年

一
一
月

頃

日
町
中
所
々
え
盜

人
忍

入
、
衣
類
諸
道
具
被
盜
候

盜
賊

二
三

一

賓
永
五
子
年

一
二
月

御

三
家
御
城
附

え

臨
時
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九
三
二

賓
永
五
子
年

一
二
月

大
納
言
樣
御
疹
被
遊
候
付

疱
瘡

一
八
五
九

賓
永
五
子
年

晶
二
月

大
錢

通
用
之
儀
、
最
前

も
相
鯛
候
處
、
今
以
通
用
滞

銅
錢

二

一
七
六

竇
永
五
子
年

一
二
月

寒
造

之
新
酒
壷
買
差
免

候
間
、
勝
手
次
第
可
致
商
壷

酒
造

二
八
六

一

賓
永
五
子
年

=

一月

頃
日
町
方

に
お
ゐ
て
、
御

小
人
目
付
之
由
名
の
り
、

御
尋

四

一
二

賓
永
六
丑
年
正
月

一
〇
日

公
方
樣
就
薨
御
、
左
之
書
付
渡
之

御
法

四

一
三

竇
永
六
丑
年
正
月

明
十
二
日
、
御
三
家
始

不
及
出
仕
、

老
中
、
聞
部
越

御
法

四

一
四

竇
永
六
丑
年

正
月

出
仕

之
覺

御
法

四

一
五

賓
永
六
丑
年

正
月

御
出
棺
之
御
共
之
面
々
、
熨
斗
目
長
上
下
可
着
之
事

御
法

四

一
六

賓
永
六
丑
年
正
月

出
仕

之
覚

御
法

四

一
七

賓
永
六
丑
年

正
月

御
直
參

之
面

々
、
明
十
七
日
よ
り
髪
剃
可
罷
出
之
旨

御
法

四

一
八

寶
永
六
丑
年

正
月

御
棺
御
道
筋

御
法

四

一
九

賓
永
六
丑
年

正
月

参
詣
之
面

々
日
限
之
覚

御
法

四

二
〇

竇
永
六
丑
年

正
月

一
九
日

出
仕
之
覚

御
法

四

一=

寳
永
六
丑
年

正
月

二
〇
日

出
仕
之
覺

御
法

四
二
二

寶
永
六
丑
年

正
月

遠
嶋
御
預
改
易
追
放
被
仰
付
候
者
又
は
牢
舎
等
に
て

御
法

四

二
三

竇
永
六
丑
年

正
月

出
仕
之
覚

御
法

四
二
四

賓
永
六
丑
年
正
月

二
五
日

御
目
見
以
下
之
も

の
共

ハ
、

さ
か
や
き
そ
り
可
申
候

御
法

八
三
七

賓
永
六
丑
年

正
月

竹
橋
御
門
、
清
水
御
門
、

田
安
御
門
、
紅
葉
山
下
御

御

門

一
八
六
〇

寶
永
六
丑
年
正
月

大
錢
通
用
之
儀
、
差
支
候
儀

共
有
之
、
下

々
迷
惑
仕

銅
錢

一
三
九

賓
永
六
丑
年

二
月

向
後
參
勤
之
節

、
御
内
鐙
獻

上
物
無
用
二
可
仕
事
、

定
式

四
二
五

寶
永
六
丑
年
二
月

出
仕
之
覚

御
法

四
二
六

竇
永
六
丑
年

二
月

國
持
衆
、
外
様
壹
萬
石
以
上
、
表
高
家
、
寄
合
井

小

御
法

四
二
七

竇
永
六
丑
年

二
月

淨
光
院
樣
被
遊
薨
去
付
て
、

御

法

四
二
八

賓
永
六
丑
年
二
月

出
仕
之
資

御

法

四
二
九

竇
永
六
丑
年

二
月

御
譜
代
衆
、
高
家
衆
、
詰
衆
、
詰
衆
竝
、
番
頭
、
諸

御

法

四
三
〇

寶
永
六
丑
年
二
月

明
十
六
日
御
三
十
五
日
も
御
過
被
遊
候
間
、
御
月
額

御
法

四
三

一

竇
永
六
丑
年

二
月

出
仕
之
覚

御

法

四
三
二

寶
永
六
丑
年

二
月

今
度
御
法
事
付
、
大
赦
被
行
之
候
、
就
夫
、
諸
家
中

御

法

四
三
三

賓
永
六
丑
年

二
月
二
九
日

鳴
物
之
儀
、
所
作

二
仕
候
者
計
、
明
後
朔
日
よ

り
可

御
法

九
〇
二

賓
永
六
丑
年

二
月

袷
之
時
分
御
禮

日
等
に
は
、
以
前
之
通
熨

斗
目
袷
向

覆
服

二
五
〇

一

賓
永
六
丑
年

二
月

御
預
者
有
之
面
々
ハ
、
か
ろ
き
者
之
儀
を
も
、
其
預

御
仕

二
九

=

一

蜜
永
六
丑
年

二
月

日
記
方
御
右
筆

日
記
録
可
申
儀
承
合
之
節
、
委
細
可

雜
之

四
七

竇
永
六

丑
年

三
月

役
船
如
相
定
無
懈
怠
出
之
、
晝
夜

可
相
勤
事
、

高
札

一
四
〇

寶
永
六

丑
年

三
月

惣

て
近
年
、
年
始

五
節

句
月
次
御
禮
日
其
外
出
仕
之

定
式

一
四

一

賓
永
六

丑
年

三
月

上
様
御
壷
様
え
年
中
獻
上
物
之
儀
、
御
先
代
之
格
之

定
式
.

二
三
二

賓
永
六

丑
年

三
月

御
代
替
御
禮

二
付
、
登
城
之
覺

臨
時

四
三
四

賓
永
六

丑
年

三
月

三
月

七
日

高
家
衆
、
詰
衆
、

同
嫡
子
、
詰
衆
竝

御
法

四
三
五

竇
永
六
丑
年

三
月

御
忌
明

二
付
、
來

月
朔

日
御
肴

一
種
可
被
獻
之
候
、

御
法

一
七

八
三

竇
永
六
丑
年

三
月

箔
週
上
向
後
御
免
候
間
、
其
段
可
被
申
渡
候

金
銀

一
七
八
四

賓
永
六
丑
年

三
月

箔
座
相
止
、
箔
運
上
も
御
免
被
成
候
由
被
仰
出
候
、

金
銀

二

一
七
七

寶
永
六
丑
年

三
月

酒
運
上
向
後
御
免
候
、
御
料
私
領
共
可
被
存
其
・趣
候

酒
造

二
六
三
八

寶
永
六
丑
年

三
月

環
日
辻
駕
籠

二
戸
を
捲
、

又
は
す
た
れ
を
お
ろ
し
、

町
駕

二
七
九
四

寳
永
六
丑
年

三
月

頃
日
於
町
方
博
奕
か
ま
し
き
儀
有
之
由
相
聞
候
、
前

博
奕

二
三
三

竇
永
六
丑
年

四
月

御
代
替
之
御
魂

儀

.

臨
時

二
三
四

賓
永
六
丑
年

四
月

五
月
朔

日
將
軍
宣
下

二
付
、
御
家
門
方
始
壷
萬
石
以

臨
時

二
三
五

鬢
永
六
丑
年

四
月

明
朔
日
將
軍
成
被
爲
遊
候
間
、
町
中
家
持
は
不
及
申

臨
時

二
五
二
九

簟
永
六
丑
年

四
月

猪
鹿
狼
多
出
、
田
畑
荒

し
、
人
馬
え
も
掛

り
候
節

は

鐵
炮

二
九

一
三

賓
永
六
丑
年

四
月

來
十

一
日
月
次
講
釋
有
之
候
、
毎
月
十
日
月
次
講
釋

雜
之

八
六
七

寶
永
六
丑
年

五
月

右
御
門
之
内

二
て
、

暑
氣

之
笛
も
天
氣
能
碕
分

ハ
、

御
城

二
三
〇
九

賓
永
六
丑
年
五
月

先
達

て
相
鯛
候
通
、
奉
公
人
之
請
状
近
年
別
て
不
埒

奉

公

二
六
三
九

賓
永
六
丑
年

五
月

辻
駕
籠

二
乘
候
も
の
、
定

之
外

一
切
乘
申
問
敷
旨
、

町
駕

二
三
六

竇
永
六
丑
年
六
月

御
耋
樣
御
叙
位
之
御
祝

儀

臨
時

二
三
七

寶
永
六
丑
年
六
月

將
軍
宜
下
付
、
大
赦
被

行
之
、
就
夫
諸
家
中
井

領
分

臨
時

二
三
六
二

賓
永
六
丑
年
六
月

近
年
鳶
之
者
共
我
儘

二
成
、
於
所

々
あ
は
れ
不
届

二

日
雇

二
三
九
五

竇
永
六
丑
年

六
月

頃
日
女
順
禮
大
勢

つ
れ
に
て
町
々
勤
進
い
た
し
あ
る

物

も

二
六
四
〇

竇
永
六
丑
年

六
月

牛
車
数
多
牽
續
不
申
、
聞
を
明
ケ
、
往
來
之
障

二
不

町
駕

二
六
七
二

賓
永
六
丑
年

六
月

頃
日
町
々
に
て
夜
中
躍
有
之
樣
相
聞
、
不

届
二
候
、

相
撲

二
七

二
八

賓
永
六
丑
年

六
月

町
中
に
、
あ

そ
ひ
女
を
綿
摘
抔

と
名
付
、
か
く
し
置

歌
舞

二
八
二
三

寶
永
六
丑
年

六
月

頃
日
町
中

二
て
あ
は
れ
も
の
多
、
鳶
之
者

と
も
別
て

狼
藉

四
三
六

賓
永
六
丑
年
七
月

常
憲
院
樣
御
佛
前
え
、
御

三
家

始
諸
大
名
よ
り
銅
燈

御
法

九
〇

三

竇
永
六
丑
年
七
月

當
春
よ

り
熨
斗
目
着
候
分
は
、
七
夕
入
朔
白
帷
子
着

薩
服

九
〇

四

賓
永

六
丑
年
七
月

重
陽
出
仕
衣
服
之
儀
、
向
後
萬
石
以
上
は
花
色
之
小

禮
服

一
六
九
六

蜜
永
六
丑
年
七
月

先
々
よ
り
拜
借
金
銀
被
仰
付
候

面
々
、
年
久
敷
儀

二

御
切

二
七
二
九

賓
永
六
丑
年
七
月

狂
言
芝
居
野
郎
井
狂
言

二
不
出
前
髪
有
之
も
の
、
外

歌
舞

九
〇

五

寶
永
六
丑
年

八
月

重
陽
出
仕
之
節
、
花
色
小
袖
着
用
之
儀
、
壹
萬
石
以

醴
服

二
〇
七
九

賓
永

六
丑
年

八
月

今
度
御
普
請
場

よ
り
銅
瓦
盜
出
致
商
賣
由
相
聞
候
、

諸
商

二
七
七
〇

蜜
永
六
丑
年

入
月

頃
日
町
申
所
々

二
お

ゐ
て
、

金
銀
衣
類
等
被
盜
候
由

盜
賊

二
三
八

寶
永
六
丑
年
九
月

御
移
徒
之
御
親
儀

臨
時

八
二

賓
永
六
丑
年

一
〇
月

禁
裏
御
移
徒
之
御
親
儀
以
使
者
可
被
獻
候
、
日
限
之

禁
裏

八
三

賓
永
六
丑
年

一
〇
月

主
上
御
疱
瘡
御

酒
湯

之
御
親

儀
、
以
使
者
可
被
獻
候

禁
裏

一
四
二

賓
永
六
丑
年

一
〇
月

今
晩
玄
猪
御
親

有
之
、

定
式

四
三
七

賓
永
六
丑
年

一
〇
月

水
戸
中
將
殿
逝
去
付

て
、
明
十

三
日
惣
出
仕
、

御
法

一
八
六

一

賓
永
六
丑
年

一
〇
月

頃
日
錢
相
場
高
直

二
有
之
由
、
依
之
御

老
中
え
窺
之

銅
錢

二
五
三
〇

賓
永
六
丑
年

一
〇
月

頃
日
、
在

々
所
々
江
戸
近
邊

二
て
も
、
獵
師

二
て
無

鐵
炮

二
六
四

一

寳
永
六
丑
年

一
〇
月

辻
駕
籠

二
乘
候
も
の
、
定
之
外

一
切
乘
申
聞
敷
旨
、

町
駕

二
七
七

一

賓
永
六
丑
年

一
〇
月

今
以
町
方
盜
人
致
徘
徊
候
之
由
相
聞
候
、
最
前
も
度

盜
賊

二
三
九

蜜
永
六
丑
年

一
一
月

御
移
徒
付

て
、
御
本

丸
え
溜
詰
、
御
譜

代
衆
、
高
家

臨
時

四
三
八

賓
永
六
丑
年

一
一
月

今
度
於
東
叡
山
常
憲
院
様
御
法
事
付
て
、
左
之
書
付

御
法

四
三
九

賓
永
六
丑
年

一
一
月

於
東
叡

山
御
法
事
申
、
下
馬
下
乘
之
覚

御
法

四
四
〇

賓
永
六
丑
年

一
一
月

中
堂

二
て
拜
禮
之
次

第

御
法

一
二
九
九

竇
永
六
丑
年

一
一
月

今
度
諸

國
巡
見
雖
被

仰
付
、
國
繪
圖
城
繪
圖
無
用
之

諸
國

一
三
〇
〇

蜜
永
六
丑
年

一
一
月

今
度
諸

國
巡
見
之
面

々
え
、
先
規
巡
見
之
道
筋
井
泊

諸
國

二
七
七
二

竇
永
六
丑
年

一
一
月

璽
日
於
所

々
出
火
附

火
も
有
之
、
其
上
小
盜
人
今

以

盜
賊

四
四

一

賓
永
六
丑
年

=

一月

淨
光
院
樣

一
囘
御
忌
御
法
事
之
節

、
御
香
奠
獻
上
之

御
法

八
六
八

賓
永
六
丑
年

=

一月

近
年
四
晶
之
面

々
供

二
布

衣
白
張
着
シ
、

召
連
候
も

御
城

九
〇
六

寶
永
六
丑
年

=

一月

四
品
以
上
之
面

々
、
來
年
始
よ

り
、
向
後
装
束
下
二

禮
服

二
五

三

一

蜜
永
六
丑
年

一
二
月

江
戸
於
近
邊
、
猟
師

二
て
無
之
も

の
、
鐵
炮

二
て
致

鐡
炮

四
四
二

賓
永
七
寅
年
正
月

上
野
、
増
上
寺
御
佛
殿
御
參
詣
之

日
還
御
以
後
、
參

御
法

九

三
三

竇
永
七
寅
年
正
月

疱
瘡
麻
疹

疱
瘡

九
三
四

賓
永
七
寅
年
正
月

疱
瘡
麻
疹

疱
瘡

一
五
三
四

賓
永
七
寅
年
正
月

近
所
火
事
又
ハ
風
筋
惡
敷
候

ハ

、
、
御
城
え
罷
出

つ

火
事

一
六
四
六

竇
永
七
寅
年
正
月

只
今
迄
新
地
之
所
有
之
普
請
仕
候
節

ハ
、
新
地
奉
行

普
請

二
四

一
五

竇
永
七
寅
年
正
月

海
手
澪
浚
御
入
用

二
付
、
廻
船
海
船
漁
船
去
年
申
迄

廻

船

二
六
四
二

竇
永
七
寅
年

二
月

借
駕
籠
之
儀
、
定
之
外
之
も
の

一
切
爲
乘
聞
敷
候
、

町
駕

八
八
四

竇
永
七
寅
年

三
月

東
海
道
新
居
渡
場
御
普
請
被
仰
付
候
、
以
後
渡
海
能

參
勤

九
六

一

寶
永
七
寅
年

三
月

御
先
代
御
清
之
儀
雖
詳
有
之
、

至
末

々
に

ハ
、
差
支

忌
服

七

竇
永
七
寅
年
四
月

武
家
諸
法
度

武
家

八
三
八

賓
永
七
寅
年

四
月

所

々
御
門
番
所

二
て
、
振
舞
か
ま
し
き
事
有
之
樣

二

御
門

八
八
五

賓
永
七
寅
年

四
月

參
勤
之
諸
大
名
井

遠
國
御
役
人
等
御
當
地
參
着
之
儀

參
勤

一
七
八
五

賓
永
七
寅
年

四
月

先
年
新
金
吹
直
有
之
處
、
金
之
位
悪
敷
、
折
損
し
も

金
銀

一
七
八
六

賓
永

七
寅
年

四
月

今
度
金
吹
直
被
仰
付
、
後
藤
庄

三
郎
居
宅

二
て
吹
直

金
銀

一
七
八
七

竇
永

七
寅
年

四
月

金
吹
直

シ
に
て
向
後
貳
朱
判
相
止
候
二
付
、
持
合
候

金
銀

一
九
五
六

賓
永

七
寅
年

四
月

諸
職
人
内
、
武
藏
守

と
申
受
領
名

つ
き
候
者
有
之
候

諸
職

二
八
二
四

寶
永

七
寅
年

四
月

先
年
有
之
候
男
た
て
之
類
井

鳶
之
者
等
、
蜃
日
町
人

狼
藉

七
九
五

寶
永

七
寅
年
五
月

御
成
之
節

雨
降
候

ハ
〉
、
御
供
之
面
々
か
さ
合
羽
御

御
成

二
五
六
六

寶
永

七
寅
年
五
月

店
之
者
井

出
入
有
之
者
を
見
出
候
て
も
、
預
ケ
計

二

公
事

二
八
六
二

賓
永

七
寅
年
五
月

頃
日
町
方
え
所
々
役
人
之
由
申
、

紛
敷
者
又

々
致
徘

御
尋

一
四
三

蜜
永

七
寅
年
六
月

獻
上
物

に
毛
織
革
類
先
規
差
上
之
、
近
年
相
止
候
分

定
式

八
六
九

賓
永

七
寅
年
六
月

召
連
候
供
之
者
共
、
御
城
廻

笠
き
せ
申
間
敷
旨
、
最

御
城

一
=
ハ
五

賓
永

七
寅
年
六
月

頃
日
江
戸
井

近
邊
に
て
鳥
を
さ
し
候
者

こ
れ
あ
る
よ

殺
生

一
七
八
八

寶
永

七
寅
年
六
月

武
家
方
引
替
金
之
事
、
町
人
方

へ
相
渡
引
替
候
樣

二

金
銀

二
八
四
二

賓
永

七
寅
年
六
月

諸
大
名
之
留
守
居
之
者
と
も
、
公
儀
向

之
勤

二
付
て

異
説

九
七
八

賓
永

七
寅
年
七
月

親
類
遠
頽
之
内
、
養

子
に
司
仕
者
有
之
候
處

二
、
其

養
子

一
九
五
七

賓
永

七
寅
年
七
月

御
當
地

町
々
屋
根
屋
共
、
出
入
之
屋
敷
井
町
方
屋
根

諸
職

二
三
九
六

竇
永
七
寅
年
七
月

女
順
禮

町
々
致
勧
進
、
其
外
念
佛
講
申
之
者
申
合
、

物
も

二
四
〇

賓
永
七
寅
年

八
月

竹
姫
君
樣
御
事
、
有
栖
川
殿
え
御
縁
組
今
日
被
仰
出

臨
時

九
六
二

賓
永
七
寅
年

八
月

聖
堂
御
參
詣

二
付
、
御
供
相
勤
候
者
不
及
精
進
事
、

忌
服

二
三

一
〇

寶
永
七
寅
年

八
月

町
申
致

人
宿
候
者
之
儀

二
付
、
前

々
よ
り
度

々
相
鯛

奉
公

(63)



二
七
七
三

賓
永
七
寅
年
八
月

此
間
は
町
申
小
盜
人
別

て
多
有
之
由
風
聞
有
之
候
處

盜
賊

二
七
九
五

貨
永
七
寅
年
閏
八
月

博
奕
仕
間
敷
之
旨
、
前

々
よ
り
度
々
相
觸
候
虚
、
た

博
奕

四
四
三

賓
永
七
寅
年
九
月

清
揚
院
樣

三
十
三
囘
御
忌
也
、

御
法

四

四
四

竇
永
七
寅
年
九
月

常
憲
院
樣

三
囘
御
忌
也
、

御
法

一
七
八
九

竇
永
七
寅
年

九
月

上
方
筋
よ

り
僞
為
替
金
之
儀
、
武

士
方
町
方
共
、

只

金
銀

二
四
六
六

寶
永
七
寅
年

九
月

芝
口
御
門

二
付
候
橋
は
、
芝
口
橋

と
申
筈

二
候
間
、

御
堀

二
六
七
三

寶
永
七
寅
年

九
月

先
年
も
度

々
相
觸
候
通
、
こ
ま
廻

し
候
儀
停
止
之
處

相
撲

八
四

竇
永
七
寅
年

一
〇
月

御
即
位

二
付
、
御
祝
儀
物

禁
裏

二
三

一
一

竇
永
七
寅
年

一
〇
月

前
方
奉
公
人
入
口
請
人
吟
味
、
名

主
共
書
出
候
節
、

奉
公

二
四

一

寶
永
七
寅
年

一
一
月

.一日

竹
姫
君
樣
被
爲
御

言
入
之
御
親
儀
、
在
府
之
萬
石
以

臨
時

八
三
九

寶
永
七
寅
年

一
一
月

右
御
門
よ

り
内
え

ハ
、
老
申
、
越
前
守
、
若
年
寄
申

御
門

三
〇

一
〇

寶
永
七
寅
年

=

月

今
日
琉
球
人
到
着
申
候
間
、
致
見
物
候
者
共
、
前
方

琉
球

三
〇

一
一

寮
永
七
寅
年

一
一
月

琉
球

人
參
候

二
付
、
見
物

二
罷
出
候
者
共
大
勢
可
有

琉
球

三
〇

一
二

寶
永
七
寅
年

一
一
月

一
〇

日

明
日
琉
球
人
御
當
地
え
參
着
申
候

間
、
町
中
不
作
法

琉
球

三
〇

一
三

寶
永
七
寅
年

一
一
月

來
ル
十
八
日
琉
球

人
松
平
薩
摩
守
芝
下
屋
敷
よ
り
將

琉
球

三
〇

一
四

竇
永
七
寅
年

一
一
月

明
廿
六
日
琉
球
人
上
野
御
宮
え
參
詣
致
候
道
筋
、
松

琉
球

一
四
四

賓
永
七
寅
年

一
二
月

歳
暮

之
爲
親

儀
、
老
申
、
越
前
守
、
中
務
大
輔
、
若

定
式

六
九
八

竇
永
七
寅
年

一
二
月

萬

石
以
上
之
面
々
え
領
知
之
御
判
物
御
朱
印
被

下
付

御
朱

二
六
四
三

寶
永
七
寅
年

=

一月

借
鴛
籠
之
儀
、
定
之
外
之
者

一
切
爲
乘
間
敷
旨
、
駕

町
駕

三
〇

一
五

賓
永
七
寅
年

一
二
月

明
四
日
天
氣
能
有
之
候
得
は
、
琉
球
人
御
三
家
方
え

琉
球

三
〇

一
六

賓
永
七
寅
年

一
二
月

明
十
八
日
朝
五
ッ
半
時
よ
り
琉
球
人
御
當
地
出
足
二

琉
球

一
五
三
五

寶
永
八
卯
年
正
月

頃

日
は
雨
遠
ク
、
切

々
風
立
候
間
、
毎
度
相
鯛
候
通

火
事

七
九
六

竇
永
八
卯
年

二
月

自
今
御
成
之
節
、
町
之
者
共
男
女
共
に
無
御
構
候
間

御
成

二
三

一
二

賓
永
八
卯
年

二
月

去
八
月
町
中
人
宿
共
組
合
二
申
付
候
節

、
親
類

又
ハ

奉
公

二
六
四
四

寳
永
八
卯
年

二
月

借
駕
艇
に
戸
井
簾
か
け
申
間
敷
旨
度
々
相
鯛
候
處
、

町
駕

六
九
九

賓
永
八
卯
年

三
月

御
朱
印
頂
戴
之
寺
社
之
輩
、

不
依
寺
社
領

之
多
少
、

御
朱

一
五
三
六

寶
永
八
卯
年

三
月

出
火
之
節
、

町
人
共
高
挑
燈

に
て
火
事
場
え
參
候
樣

火
事

二
三

=

二

蜜
永
八
卯
年

三
月

奉
公
人
下
請
取
候
儀
、

入
宿
共
吟
味
強
候

二
付
、
在

奉
公

二
三

一
四

寶
永
八
卯
年

三
月

前

々
相
觸
候
通
、

一
季

居
之
奉
公
人
男
女

と
も
、

三

奉

公

二
三

一
五

寶
永
八
卯
年

三
月

出
替
之
奉

公
人

へ
ん

へ
ん
と
浪
人

二
て
差
置
申
間
敷

奉

公

二
七

三
〇

賓
永
八
卯
年

三
月

遊
女
壷
女

堅
差
置
間
敷
由
、
前

々
よ
り
度

々
相
鯛
候

歌
舞

七
〇
〇

寶
永
八
卯
年
四
月

寺
社
之
外

二
も
御
代
々
御
朱
印
頂
戴
之
者
有
之
候

ハ

御
朱

二
四
六
七

竇
永
八
卯
年
四
月

町
中
芥
捨
候
儀
、
近
キ
頃
猥

二
罷
成
、
永
代
浦
え
は

御

堀

二
九
六

八

寶
永
八
卯
年
四
月

當
秋
從
朝
鮮
國
信
使
來
聘
付
て
於
馳
走
之
所

々
、
萬

朝
鮮

二
九
六
九

寶
永

八
卯
年
四
月

此
度
朝
鮮

人
來
聘

二
付
、
町
中
普

請
修
復
等
來

ル
六

朝
鮮

四
八

正
徳
元
卯
年
五
月

親
子
兄
弟

夫
婦
を
始
め
、
諸
親
類

に
し
た
し
く
、
下

高
札

七

一

正
徳
元
卯
年
五
月

閲
所
を
出

入
る
輩
、
笠
頭
巾
を
と
ら
せ
て
通
す

へ
き

關
所

七
二

正
徳
元
卯
年
五
月

闕
所
を
出

入
る
輩
、
乘
物

の
戸
を
ひ
ら
か
せ
、
笠
頭

關
所

二
六

四
五

正
徳
元
卯
年
五
月

辻
駕
籠
員
数
之
儀
、
寺
社
方
町
方

御
代
官
所
共
相
究

町
駕

二
八
四
三

正
徳
元
卯
年
五
月

近
き
比
町
方
に
て
、
疱
瘡

の
願
立

之
由

に
て
、
小
兒

異
説

二
九
七
〇

正
徳
元
卯
年
五
月

朝
鮮
信
使
經
過
の
道
驛
橋
渡
往
來

之
煩
な
く
、
人
夫

朝
鮮

二
九
七

一

正
徳
元
卯
年
五
月

朝
鮮
信
使
經
過
の
時
道
驛
橋
渡
人
夫
船
馬
等
、
往
來

朝
鮮

四
四
五

正
徳
元
卯
年
六
月

桂
昌
院
樣
七
囘
御

忌
御
法
事
付
、

左
之
書
付
相
渡
之

御
法

二
六
七
四

正
徳
元
卯
年
六
月

於
町
々
、
町
人
共
相
撲
取
を
拘
置
、
寄
集
、
相
撲
を

相
撲

二
九
七
二

正
徳
元
卯
年
六
月

今
度
朝
鮮
人
來
聘
付
、
諸
大
夫
以
上
衣
冠
井

狩
衣
之

朝
鮮

二
九
七
三

正
徳
元
卯
年
六
月

右
、
國
々
知
行
所
有
之
面

々
、
當

七
月

八
月
頃
朝
鮮

朝
鮮

八
五

正
徳
元
卯
年
七
月

京
都

近
邊
禁
裏
仙

洞
御
料
有
之
候

所
々
、
境
杭
等
に

禁
裏

八
六

正
徳
元
卯
年
七
月

町
申

見
世
之
看
板
抔

二
禁
裏
御
用
仙
洞
御
用
等
と
有

禁
裏

八
七

正
徳
元
卯
年
七
月

町
中
見
世
之
看
板
抔

二
御
所
御
用
等

と
有
之
候

ハ
Σ

禁
裏

一
四
五

正
徳
元
卯
年
七
月

帝
鑑

之
間
列
柳
之
間
列
交
替
寄
合
表
高
家
右
五
節
句

定
式

一
四
六

正
徳
元
卯
年
七
月

年
始

五
節

句
月
次
御
禮
之
節
、
御
次

一
同
御
目
見
之

定
式

一
四
七

正
徳
元
卯
年
七
月

於
大
廣
間
、
節
句
御
禮
之
面
々
、
向
後
九
人
宛
差
出

定
式

八
四
〇

正
徳
元
卯
年
七
月

此
度

之
御
門
、
御
中
門
と
唱

可
申
候
、

御
門

八
四

一

正
徳
元
卯
年

七
月

御
内
曲
輪
之
内
え
供
之
物
共
笠
着
候
儀
、
無
用
可
仕

御
門

八
七
〇

正
徳
元
卯
年

七
月

供
廻

り
之
者
、
御
曲
輪
御
門
之
内

天
氣
能
賻
分
、
笠

御
城

二
九
七
四

正
徳
元
卯
年

七
月

今
度
朝
鮮
人
罷
通
道
筋
之
町
々
こ
て
、
御
徒
目
付
、

朝
鮮

二
九
七
五

正
徳
元
卯
年

七
月

毎
度
相
鵤
候
通
、
火
之
元
之
儀
随

分
大
切

い
た
し
、

朝
鮮

二
九
七
六

正
徳
元
卯
年

七
月

朝
鮮
人
え
音
物
之
銀
、
京
、

大
坂
、
駿
府
、
其
外
音

朝
鮮

二
九
七
七

正
徳
元
卯
年
七
月

朝
鮮
信
使
道
中
往
來
共
に
書
簡
之
輿
通
り
候
時
、
下

朝
鮮

二
九
七

八

正
徳
元
卯
年
七
月

朝
鮮
人
來
聘

二
付
、
逗
留
之
間
町
中
自
身
番
、
中
番

朝
鮮

一
三
〇

一

正
徳
元
卯
年

八
月

諸
道
巡
搬

使
言

上
之
趣
に
就
て
、

國
郡
の
治
否
悉
く

諸
國

二
六
四
六

正
徳

元
卯
年

八
月

借
シ
駕
籠

二
焼
印
無
之
も
相
見
え
、
其
上
定
之
外
之

町
駕

二
七

三

一

正
徳

元
卯
年

八
月

町
中

二
賀
女
を

か
く
し
置
候
儀
、
前

々
よ
り
停
止
申

歌
舞

二
九
七
九

正
徳

元
卯
年

八
月

朝
鮮
信
使
屋
鋪

の
前
を
經
過
の
節
、
各
警
固

の
者
を

朝
鮮

一
七
九
〇

正
徳

元
卯
年
九
月

雨
替
切
賃
近
き
頃
高
直
に
有
之

二
付
、
去
比
兩
替
町

金
銀

一
七
九

一

正
徳

元
卯
年
九
月

唯
今
迄
金
座

二
て
、
兩
替
屋
共
元
祿
金
と
新
金
引
替

金
銀

二
九

八
〇

正
徳

元
卯
年
九
月

朝
鮮
人
來
聘

二
付
、
獻
上
之
鷹

馬
、
近
日
御
當
地
え

朝
鮮

二
九

八

一

正
徳

元
卯
年
九
月

朝
鮮
人
献
上
之
御
鷹
井

御
馬
、
明
廿
六
日
川
崎
え
令

朝
鮮

一
七
九

二

正
徳

元
卯
年

一
〇
月

元
祿
壼
分
判
爲

引
替
、
金
座
え
出
し
申
聞
敷
旨
、
先

金
銀

二
九

八
二

正
徳

元
卯
年

一
〇
月

朝
鮮
人
江
戸
着

近
寄
候
間
、
町
中
火
之
用
心
彌
可
入

朝
鮮

二
九

八
三

正
徳

元
卯
年

一
〇
月

町

々
夜
更
人
通
候
節

送
り
候
事
、
先
頃
も
申
渡
候
得

朝
鮮

二
九
八

四

正
徳

元
卯
年

一
〇
月

朝
鮮
人
登
城

二
付
、
出
仕
之
面
々
鞘
卷
野
太

刀
之
内

朝
鮮

二
九
八
五

正
徳

元
卯
年

一
〇
月

明
後
廿
九
日
朝
鮮
信
使
御
禮
付

て
、
衣
冠
下
襲
太
刀

朝
鮮

二
九
八
六

正
徳

元
卯
年

一
〇
月

朝
鮮
人
來
聘

二
付
、
見
物
之
者

二
階
格
子
ニ
ハ
翠
簾

朝
鮮

一
五
三
七

正
徳

元
卯
年

一
一
月

町
々
夜

更
人
通

り
候
箚

、
送
り
候
事
、
前
方
も
度
々

火
事

二
九
八
七

正
徳

元
卯
年

一
一
月

今
度
朝

鮮
人
江
戸
逗
留
申
、

町
方
火
之
元
之
儀
、
別

朝
鮮

二
九
八
八

正
徳

元
卯
年

一
一
月

朝
鮮
人
御
禮
御
饗
應
御
暇
相
濟

候
付
、
妙
十

二
日
惣

朝
鮮

七
〇

一

正
徳

元
卯
年

一
二
月

萬
石
以
下
之
面

々
領
地
郡
村
被
相
改
之
、
今
度
香
付

御
朱

九
〇

七

正
徳
元
卯
年

一
二
月

正
月
朔

日
二
日
之
御
禮
、

六
日
寺
社
御
禮
之
節
、
諸

禮
服

九
〇

八

正
徳
元
卯
年

一
二
月

正
月
朔

日
二
日
六
日
之
御

禮
之
節

、
進
物
番
は
只
今

禮
服

九
〇

九

正
徳
元
卯
年

=

一月

二
月
朔

日
御
鏡
御
頂
戴
勅

使
御
對
顔
勅
答
右
之
節
、

禮
服

一
六
四
七

正
徳
元
卯
年

一
二
月

江
戸
遠

國
共

二
、
御
役
屋
敷
え
引
移
相
勤
候
面
々
、

普
請

一
九
四
二

正
徳
元
卯
年

一
二
月

秤
之
直
段
貳
匁
相
増
、
向

後
壹
挺

二
付

五
匁
五
分
宛

升
秤

二
〇
八
〇

正
徳
元
卯
年

一
二
月

町
方
質

屋
古
着
屋
共
、
猥

二
ま
き
ら

ハ
し
き
質
物
取

諸
商

二
七
七

四

正
徳
元
卯
年

一
二
月

此
頃
盜
人
多
有
之
由
相

聞
候
、
先
達
て
相
鯛
候
通
、

盜
賊

二
七
九

六

正
徳
元
卯
年

=

一月

前
々
度

々
相
觸
候
通
、
町
方

に
て
と
み
つ
き
又
は
大

博
奕

七
三
三

正
徳

二
辰
年
正
月

御
宮
御
佛
殿
御
參
詣

之
時

分
供
奉
之
面

々
、
侍
從
、

御
上

一
五
三
八

正
徳

二
辰
年
正
月

頃

日
火
事
場
え
早
乘
相
見
候
由

二
候
、
前
々
よ
り
御

火
事

二
〇

八

一

正
徳

二
辰
年
正
月

所

々
下
馬
え
食
物
の
ミ
物
草
履

ハ
ら
ん
ち
持
來
、
供

諸
商

二
九

一
四

正
徳

二
辰
年
正
月

日
記
改
之
儀
被
仰
出
、
久

世
大
和
守
、
森
川
出
羽
守

雜

之

七
三
四

正
徳

二
辰
年
二
月

先
年

日
光
山
御
成
之
節
、
諸
向
之
勤
方
其
向
々
よ

り

御
上

一
二
七
五

正
徳

二
辰
年
二
月

近
年
以
來
道
申
往
還

之
輩
入
馬
之
數
も
多
ク
、
荷
物

道
中

一
五
三
九

正
徳

二
辰
年
二
月

町
中
常

々
家
業

二
付

て
火
を
用
ひ
候
輩

ハ
、

火
之
用

火
事

一
六
九
七

正
徳

二
辰
年
二
月

去
ル
八
日
火
事

之
節
、
類
燒
之
内
勤
有
之
分
は
、
夏

御
切

一
七
九

三

正
徳

二
辰
年
二
月

近
き
頃
よ
り
御
當
地
兩
替
屋
其
外
町
人
共
方

よ
り
、

金
銀

二
三

=

ハ

正
徳

二
辰
年
二
月

前

々
相
鯛
候
通
、

一
季
居
之
奉
公
人
男
女
と
も
に
、

奉

公

八
八

正
徳

二
辰
年

三
月

唯
今
迄
は
勅
答

と
申
來
候
得
共
、
向
後
禁
裏
御
所
方

禁
裏

九

一
〇

正
徳

二
辰
年

三
月

東
叡
山
、
増
上
寺
え
公
家
衆
參
詣
之
節

、
辻

固
其
外

禮
服

一
二
七
六

正
徳

二
辰
年

三
月

御
用
に
て
道
申
往
來
之
面

々
御
朱
印
人
馬
之
外
、
添

道
中

=

一七
七

正
徳

二
辰
年

三
月

公
家
衆
、
門
跡
方
道
中
往
來
之
時
は
、
人
足
三
十
貳

道
中

=

一七

八

正
徳

二
辰
年

三
月

京
、
大
坂
、
駿
府

三
度
飛
脚
之
儀
此
聞
相
鯛
候
處
、

道
中

一
七
九

四

正
徳

二
辰
年

三
月

頃

日
新
金
古
金

之
譯
を
立
、
致
兩
替
候
由
相
聞
、
不

金
銀

一
九

四
三

正
徳

二
辰
年

三
月

升
之
直
段
壹
匁

八
分
相
増
、
向
後
亶
升
升
壷
挺

二
付

升
秤

四
四
六

正
徳

二
辰
年

四
月

嚴
有
院
樣
三
十

三
囘
御
忌
也
、

御
法

四
四
七

正
徳

二
辰
年

四
月

前

々
之
通
、
御

法
事
中
、
式
日
立
合
、
内
寄
合
可
被

御
法

四
四

八

正
徳

二
辰
年

四
月

於
申
堂
拜
禮
之
次
第

御
法

四
四
九

正
徳

二
辰
年

四
月

御
香
奠
獻
上
之
儀
、

二
十
五
囘
御
忌
之
通

御
法

八
八
六

正
徳

二
辰
年

四
月

諸
大
名
參
勤
之
節
、
召
連
候
人
激
之
事
、
禿
和
元
年

參
勤

九

一
一

正
徳

二
辰
年

四
月

豫
參
之
面
々
衣
冠
無
下
襲
、

太
刀
可
帶
之
、
御
役
勤

禮
服

九

一
二

正
徳

二
辰
年

四
月

月
次
御
禮
之
外
、
今
日
之
通
不
時

之
御
禮
衆
抔
有
之

禮
服

一
二
七
九

正
徳

二
辰
年

四
月

中
山
道
筋

二
て
荷
物
附
替
候
節
、
人
馬
無
之
由
を
申

道
中

八
九

正
徳

二
辰
年
五
月

此
度
禁
裏
御
所
方
御
普
請

二
付
、
御
築
地
料
如
先
規

禁
裏

四
五
〇

正
徳

二
辰
年
五
月

御
法
事
相
濟
候
付
、
來
ル
九
日
惣
出
仕
之
事
、

御
法

四
五

一

正
徳

二
辰
年
五
月

國
持
大
名
、

四
品
以
上
之
面
々
、
束
帶

二
て
太
刀
帶

御
法

=
二
八
五

正
徳

二
辰
年
五
月

萬
石
以
下
之
面

々
、
知
行
所
郷
村
之
書
付
當
年
九
月

領
知

二
五
〇
二

正
徳

二
辰
年
五
月

奉
行
所
え
囚
人
を
召
連
候
節
、

又
は
捕
方

二
つ
れ
あ

御
仕

二
八
二
五

正
徳

二
辰
年
五
月

頃
日
所
々
に
お

い
て
鳶
之
も
の
あ
は
れ
候
之
由
相
聞

猿
籍

一
四

正
徳

二
辰
年
六
月

寄
合
之
式

日
、
毎
月
二
日
十

一
日
廿

一
臼
、
諸
奉
行

御
條

(64)



一
四
八

正
徳

二
辰
年

六
月

嘉
定
御
親
儀
之
節

、
布

衣
以

下
之
寄
合
、
五
百
石
以

定
式

八
四
二

正
徳

二
辰
年

六
月

所
々
御

門
番
人
數
之
覺

御
門

一コ

九
九

正
徳

二
辰
年

六
月

上
屋
敷

之
外
所
々
屋
敷
、
次

二
拘
屋
敷
之
分
、
所
井

武
士

七
三

正
徳

二
辰
年

七
月

此
關
所
を
通
罷
上
之
輩
、
番
所
之
前
に
て
、
笠
頭
巾

關
所

一
〇

二
二

正
徳

二
辰
年
七
月

前
々
よ
り
、
諸
職
人
町
人
等
え
御
用
申
付
候
諸
役
所

諸
役

一
〇
二
三

正
徳

二
辰
年

七
月

大
奥
井
御
部
屋
方

女
中

よ
り
表
方
御
役
人
え
、
親
類

諸
役

二
二
二
五

正
徳

二
辰
年

七
月

先
達
て
相
觸
候
町
人
抱

屋
敷
預
り
地
之
儀
、
彌
念
入

町
屋

四
九

正
徳

二
辰
年

八
月

前
々
よ
り
浦

々
高

札
相
建
、

公
儀
之
船
は
不
及
申
、

高
札

一
三
〇
二

正
徳

二
辰
年

八
月

今
度

國
々
御
料
所
村
々
巡
見
被
指
遣
候
付
、
右
面
々

諸
國

一
三
〇
三

正
徳

二
辰
年

八
月

今
度

國
々
御
料
所
村
々
巡
見
被
差
遣
候
付
、
右
面
々

諸
國

二
四

一
六

正
徳

二
辰
年

八
月

西
國
、
中

國
、
北
國
筋

よ
り
、
江
一尺

大
坂
え
相
納

廻

船

一
五

正
徳

二
辰
年

九
月

評
定
所
面

々
え
被
仰
出
御
書
付

御
條

一
四
九

正
徳

二
辰
年

九
月

來
ル
十
五
日
神
田
明
神

之
祭
禮
上
覽
付
、
月
次
之
御

定
式

一
七
九
五

正
徳

二
辰
年

九
月

新
銀
吹
替

之
事
相
止
ら
れ
候

間
、
自
今
以
後
は
古
銀

金
銀

一
七
九
六

正
徳

二
辰
年

九
月

今
度
新
銀
吹
替
相
止
候
付
、
古
銀
元
祿
銀
寶
永
以
後

金
銀

四
五
二

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

公
方
様
翦
御
付
て
、

左
之
通
達
之
、

御
法

四
五
三

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

十
月

十
七
日
不
及
出
仕
候
、

御
法

四
五
四

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

出
仕
之
覺

御
法

四
五
五

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

二
〇
日

御
直
參

之
面

々
髭
そ
り
可
申
候

御
法

四
五
六

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

出
仕
之
覺

御
法

四
五
七

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

坊
主
組
頭

共
に
、
さ
か
や
き

明
廿
五
日
よ

り
そ
り
可

御
法

四
五
八

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

出
仕
之
覺

御
法

四
五
九

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

御
葬
送

之
節

、
無
襲
衣
冠
卷
纓
鞘
卷
之
太
刀
を
佩
、

御
法

四
六
〇

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

二
九
日

御
目
見
以
下
之
物
共

ハ
、
さ

か
や
き
そ
り
可
申
候

御
法

四
六

一

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

今
度
於
増

上
寺
御
法
事
付

て
、
別
紙
書
付
之
通
御
參

御
法

一
七
九
七

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

上
古
以
來
我
國
に
て
金
銀

を
生
し
候
事
其
數
す
く
な

金
銀

一
八
六
二

正
徳

二
辰
年

一
〇
月

頃
日
所
々

二
て
錢
買
置
仕
候
者
有
之
付
、
錢
相
場
高

銅
錢

二
四
二

正
徳

二
辰
年

一
一
月

御
代
替
御
禮
之
節

、
眞

御
太
刀
御
獻
上
二
て
可
有
之

臨
時

四
六
二

正
徳

二
辰
年

一
一
月

普
請
は
來

ル
四
日
よ
り
御
免
候
間
、
可
被
相
觸
候
以

御
法

四
六
三

正
徳

二
辰
年

一
一
月

今
度
於
増

上
寺
御
法
事
之
笛

、
萬
部
聽
衆
之
内
、
幼

御
法

四
六
四

正
徳

二
辰
年

一
一
月

御
法
事
申
拜
禮
之
席

御
法

四
六
五

正
徳

二
辰
年

一
一
月

出
仕
之
覺

御
法

四
六
六

正
徳

二
辰
年

一
一
月

來

ル
十
五
日
増
上
寺
え

御
香
奠
可
有
獻
上
候
、
刻
限

御

法

四
六
七

正
徳

二
辰
年

一
一
月

出
仕
之
覺

御
法

四
六
八

正
徳

二
辰
年

一
一
月

國
持
衆
、
外
樣
壼
萬
石
以
上
、
表
高
家
、
寄
合
井

小

御
法

四
六
九

正
徳

二
辰
年

一
一
月

増
上
寺
え
參
詣
之
覺

御
法

四
七
〇

正
徳

二
辰
年

一
一
月

御
譜
代
衆
、
詰
衆
、
詰

衆
竝
、
番
頭
、
諸
役
人
、
御

御
法

四
七

一

正
徳

二
辰
年

一
一
月

出
仕
之
覺

御
法

四
七

二

正
徳

二
辰
年

一
一
月

出
仕
之
覺

御
法

四
七

三

正
徳

二
辰
年

一
一
月

十

二
月

朔

日

惣
出
仕
、

此
以
後
は
不
及
出
仕

御
法

一
五

四
〇

正
徳

二
辰
年

一
一
月

町

々
夜
更

人
通
り
候
節
、
送

り
候
事
、
前
方
も
度
々

火
事

一
八
六

三

正
徳

二
辰
年

一
一
月

錢
買
置
い
た
し
候
も
の
在
之
由
相
闘
候
付

て
、
先
達

銅
錢

一
五
〇

正
徳

二
辰
年

一
二
月

來

ル
廿

一
日
歳
暮
之
御
親
儀
、
如
例
年
上
り
候
事
、

定
式

一
五

一

正
徳

二
辰
年

一
二
月

歳
暮
之
僞
親
儀
、
掃
部
頭
、

老
中
、
越
前
守
、
中
務

定
式

一
五

二

正
徳

二
辰
年

一
二
月

歳
暮
之
御
祝
儀

定
式

二
四
三

正
徳

二
辰
年

=

一月

御
代
替
之
御
猊
儀

臨
時

二
四
四

正
徳

二
辰
年

=

一月

御
代
替
之
御
禮

二
付

臨
時

二
四
五

正
徳

二
辰
年

一
二
月

御
代
替
之
御
禮

臨
時

二
四
六

正
徳

二
辰
年

一
二
月

御
官
位
御
名
之
字
之
御
親
儀
、
明
後
廿
五
日
熨
斗
目

臨
時

二
四
七

正
徳

二
辰
年

一
二
月

御
官
位
御

名
之
字
之
御
親
儀
、
明
後
廿
五
日
四
時
熨

臨
時

二
四
八

正
徳

二
辰
年

一
二
月

御
袴
着
之
御
規
儀
、
來

正
月
四
日
惣
出
仕
之
事
、

臨
時

四
七

四

正
徳

二
辰
年

=

一月

御
中
陰
明
付

て
、
御
肴
獻
上
之
覺

御
法

四
七
五

正
徳

二
辰
年

一
二
月

鳴
物
之
儀
、
所
作

二
仕

候
者

共
計
、
明
後

五
日
よ
り

御
法

九

=
二

正
徳

二
辰
年

一
二
月

御
代
替
御
攪
之
節

、
狩
衣
布

衣
之
面
々
足
袋
は
き
可

禮
服

一
五
四

一

正
徳

二
辰
年

一
二
月

出
火
之
節
、
火
事
場
え
町
人
共
大
勢
見
物

二
參
候
故

火
事

一
五
四
二

正
徳

二
辰
年

一
二
月

前

々
も
度

々
相
觸
候
通
、
桶
籠
之
類
え
消
炭
入
置
申

火
事

一
六

四
八

正
徳

二
辰
年

一
二
月

近
キ
頃
燒

失
之
場
所
は
勿
論
、

二
三
年
以
前
に
燒
失

普
請

一
七
九

八

正
徳

二
辰
年

一
二
月

諸
國
よ
り
持
來
候
灰
吹
銀
、

只
今
迄
銀
座
え
買
取
、

金
銀

二
〇

八
二

正
徳

二
辰
年

=

一月

大
手
、
襖

田
、
兩
下
馬
所
え
酒
煮
壷
抔
持
出
、
出
仕

諸
商

二
五
六
七

正
徳

二
辰
年

一
二
月

家
屋
鋪
等
を
質
に
入
さ
せ
候
て
用
に
た
て
候
金
銀
、

公
事

二
七
九
七

正
徳
二
辰
年

一
二
月

前
方
度

々
相
鯛
候
通
、
町
方

二
て
と
み
つ
き
大
黒

つ

博
奕

二
四
九

正
徳
三
巳
年
正
月

御
袴
着
之
御
親

儀

臨
時

九
三
五

正
徳
三
巳
年
正
月

疱
瘡
麻
疹
煩
候
者
、
御
目
通
え

罷
出
候
面
々
は
、

一

疱
瘡

四
七
六

正
徳
三
巳
年

二
月

當
月
於
東
叡
山
、
長
昌
院
樣
五
十
囘
御
忌
御
法
事
御

御
法

四
七
七

正
徳
三
巳
年

二
月

今
度
東
叡

山
御
法
事
之
節

萬
部

闘
衆
之
内
、
幼
少
懐

御
法

四
七
八

正
徳
三
巳
年

二
月

今
度
長
昌
院
樣
御
法
事
御
執
行

付
て
、
左
之
書
付
渡

御
法

一
八
六
四

正
徳
三
巳
年

二
月

新

錢
之
樣
子
悪
敷
候
事
、
先
御

代
之
内
は
不
相
知
候

銅
錢

一
九
九
〇

正
徳
三
巳
年

二
月

人
參
之
儀
、
銀
商
壷
之
筈

二
候

處
、
於
人
參
座
金

二

藥
種

二
三

一
七

正
徳
三
巳
年

二
月

前
々
相
觸
候
通
、

一
季
居
之
奉

公
人
男
女
共
三
月
廿

奉
公

二
五
〇

正
徳
三
巳
年

三
月

御
元
服
之
御
猊
儀

臨
時

二
五

一

正
徳
三
巳
年

三
月

將
軍
宣

下
之
御
祝
儀

臨
時

二
五
二

正
徳
三
巳
年

三
月

明
後
二
日
將
軍
成
被
爲
遊
候
聞
、

町
申
家
持
は
不
及

臨
蒔

二
五
三

正
徳
三
巳
年

三
月

天
英
院
樣
御
位
階
之
御
親

儀

臨
時

二
五
四

正
徳

三
巳
年

三
月

來

ル
廿
六
日
上
樣
御

元
服

二
付
、
御

三
家
井

溜
詰
、

臨
時

二
五
五

正
徳
三
巳
年

三
月

四
月
將

軍
宣
下

二
付
、
、御

三
家

初
萬
石
以
上
之
面

々

臨
時

二
五
六

正
徳

三
巳
年

三
月

將
軍
宣

下
之
御
規
式
有
之
候
、

五
時
揃

二
候
、

臨
時

二
五
七

正
徳
三
巳
年

三
月

將
軍
宣

下
相
濟
候
爲
御
魂

儀
、
來
月
三
日
萬
石
以
上

臨
時

一
〇
七
〇

正
徳
三
巳
年

三
月

近
年
以
來
、
世
聞
之
風
俗
遂
日
候
て
、
萬
事
之
樣
子

儉
約

二
三

一
八

正
徳
三
巳
年

三
月

前

々
出
居
衆
片
付
之
儀

二
付
、
町
切
二
出
居
衆
書
出

奉
公

二
四

一
七

正
徳
三
巳
年

三
月

二
挺
立

三
挺
立
之
船
停
止
之
儀
、
先
達

て
申
渡
候
、

廻
船

二
七
三
二

正
徳
三
巳
年

三
月

町

々
端

々
、
遊
女
差
置
間
敷
旨
、
前

々
も
相
鯛
候
處

歌
舞

二
九

一
五

正
徳
三
巳
年

三
月

近
年
二
挺
た
ち
三
挺
た
ち

の
船
其
數
多
く
出
來
候
由

雜
之

二
九

一
六

正
徳
三
巳
年

三
月

二
挺
立

三
挺
立
之
船
御
停
止

二
成
候
上

ハ
、
右
之
船

雜
之

一
六

正
徳
三
巳
年

四
月

御
勘
定
役
所
は
御
財
用
出
入
之
事
を
承
ら
れ
、

公
儀

御
條

一
五
三

正
徳

三
巳
年

四
月

來
月
三
日
端
午
之
御
親
儀
、
如

例
年
上

り
候
事
、

定
式

二
五
八

正
徳

三
巳
年

四
月

天
英
院
樣
御
事

一
位
樣
と
奉
稱
候
、
此
段
可
被
相
鯛

臨
時

二
五
九

正
徳
三
巳
年

四
月

將
軍
宣

下
之
御
禮
相
濟
候
爲
御
親

儀
、
萬
石
以
上
は

臨
時

二
六
〇

正
徳

三
巳
年

四
月

今
度
就
將
軍
宣
下
、
諸
家
御
祝

儀
饗
應
之
次
第

臨
時

=
一二

四

正
徳
三
巳
年

四
月

御
料
所
御
仕
置
を
始
め
、
地
方
御
用
吟
味
之
次
第
御

御
代

一
三
三
七

正
徳

三
巳
年

四
月

諸
國
御
料
所
御
仕
置
之
次
第
、
前
々
よ

り
の
御
條
目

村
方

一
二
四
八

正
徳

三
巳
年
五
月

祭
禮
之
次
第

.

祭
禮

二
〇
八
三

正
徳

三
巳
年
五
月

女
之
衣
類
、
自
今
以
後
、
小
袖
之
表

一
つ
に
に
就

て

諸
商

二
〇
八
四

正
徳

三
巳
年
五
月

長
崎
表

に
お
ゐ
て
近
年
打
續
き
糸
類
す
く
な
く
渡

り

諸
商

二
〇
入
五

正
徳

三
巳
年
五
月

今
度
女

之
衣
類
等
之
事
御
制
禁
之
次
第
、
呉
服
屋
共

諸
商

二
二
〇
〇

正
徳

三
巳
年
五
月

今
度
屋
敷
改
被
仰
付
、
江
戸
廻

ハ
石
河

三
右
衛
門
、

武
士

二
二
五
〇

正
徳

三
巳
年
五
月

町

々
店
借
井

出
居
衆
等
、
武
家
方
え
奉
公

二
罷
在
候

店
借

二
三

一
九

正
徳

三
巳
年
五
月

先
達
て
出
居
衆
改
申
付
、
段
々
奉
公
人
出
入
も
有
之

奉
公

二
三
二
〇

正
徳

三
巳
年
五
月

前

々
相
觸
候
通
、
町

々
出
居
衆
不
殘
相
改
、
人
別
二

奉
公

二
四

一
八

正
徳

三
巳
年
五
月

町
中
屋
形
船
員
數
之
儀
、
蜜
永

三
戍
年
百
艘

二
相
定

廻
船

一
〇
七

一

正
徳

三
巳
年
閏
五
月

從
町
方
、

三
番
所
え
書
上
候
儀
、

當
分
之
書
物
は
文

儉
約

一
一
八
六

正
徳

三
巳
年
閏
五
月

近
き
頃

開
帳
等
之
場

に
て
、
大
挑
燈
夜
中
斂
多
立
置

寺
社

二

一=

五

正
徳

三
巳
年
閏
五
月

江
戸
廻

り
に
有
之
百
姓
地
町
々
支
配
之
事
、
御
代
官

御
代

二
五
〇
三

正
徳

三
巳
年
閏
五
月

御
留
守

居
組
與
力
石

黒
源
次
郎
實
父
浪
人
渡
邊
柳
軒

御
仕

二
六
七
五

正
徳

三
巳
年
閏
五
月

町
中

二
て
、
む
さ
と
仕
た
る
小
う
た
或
は
や
り
事
或

相
撲

一
五
四

正
徳

三
巳
年
六
月

月
光
院
様
女
中
年
寄

園
田

右
、
竝
之
通
贈
物
有
之

定
式

一
八
六
五

正
徳

三
巳
年
六
月

近
年
長
崎
廻

錦
難
澁

に
付
て
、
唐
人
共
商
壷
相
滯
、

銅
錢

四
七
九

正
徳

三
巳
年
七
月

尾
張
中
納
言
殿
逝
去

に
付
て
也
、

.

御
法

一
〇
二
四

正
徳

三
巳
年
七
月

諸
組
與

力
、
同
心
、
手
代
等
明
き
有
之
節

、
或
は
贔

諸
役

一
〇
二
五

正
徳

三
巳
年
七
月

御
料
所
御
取
毛
吟
味

之
事
、
例
年
秋
の
末

二
至
、
御

諸
役

一
一
八
七

正
徳

三
巳
年
七
月

右
、

大
和

川
魚
簗
船
支
配
之
事
、

慶
長
以
來
喜
右
衞

場
社

二
二
二
六

正
徳

三
巳
年

八
月

惣
て
家
守
致
請
状
候
分

ハ
准
家
來
候
聞
、
得
其
意
、

町
屋

二
五
六
八

正
徳

三
巳
年

八
月

店
之
者
井
出
入
有
之
者
を
見
出
シ
候
て
も
、
口
上
に

公
事

二
七
七
五

正
徳

三
巳
年

八
月

今
以
町
方
盜
人
致
徘
徊
候
之
由
相
聞
え
候
、
最
前
も

盜
賊

四
八
〇

正
徳

三
巳
年
九
月

當
十
月
於
増
上
寺
、
文
昭
院
樣

一
囘
御
忌
御
法
事
御

御
法

四
八

一

正
徳

三
巳
年
九
月

前

々
之
通
御
法
事
中
、
式
日
立

合
、
内
寄
合
可
被
仕

御
法

四
八
二

正
徳

三
巳
年
九
月

只
今
迄
御
佛
殿
御
堂

と
申
來
候
を
、
向
後
御
鐙
屋
と

御
法

四
八
三

正
徳

三
巳
年
九
月

當
十
月
於
増
上
寺
、
文
昭
院
樣

一
囘
御
忌
御
法
事
御

御
法

四
八
四

正
徳

三
巳
年
九
月

御
法
事
中
、
如
前
々
爲
伺
御
機
嫌
、
侍
從
以
上
御
檜

御
法
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一
二
八
〇

正
徳

三
巳
年
九
月

乘
懸
下
貫
目
之
儀
、
下
荷
貳
拾
貫
目
相
極
、
外

二
蒲

道
中

=
二
一二
八

正
徳

三
巳
年
九
月

今
度
御
料
村

々
高
札
建
直
候
間
、
於
私
領

只
今
迄
公

村
方

一
三
三
九

正
徳

三
巳
年
九
月

今
度
御
料
私
領
寺
社
領

共
に
御
高
札
建
直

り
之
儀

二

村
方

四
八
五

正
徳

三
巳
年

一
〇
月

御
法
事
相
濟
候
付
て
、
惣
出
仕
之
儀
、
來

ル
十
五
日

御

法

四
八
六

正
徳

三
巳
年

一
〇
月

徳

川
五
郎
太
殿
逝
去
付

て
、
左
之
書
付
渡

之

御

法

二
七
九
八

正
徳

三
巳
年

一
〇
月

博
奕
之
儀
、
前

々
よ
り
度

々
相
鯛
候
處
、
質

日
猥
に

博
奕

二
六

一

正
徳

三
巳
年

一
一
月

月
光
院
樣
御
叙
位
之
御
親
儀

臨
時

一
三
四
〇

正
徳

三
巳
年

一
一
月

諸
國
御
料
私
領
高
札
之
儀
、
最
前
相
觸
候

通
に
候
、

村
方

一
八
六
六

正
徳

三
巳
年

一
一
月

此
間
錢
殊
外
高
直

二
有
之
候
、
買
置
を
も
い
た
し
候

銅
錢

二
五
六
九

正
徳

三
巳
年

一
一
月

此
間
於
町
方
立
替
金
等

出
入
有
之
、
相
掛
候
得
は
、

公
事

一
五
五

正
徳

三
巳
年

一
二
月

爲
歳
暮
之
親
儀
、
掃
部
頭
、
老
中
、
越
前
守
、
中
務

定
式

一
五

四
三

正
徳

三
巳
年

一
二
月

前

々
よ
り
度
々
相
鯛
候
通
、
火
事
之
節
、
車
長
持
地

火
事

一
九

四
四

正
徳

四
午
年
正
月

秤
増
直
段
之
覺

升
秤

一
五
六

正
徳

四
午
年

二
月

月
光
院
樣
女
中
年
寄
か

い
津

右
竝
之
通
、
向
後
贈

定
式

九
六

三

正
徳

四
午
年

二
月

日
光
奉
行
在
勤
之
内
御
宮
御
靈
屋
拜
禮
之
節

、
前
日

忌
服

一
七
九
九

正
徳

四
午
年

二
月

分
銅
増
直
段

金
銀

二
三
二

一

正
徳
四
午
年

二
月

前

々
も
相
觸
候
通
、
出
替
之
奉
公
人

へ
ん

へ
ん
と
浪

奉
公

二
五
七
〇

正
徳
四
午
年

二
月

町
中
之
者
公
事
有
之
、
御
番
所
え
罷
出
候
刻
、
名
主

公
事

一
一
八
八

正
徳

四
午
年

三
月

寺
社
境
内
に
有
之
芝
居
之
事
、
元
録
年
中
停
止
之
上

寺
社

一
一
八
九

正
徳
四
午
年

三
月

寺
社
境
内
に
有
之
能
説
經
操
物
ま
ね
等
芝

居
之
事
、

寺
社

二
七

三
三

正
徳
四
午
年

三
月

近
年
以
來
境
町
、
木
挽

町
狂
言
芝
居
二
階

三
階
惣
屋

歌
舞

二
七

三
四

正
徳
四
午
年

三
月

狂
言
芝
居
之
殘
敷
、
近
年
二
階

三
階

二
仕
候
、
以
前

歌
舞

八
七

一

正
徳
四
午
年

四
月

御
城
廻

笠
か
ふ
り
候
儀
、
常
盤
橋
御
門
、

呉
服
橋
御

御
城

一
五
七

正
徳
四
午
年
五
月

月
光
院
樣
女
中
六
條

月
光
院
様
御
年
寄

同
樣

二
、

定
式

一
八
〇
〇

正
徳
四
午
年
五
月

慶
長
年
中
定
置
れ
候
金
銀
の
法
、
元
祿
年
中

二
至
て

金
銀

一
八
〇

一

正
徳
四
午
年
五
月

銀

の
事

ハ
世
の
重
竇
た
る
に
依
て
、
公
儀

よ
り
被
仰

金
銀

一
九
七
〇

正
徳
四
午
年
五
月
二

一
日

近
年
以
來
長
崎
往
來
の
唐
船
私
商
賣
の
事
、
年

々
に

唐
物

四
八
七

正
徳
四
午
年
六
月
四
日

勝

田
玄
哲
死
去
候
付
て
、

御
法

八
九
七

正
徳
四
午
年
六
月

大
名
衆
登
城
之
節

、
下
乘
之
場
所
前
々
と
違
、
張
番

乘
物

一
三

一
六

正
徳
四
午
年
六
月

公
儀
御
用
之
事
、

八
丈
嶋
笄

青
ヶ
嶋
百
姓

と
も
大
切

御
代

三
〇

一
七

正
徳
四
午
年
六
月

當
秋
松
平
薩
摩
守
琉
球
人
召
連
參
府

二
付
、
薩
州
よ

琉
球

一
八
六
七

正
徳
四
午
年
七
月

此
間
江
戸
表

ハ
不
及
申
、
道
中
筋
并

在
々
迄
も
、
錢

銅
錢

四
八
八

正
徳
四
午
年

八
月

但
馬
守
卒
去
付
て
、
明
十
六
日
月
番
迄
、

以
使
者
可

御
法

一
二
四
九

正
徳
四
午
年

八
月

來
月
廿

一
日
根
津
權
現
祭
禮

二
候
、
山
王
擢
現
祭
禮

祭
禮

一
八
〇

二

正
徳
四
午
年

八
月

先
頃
被
仰
出
候
こ
と
く
上
金
銀
吹
出
さ
れ
、
引
替
所

金
銀

一
八
六

八

正
徳
四
午
年

八
月

頃

日
錢
高
直

二
付
、
相
場
も
く
る
ひ
候
故
、
お

の
つ

銅
錢

二
四

一
九

正
徳
四
午
年

八
月

ち
よ
き
船
之
儀
、
當
夏
中
令
停
止
、
不
残
解
船

に
申

廻

船

四
八
九

正
徳
四
午
年
九
月

文
昭
院
樣

三
囘
御
忌
御
法
事
付
、
左
之
書
付
渡
之
、

御
法

四
九
〇

正
徳
四
午
年
九
月

御
法
事
中
、

如
前

々
爲
伺
御
機
嫌
、
侍
從

以
上
御
檜

御
法

四
九

一

正
徳
四
午
年
九
月

常
憲
院
様
七
囘
御
忌
御
法
事
付
、
左
之
書
付
渡
之
、

御
法

一
八
〇

三

正
徳
四
午
年
九
月

御
料
所
銀
山
々
外
、
國
々
よ
り
出
候
灰
吹
銀
其
外
銀

金
銀

二
四
六
八

正
徳
四
午
年
九
月

深
川
築
地
之
内
橋
、
只
今
迄

ハ
不
殘
公
儀

よ
り
御
修

御
堀

四
九
二

正
徳
四
午
年

一
〇
月

御

法
事
相
濟
候
付
、
惣
出
仕

之
儀

ハ
來
ル
十
五
日
月

御
法

一
八
〇

四

正
徳
四
午
年

一
〇
月

此
聞
新
金
引
替
之
様
子
相
改
嫉
由
雜
説
在
之
、
新
金

金
銀

四
九
三

正
徳
四
午
年

一
一
月

御

法
事
相
濟
候
付
、
來
十

一
日
惣
出
仕
之
事
、

御
法

八
八
七

正
徳
四
午
年

一
一
月

近
年
東
海
道
可
被
罷
通
面
々
も
、
中
仙
道
往
來
有
之

參
勤

九
三
六

正
徳
四
午
年

一
一
月

疱
瘡
麻
疹
煩
候
も
の
死
候
時

ハ
、
看
病
之
斷

を
申
立

疱
瘡

蕭
毀

齲
㎜雛

=
朋

齪
鑿
鰍
飜
獅
灘
騰
鰯
誌
纖
鷸
醐
謙

三
〇

一
八

正
徳

四
午
年

一
一
月

琉
球

人
通
候
道
筋
、
品
川
邊
見
物
大
勢
可
有
之
候
、

琉
球

三
〇

一
九

正
徳

四
午
年

一
一
月

琉
球

人
參
候

二
付
、
見
物
罷

出
候
者
共
大
勢
可
有
候

琉
球

三
〇

二
〇

正
徳

四
午
年

一
一
月

明
日
琉
球
人
御
當
地
え
翕
着
候
聞
、
町
中
無
作

法
に

琉
球

一
五
八

正
徳

四
午
年

一
二
月

爲
歳
暮
之
親

儀
、

老
申
、
越
前
守
、
申
務
大
輔
、
若

定
式

一
五
四
五

正
徳

四
午
年

一
二
月

當
地
度

々
之
火
事
有
之
事
、
申
合
候
者
共
有
之
、
風

火
事

一
八
六
九

正
徳

四
午
年

一
二
月

此
間
追

日
錢
の
相
場
を
高
直
に
仕
候
由
相
聞
候
、
去

銅
錢

一
八
七
〇

正
徳

四
午
年

一
二
月

新
錢

出
來
候
て
、
來

ル
廿
二
日
よ

り
、
呉
服
町
壷
町

銅
錢

三
〇
一
=

正
徳

四
午
年

一
二
月

明
日
琉
球
人
登
城

二
付
、
松
平
薩
摩
守
下
屋
敷

よ
り

琉
球

三
〇
二
二

正
徳

四
午
年

=

一月

明
九
日
早
天

二
琉
球
人
上
野
參
詣

二
付
、
松
平
薩
摩

琉
球

三
〇
二
三

正
徳

四
午
年

=

一月

明
十

一
日
早
天

二
御
老
申
方
え
琉
球
人
參
候
道
筋
、

琉
球

三
〇
二
四

正
徳

四
午
年

=

一月

明
十
二
日
早
天

二
御

三
家
方
え
琉
球
人
ゆ
り
候
道
筋

琉
球

三
〇
二
五

正
徳

四
午
年

一
二
月

明
廿

一
日
琉
球
人
御
登
地
出
足
候
聞
、
町
中
不
作
法

琉
球

四
九
四

正
徳
五
未
年
正
月

當
四
月
於
日
光
山
御

法
事
付
て
、
被
差
遣
面

々
、
徒

御
法

四
九

五

正
徳
五
未
年
正
月

當
四
月
御
法
事
付
て
、

日
光
山
え
差
越
候
勤
番
衆
、

御
法

一
〇
二
六

正
徳
五
未
年
正
月

去
三
日
之
夜
御
謠
初

之
時
、
御
書
院
御
番
所
之
角
に

諸
役

二
七
九

九

正
徳
五
未
年
正
月

町
申

に
て
三
笠
附
と
名
付
、
博
奕
か
ま
し
き
儀
仕
も

博
奕

四
九
六

正
徳
五
未
年
三
月

今
度
於

日
光
擢
現
樣

百
囘
御
忌
之
御
法
事
御
執
行
に

御
法

四
九
七

正
徳
五
未
年
三
月

東
叡
山
御
宮
え
参
詣

之
覚

御
法

四
九
八

正
徳
五
未
年
三
月

於
日
光

山
御
法
事
相
濟
候
爲
御
祝
儀
、
來
月
十

八
日

御
法

九
六
四

正
徳
五
未
年
三
月

元
祿
十

三
年
辰
年
上
野
役
者
え
相
尋
答
之
番
付

忌
服

一
八
〇

六

正
徳
五
未
年
四
月

新
金
銀
追
日
世
上
に
流
布
し
通
用
候
、
其
中
東
國
筋

金
銀

二

一
八
九

正
徳
五
未
年
四
月

辻
番
之
儀
、
晝
夜
無
惰
怠
可
相
勤
、
雖
爲
夜
中
、
番

辻
番

二
〇
入
六

正
徳
五
未
年
五
月

町
方
質
屋
古
着
屋
共
、
み
た
り
に
粉
敷
質
物
取
聞
敷

諸
商

一
〇
二
七

正
徳
五
未
年
六
月

御
役
人
中
各
え
御
用
被
伺
候
儀
有
之
節

、
向
後
新
番

諸
役

二
五
七

一

正
徳
五
午
年
六
月

丹
州
麺

山
國
忍
寺
於

大
坂
開
帳
之
儀
、
願
之
通
可
仕

公
事

二
八
二
六

正
徳
五
未
年
六
月

頃
日
於
所

々
鳶
之
も
の
あ
は
れ
候
之
由
相
聞
、
不
屆

狼
藉

一
五
九

正
徳
五
未
年
七
月

御
誕
生

日
之
御
祝
、
向
後
七
月

四
日
二
成
候
間
、
罷

定
式

一
〇
二
八

正
徳
五
未
年
七
月

御
用
承
候
職
人
町
人
共
え
、
町
奉
行
よ
り
相
鯛
候
、

諸
役

九
〇

正
徳
五
未
年
九
月

法
皇
姫
宮
御
入
與
之
儀
被
仰
出
付
左
之
書
付
渡
之
、

禁
裏

二
八
〇
〇

正
徳
五
未
年
九
月

近
來
諸
國
在
々
所
々
に
て
、
み
か
さ
つ
け
と
申
す
事

博
奕

一
六
〇

正
徳
五
未
年

一
〇
月

兵
庫

公
方
様
大
年
寄
被
仰
付
候
、
向
後
贈
物
有
之

定
式

二

一
七
八

正
徳
五
未
年

一
〇
月

元
祿
十
年
諸
國
酒
造

米
の
歙
を
改
定
め
ら
れ
、
運
上

酒
造

二

一
七
九

正
徳
五
未
年

一
〇
月

酒
造
米
之
儀
、
被
仰

出
候
御
書
付
之
趣
相
鯛
候
以
後

酒
造

九
七
九

正
徳
五
未
年

一
一
月

近
年
以
來
養
子
之
事
縁
組
之
事
、
・又
は
御
奉
公

二
被

養
子

一
六

一

正
徳
五
未
年

一
二
月

御
留
守
居
支
配
之
寄
合
、
正
月
元
日
二
罷
出
候
面
々

定
式

一
六
二

正
徳
五
未
年

一
二
月

爲
歳
暮
之
祝

儀
、

老
中
、
越
前
守
、
中
務
大
輔
、
若

定
式

二

一
九
〇

正
徳
五
未
年

一
二
月

寄
合
辻
番
所

二
お

い
て
、
番
人
之
外

に
か
ろ
き
者
共

辻
番

二
二
〇

一

正
徳
五
未
年

一
二
月

奉
行
所
支
配
の
町
々
之
外
、
小
給
之
面

々
拜
領
屋
敷

武
士

一
八
〇

七

正
徳
五
未
年

一
二
月

新
金
銀
追
日
通
行
し
候

に
就
て
、

只
今
に
至
て
ハ
、

金
銀

一
八
〇

八

正
徳
五
未
年

一
二
月

雨
替
之
者
共
方
え
日
々
廻

り
來
候
元
祿
金
小
形
金
、

金
銀

九
八
〇

正
徳
六
申
年
正
月

火
消
組
與
力
、
同
心
火
を
消
し
候
と
て
、
火
事
場
に

養
子

一
五
四
六

正
徳
六
申
年
正
月

前
々
も
相
觸
候
通
、
出
火
之
節
、

風
も
在
之
時

ハ
、

火
事

一
五
四
七

正
徳
六
申
年
正
月

前
々
よ

り
相
鯛
候
通
、
火
事
之
節
、
大

八
車

二
荷
物

火
事

一
六
九
八

正
徳
六
申
年
正
月

蓄
臘
晦

日
よ
り
去
十

一
日
迄
屋
敷
類
燒
之
分
え
、
當

御
切

一
六
九
九

正
徳
六
申
年
正
月

去
十
七

日
十
八
日
屋
敷
類
繞
之
分
え
、
當
夏
御
借
米

御
切

二
六
二

正
徳
六
申
年
二
月

今
度
京
都
え
御
親
儀

之
御
使
相
漕
候
付
、
獻
上
物

臨
時

九
八

一

正
徳
六
申
年
二
月

五
十
歳
以
後
之
面
々
急
養

子
之
事
、
御
許
容
無
之
は

養
子

=
二
〇

四

正
徳
六
申
年
二
月

今
度
國

々
御
料
所
村

々
巡
見
被
差
遣
候

二
付
、
右
之

諸
國

一
三
〇

五

正
徳
六
申
年
二
月

今
度
國

々
御
料
所
村

々
巡
見
被
差
遺
候

二
付
、
右
之

諸
國

一
五
四
八

正
徳
六
申
年
二
月

諸
大
名
屋
敷
近
所
出
火
之
節

、
人
数
等
差
渡
し
、
被

火
事

一
五
四
九

正
徳
六
申
年
二
月

頃
日
町

々
二
て
付
火
有
之
樣
其
沙
汰
相
聞
え
候
、
前

火
事

一
七
〇
〇

正
徳
六
申
年
二
月

去
月
廿
九
日
屋
鋪
類
燒
之
分
え
、
當
夏
御
借

米
只
今

御
切

一
六
三

正
徳
六
申
年
閏
二
月

三
月
朔

日
五
月
朔
日
右
は
節

句
も
近
く
候

二
付
て
、

定
式

二
六
三

正
徳
六
申
年
閏
二
月

今
度
京
都
え
御
親
儀

之
御
使
相
濟
候
付
て
、

爲
御
祝

臨
時

二
六
四

正
徳
六
申
年
閏
二
月

今
度
京
都
え
御
親
儀

之
御
使
相
濟
候
二
付
、

明
後
廿

臨
時

九
八
二

正
徳
六
申
年
閏
二
月

纏
領
家
所
領
之
内
を
分
知
し
、
別
御
朱
印

ハ
頂
戴
な

養

子

二
九

一
七

正
徳
六
申
年
三
月

近
世
以
來
公
事
訴
訟
之
外

二
願
有
之
者
と
申
す
有
之

雜
之

一
七

正
徳
六
申
年
四
月

評
定

一
座
可
被
相
心
得
候
條

々

御
條

一
六
四

正
徳
六
申
年
四
月

一
位
様
え
御
祝

儀
物
御
禮
事

二
付
、
獻
上
物
其
外
不

定
式

四
九
九

正
徳
六
申
年
四
月

二
三
日

大
明
院
宮
薨
去
付
て
、
今

日
よ
り
明
後
廿
五
日
迄
、

御
法

=

一八

一

正
徳
六
申
年
四
月

東
山
道

山
陰
道
山
陽
道

い
つ
れ
も
山
の
字
を
セ
ン
ト

道
中

一
二
八
二

正
徳
六
申
年
四
月

道
中
筋

に
お
ゐ
て
、
こ
ま

の
は

い
、
く
も
す

け
な
と

道
中

一
三
四

一

正
徳
六
申
年
四
月

人
勾
引
之
事
、

村
方

二
六
四
七

正
徳
六
申
年
四
月

車
を
引
馬
を
追
ひ
重
き
物

を
持
ち
候
者
共
、
馬
車
を

町
駕

二
九

一
八

正
徳
六
申
年
四
月

公
方
樣

少
々
御
機
嫌
不
遊
御
勝
候
間
、
爲
伺
御
機
嫌

雑

之

二
六
五

正
徳
六
申
年
五
月

右
之
面

々
、
御
代
替
御
禮

之
節

、
眞
御
太
刀
獻
上
候

臨
時

五
〇

〇

正
徳
六
申
年
五
月

公
方
樣
此
間
御
不
例
被
成
御
座
候
處
、
不
被
遊
御
勝

御

法

五
〇

輔

正
徳
六
申
年
五
月

二
丸
え

爲
伺
御
機
嫌
、
出
仕
之
覚

御
法

五
〇

二

正
徳
六
申
年
五
月

御
出
棺
御
供
之
面
々
、
布

衣
以
上

ハ
白
帷
子
長
袴
、

御

法

(66)


